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御曹司の裏の顔




「部長。今月のノルマ、達成しました。まだ数件、伝票が上がるはずです」

「さすがだな、我あが妻つま」

　私の所属する『プレッスル食しょく品ひん』営業部の部長に、さも〝当然〟というような顔をしてノルマ達成を報告すると、部長は感嘆の溜ため息いきをついている。

　私はこれで、四カ月連続で単月売り上げのノルマをクリアした。

　涼しい顔をしてはいるものの、これでもけっこう頑張っているつもり。月末の売り上げの締め日の前は残業の嵐で、得意先を走り回っている。もう胃薬は手放せない。

　うちの会社は、ノルマが達成できないからといってすぐにクビになるわけでもなく、むしろノルマを達成できない人も多い。食品にもブームはあるし、消費者の動向なんてなかなか予測できない。テレビで取り上げられて突然売れ出す商品もあれば、よくない情報が流れ、スーパーの棚からひっそりと姿を消す商品もある。だから、営業力云うん々ぬんだけではないところもあり、毎日が戦いだった。

　自分でもどうしてこんなに必死になっているのかわからない。だけど、ひとつ言えるのは、一年前から付き合っているマーケティング部の持もち田だ 賢けんが、自立したキャリアウーマンタイプの女が好きだということ。

　だから、二重でどちらかというと童顔に見られがちな顔はメイクでとびきりクールに、肩下十五センチほどの髪はワンカールして清潔感を出し、見た目でも〝できる女〟を装っている。

　そんな私が賢と知り合ったのは、私が二十六歳になった頃。他の食品会社から転職してきた彼と飲み会で隣になったのがきっかけだった。




　――私より三つ年上の彼は、背が百八十センチほどあり細身で、サラサラの髪がよく似合う爽やかな好青年。目は一重で涼しげだけど、笑うととても優しくなる。

　初めて会ったとき、彼は転職の理由を、目を輝かせて話してくれた。

「俺、別の食品会社の営業部にいたんだ。そこは新製品が出ればＣＭもバンバン流すし知名度は抜群だから、さほど苦労しなくても商品は売れていって、それなりに楽しかったんだけど……」

　彼が口にしたのは、プレッスル食品の二倍ほどの規模を誇り、新製品が発売されれば必ずどこのスーパーでも取り扱うほどの力のある会社だった。

　ビールをゴクンと喉に送った彼は再び口を開く。

「それがつまらなくなったんだよね。自分の力を試したくて、ここに飛び込んだってわけ」

　わざわざ規模の小さい会社に転職したと言う彼に驚いたけれど、同時にその話を聞いて、一気に虜になった。

「すごいですね。志が高い」

「そんなことないよ。自分の力で商品が売れていくのは、気持ちがいいものだ。それに、最終的に自分のスキルアップにつながる。今の苦労は未来への投資だよ」

　プレッスル食品では、マーケティング部に配属された彼。マーケティングは、市場の動向を敏感に捉える力がものを言う。それに合わせた商品開発を提案しなければならない。営業と同様、自分の力が売り上げに直結する部署でもある。

　プレッシャーがあるはずなのに、成長する自分を思い描いて働いている彼は、魅力的だった。

「我妻さんは、どうして営業に？」

　彼は不思議そうな顔で私に尋ねた。

　たしかにうちの女子社員は、営業より事務のほうが圧倒的に多い。

「私も自分の力でなにかをしたかったからでしょうか。締め日に上がってくる伝票を待つだけではなく、自分でその伝票を上げたかったというか……」

　そうやって必死に働いていたら、いつの間にか事務をしている女子社員から〝鉄の女〟なんて陰で言われるようになってしまった。ひたすら売り上げを上げることだけ考えて動いているから、無表情で怖いらしい。

　しかも、そうした仕事に対する考え方が、できれば楽をしたいという他の女子社員とは違い、かわいらしくないようで、男性社員からもなんとなく一歩引いて見られることが多かった。だからか、こういう飲み会に出席しても、私のことを知っている男性社員はあまり話しかけてこない。

　でも賢は、転職してきたばかりということもあってか、気さくに話してくれた。

「いいねぇ。そういうハングリーさを持っている人、好きだよ」

『好き』という言葉に心臓が音を立てる。

　実は仕事を始めてすぐに、学生時代からの彼氏とは別れてしまった。私があまりに仕事に夢中になったせいだ。だから、こんなに優しい言葉を男の人からかけられたのは久しぶりだった。

「我妻さんとは話が合いそうだ。俺、自立した女の人、尊敬するんだよね」

　そう言う彼はスマホを取り出し、「アドレス交換しない？」とすぐに提案してきた。

　その返事はもちろん、イエス。未来のビジョンをしっかり持ち、わざわざいばらの道を選んだ彼が、まぶしく見えたのだ――。




　それから私たちの付き合いはすぐに始まり、あっという間に一年が過ぎた。

　彼は元カレとは違い、仕事の忙しさからデートを断ってもイヤな顔ひとつしなかった。もちろん彼のほうにもそういうことは多かったけれど、私たちは互いの仕事を尊重しながらの付き合いを楽しんでいた。

『志し穂ほ。今日会える？』

　決算がやっと終わりひと段落ついたその日、彼から電話がかかってきた。

「うん。私も会いたいかも」

　気がつけば、彼と会うのは三週間ぶり。メールや電話で連絡は取り合っていたけれど、やっぱり会えないのは寂しい。

　待ち合わせは、会社近くのカフェ。ジャケットを脱いで隣の席に置くと、テーブルに置いてあったスマホが震えた。

【ごめん。飯行くって言ってたけど、行けなくなった。待ち合わせ、二十二時に変更して？】

　賢からのメールに、大きな溜め息をついた。

　今日は私の好きなイタリアンレストランに連れていってくれると言っていたのに。でも、仕事が入ったのだろう。

　チラッと腕時計に視線を移すと、まだ二十時前。それでも約束自体を破棄されなくてよかったと思い直し、ひとりで食事に行くことにした。

　牛丼屋にひとりで入るのは、もう平気になってしまった。数字とにらめっこして必死に戦う毎日。仕事にのめり込んでしまうと、食事もほとんど外食かコンビニになる。

「牛丼並をひとつ」

　注文を済ませると、早速タブレットで売り上げ速報をチェックする。今日は仕事のことを忘れようと思っていたのに、ひとりになるとそうもいかない。

「あっ、新規が上がってる」

　すぐに出された牛丼を口に放り込みながら、また次の戦略を考える。

「次は……ここ、か。まだまだシェアを伸ばせそう」

　ターゲットに決めたスーパーの担当者へのプレゼンを頭の中で組み立てながら、あっという間に牛丼を食べ終わった。

　牛丼屋を出たところでスマホが震え、慌てて出る。賢からの電話だとばかり思ったのに、それは友達の小お栗ぐり千ち佳かからだった。

「もしもーし」

　賢からの電話でないことに落胆した私は、それを気づかれまいと、努めて明るく振る舞った。

『もしもーし、じゃないわよ。ちっとも電話よこさないんだから』

「ごめんごめん。忙しかったの」

　そういえば、数日前から何度も電話をもらっていた。履歴には残っていたけれど、折り返すのが面倒で放置していたのだ。

『だから鉄の女って言われるの。たまには仕事のこと忘れなさいよ』

　千佳は、プレッスルに入社してできた唯一の友達。同期入社で同じ歳の彼女は、さばさばした性格で、髪も短めでボーイッシュ。こんなに薄情な私の友達だなんて、おそらく彼女は物好きなんだと勝手に思っている。

「決算だったんだから仕方ないでしょ？」

『まぁね』

　彼女は総務部に勤務していて、決算なんて関係ない。

「で、どうしたの？」

『志穂、クリスマスパーティー来る？』

『来る？』ということは、千佳は行くのだろう。

　プレッスル食品では、クリスマスの前後に毎年、慰労会を兼ねたパーティーが開かれる。そういえば、その日程がメールで発表されていた。

　このパーティーは、ホテルの大広間を借り、ちょっとした大騒ぎになる。会費制ではあるものの、一部は会社が負担してくれるし、家族や恋人も同伴できるから、毎年かなり盛り上がる。ビンゴの景品が毎回豪華なのも、人気の秘密。

「うーん。どうしようかな」

　賢と一緒に行けたらうれしいけど……。

『彼氏と一緒に参加すればいいじゃない。そうすれば、鉄の女を返上できるでしょ？』

　実は、私が鉄の女と言われるのは仕事の面だけではない。それは男の人に対する態度も含まれるらしく、彼氏なんているはずがないというもっぱらの噂うわさだとか。男性社員に媚こびることは嫌いだし、甘えたりもしない。それに、他の女子社員と恋バナすらしたことがない私は、賢の存在を気づかれてもいない。

　おまけに、プレッスル食品の親会社『宮みや城ぎグループ』の社長の息子、宮城 聡さとしに対する扱いが冷たいのも一因らしい。

　宮城グループは、他にも不動産やＩＴ関連会社、はたまた飲食店の経営まで手広く行っていて、その御曹司である彼は、皆の注目の的だ。

　彼は修業に出ていた別の会社から、二年前に我が営業部に転職してきた。私と同じ二十七歳で、なかなか仕事もできる。その上、人当たりがよくていつもニコニコ笑顔を振りまき、敵を作らないタイプ。だけど見た目は男らしく、背は百八十センチを超えていて、細マッチョ。笑うと柔和な雰囲気が全開になるけれど、二重のはっきりした目は、会議のときなどはキリリと凛り々りしい。

　他の女子社員は皆、彼が御曹司だと知っていて、用もないのに『宮城さーん』なんて近寄ってくる。それでも彼は『はい』とニッコリ笑って返事をするから、誰もやめようとしない。

　私はそれが気に入らない。彼は御曹司かもしれないけれど、今はただの同僚。だから、用もないのに話しかけたりしないし、特別扱いもしない。ついでにコピーを頼むこともあれば、コーヒーを淹いれてもらうこともある。もちろん敬語も使わないし、間違っていると思えばズバッと指摘する。

　どうやら他の女子社員には、その様子が信じられないのだとか。そうやっていつも彼に対して素っ気ない態度を取っていたら、我妻は男には興味がないと、誰が言ったのかわからない噂が定着してしまった。

「そうねぇ」

　千佳の言うように、日頃私のことを悪く言う人たちをギャフンと言わせたいような気もする。

『私も連れていくから』

　千佳は付き合い始めて三年の彼がいる。その彼を連れてくるようだ。

「賢に聞いておくよ。でも、嫌がるかもしれないし……」

　彼は、自分が行きたいところには積極的に連れていってくれるけど、私から提案すると、いつもなんとなく機嫌が悪い。それに、こういう催しは好きじゃない。

『なに言ってるのよ。「一緒に行こう」って甘えながら誘えば、行くでしょ』

「そんなの柄じゃないわよ」

　男の人に甘えるのは、とても苦手。恋愛経験が豊富だとは言えない私は、こんなことを言ったら嫌われるんじゃないかといちいち気になってしまい、言いたいことの半分も言えず、平気な顔をして強がってしまう。

　本当は賢ともっと一緒にいたいし、ワガママも言いたい。そして、互いの胸の内を明かし合って、心の距離を縮めたい。でも、それも言えない。千佳に『仕事はできるくせして、恋愛の駆け引きは下手ね』と言われるほどだ。

　だから、付き合い初めの去年も当然誘えず、パーティーには興味がないという賢からも誘ってもらえず、参加すらしなかった。

『たまにはしおらしいとこ、見せなさいよ。男はちょっと守ってあげたくなるような女のほうが絶対に好きだって』

「そんなこと言ったって……」

　私だって本当は守ってもらいたいよ。仕事でストレスフルになった心をほぐしてもらいたいよ。でも、どう甘えていいのかわからないんだもの。

『最近、デートしてるの？』

「今日約束してたんだけど、遅れるって。二十二時に待ち合わせ」

　電話口で『フフ』と笑う千佳は、『明日休みだし、ごゆっくり』と意味深な発言。

　まぁ、こんな時間から会うのだから、そうなるかもしれないけど……。

『それじゃあ、切るわ。今日は甘えなさいよ』

　千佳は私にプレッシャーを与えて電話を切った。

「わかってるけど、甘えるといってもね……」

　私には、ノルマをこなすより難しい。

　それから腕時計を確認すると、二十一時を回っていた。

【早く会いたい】って、メールしてみる？

　千佳に急かされたからか、一瞬そんなことが頭をよぎったけれど、そう思ったのもほんの数秒。仕事をしているだろう彼に余計な負担をかけたくはないと思い直し、結局、【家で待ってます】と短いメールをしたためて、スマホをバッグに放り込んだ。

　明日は彼も休みなはずだから、今日はうちに泊まってくれるかな……。それなら明日、映画にでも行けるといいな。

　久しぶりのデートを妄想して、思わず頬が緩んでしまう。しかしすぐに、頬をパンバンと叩たたいて気を引き締める。

　ダメだ。期待しすぎちゃいけない。

　賢は、束縛されるのが嫌い。互いに依存しない生活を送り、たまに会うのが彼のスタイル。それに、なんでも自分の思うようにしたい彼は、私のほうから『泊まっていって』とか『映画に行こう』なんて言われるのは好きじゃないはず。

「フゥ」

　思わず溜め息が出る。

　賢のことは好きだけど、思い描いている理想の恋愛とは少し違う。でも、私も仕事を優先してもなにも文句を言われないのだから、どこかで妥協しなければならない。

　そう自分に言い聞かせた。

　約束の二十二時を過ぎても、賢はやってこなかった。それどころか、メールもない。日付が変わり、すっぽかされた？と思った頃、スマホが震えた。

「もしもし」

『志穂？　ごめん、今日無理』

　予想通りの言葉を聞いて、大きな溜め息が出そうになるのをこらえる。

「うん。わかった」

『どうして？　会いたいの』なんて甘えればいいのかもしれないけれど、やっぱりできない。賢も、そんな女は嫌いなはず。でも……。

「賢、あのね……。会社のクリスマスパーティーだけど……」

　最近、彼とは連絡がつかないことすらある。このチャンスを逃すわけにはいかないと、口を開いた。

『あぁ、そういえば案内が来てたな。一緒に行くか？』

「えっ、いいの？」

　もしかしたらあっさり断られるかもしれないと、本当はドキドキしていたのに、拍子抜けした。

『うん、いいよ。でも、俺と付き合ってることバレるぞ？』

　我が社は、社内恋愛に寛容なほう。仕事に影響がなければ、なにも言われない。評価を下す直属の上司と部下でない限り、同じ部署にいても構わない。だから別に交際を隠していたわけじゃない。それでも今までバレなかったのは、皆、仕事ばかりの私に彼氏がいるわけがないと思い込んでいるからだ。それに、賢もわざわざ自分から交際宣言するような人ではなかった。

「いいよ、もちろん。自慢しちゃおう」

『へぇ。志穂って、そういうのイヤなのかと思ってた』

　そんなことを一度も言ったことがないのだから、彼が怪け訝げんな声を上げるのも仕方ない。でも、私がベタベタしないのは賢がそうすることを嫌がるからで、嫌いなわけではない。むしろ、たまにはくっついていたい。

「そんなことない。賢とならうれしいよ！」

　思わず高いテンションで言ってしまったけれど、彼の反応が怖い。自立した女性を好む彼に、重いと思われたくない。

『そっか』

　あっさりしすぎた返事に、冷や汗が出る。

　やっぱり重い？　千佳、予想通り、賢は甘えられるのは嫌いみたいだよ。

「あの、賢……」

『ごめん。ちょっと飲んじゃって、眠いんだ』

「わかった。ごめんね。おやすみ」

　約束をすっぽかされたのは私のほうなのに、なんで私が謝ってるんだろう。でも、クリスマスパーティーに一緒に行ってくれるだけで、よしとしなくちゃ。

　胸の内をさらけ出せない苦しさと、約束できたうれしさが入り混じった複雑な気持ちで、電話を切った。




　それからも、彼と会うペースは変わらなかった。多くても、二週に一度。大阪への長期出張があった彼とは、この一カ月近く会っていない。だから、誰にも交際を気づかれることなく、イブよりひと足早く行われるクリスマスパーティーを迎えた。

　今日は、立食パーティー。堅苦しくなく、気ままにこの時間を楽しめるようにと工夫されている。

「志穂、彼来るんでしょ？」

　千佳が辺りを見渡したけれど、賢の姿は見当たらない。

「うん……」

「遅いね。せっかく志穂、きれいなのに」

　今日の私は、淡いブルーのワンピースに、九センチのピンヒールのパンプス。髪は丁寧にコテで巻き、珍しくアップにしてみた。

　いつもよりドレスアップした姿を見てほしいのに、賢は約束の時間になっても姿を現さない。

「ありがと。でも多分来るから、大丈夫。それより彼と楽しんで」

「うん……」

　千佳は納得のいかないような顔をして、それでも彼のところに戻っていった。

　それから私はバッグからスマホを取り出した。何度確認しても、連絡はない。

「はぁ」

　賢は、こうして遅れることが多い。でも今日くらいは時間通りに来てほしかった。

「鉄の女、ひとりだったわね」

　私が近くにいることに気がついていないのだろうか。営業部の女子社員が彼氏らしき社員と笑顔で話している。

　こんなことなら、来るんじゃなかったと思ったとき……。

「我妻さん、ひとり？」

「えっ？」

　私の前にシャンパンを差し出したのは、宮城くんだった。

「あっ、ありがとう。宮城くんは？」

　まだ賢が来ると信じていた私は、答えをはぐらかした。

「僕はもちろんひとり」

　優しく微笑む彼は、体のラインにぴったり合った上質なスーツを着こなし、いつも通り柔らかな笑みを見せる。

「もちろんって。よりどりみどりでしょう？」

　実際、今も会場中から視線を集めている。

「うーん。でも落としたい女性はひとりしかいないんだよね。でもその人は、僕に興味がないみたいで」

「なに贅ぜい沢たくなこと言ってるの？」

　思わず本音が出た。自分が賢との恋にしがみついている気がして、選べる彼がうらやましかったのかもしれない。

「我妻さんって面白いね。僕にそんなことズバッと言うの、我妻さんくらいかも」

　彼はクスクス笑っている。

　取り巻きさんと違って、かわいげがなくてごめんなさいね。

「もう、ほら、どこか行きなさいよ」

　チラチラと注がれる女子社員の目が私を突き刺してくるから。

「それも初めて言われたよ。やっぱり面白い」

　ちっとも面白くなんてないわよ。

「でも、乾杯くらいは一緒にいいですか？」

　彼はニッコリ笑いながら、実にスマートに私を誘った。

「うん。……まぁ、いいけど」

　舞台の中央には、社長の姿。スピーチが始まったけれど、あまり皆聞いていない。

「それでは、今年一年もご苦労様でした。乾杯！」

　社長のひと言で、皆がグラスをカチンと合わせる。

「それじゃ、僕たちも」

　そう言う彼が私の目をじっと見つめるから、一瞬ドキッとしてしまった。

　――カチン。

　シャンパンのグラスが高い音を奏でる。

「志穂」

　シャンパンをひと口、口にしたところで突然名前を呼ばれて振り向くと、賢がいた。

「賢、来てくれたんだ」

「うん」

　賢は返事もそぞろに、宮城くんに鋭い視線を向ける。

「あぁっ、宮城くんは、私が寂しそうにしてたから一緒に乾杯してくれたの」

　なんだか賢が怒っているような気がして、慌てて言い訳をする。

「それはどうも。志穂が世話になりました。でも、もう大丈夫ですから」

　言い方がきつい。やっぱり怒ってる？

「あっ、あの……こちら、私の彼で持田さん」

　賢を紹介すると、気のせいか宮城くんが眉をひそめた。

「それは失礼しました。でもあなた、遅れてきたんでしょう？　それならまず、我妻さんに謝るべきです」

「宮城くん、いいから……」

　どうしたんだろう。いつもはこんなことを言う人じゃないのに。

　賢に反論する宮城くんに驚き、慌てて制したけれど、場の空気が険悪になった。

「彼女は俺の女だ。あなたが口出しすることじゃない」

　賢は、目をつり上げ声を荒らげる。

「そうですか。でも、待たされた彼女のことも考えてあげてください」

　年上の賢に負けることなく対等に張り合う宮城くんは、一瞬私の顔を見つめて離れていった。

「宮城さーん。一緒に飲みません？」

　すると、宮城くんを狙っていた女子社員たちが一斉に彼に群がる。

「僕を誘ってくれるんですか？　うれしいなぁ。飲みましょう」

　いつもの様子に戻った宮城くんは、彼女たちに笑顔を振りまいている。

　それとは対照的に賢は険しい顔をして、私の持っていたシャンパンをひったくるように取り上げ、一気に喉に送った。

　もしかして、嫉妬してくれたの？

「アイツって、宮城の御曹司だよな」

「うん。でも――」

『私には関係ないよ？』と言いたかったのに、賢が突然私の腰を抱くから驚いた。デートでもこんなことをされたことはないのに。

「金に物を言わせるってやつか」

「宮城くんはそんな人じゃないよ？」

　宮城くんは、御曹司だからといってそれを鼻にかける人でもないし、お金の力を使って自分の思い通りにしようとしたことなんて一度もない。私たちと同じように汗水たらして働き、同じ感覚で接してくれる。

「庇かばうのか？」

「そういうわけじゃ、ないけど……」

　事実を言ったまでだけど、賢は気に入らなかったようだ。

　しばらく不機嫌は直らなかったけれど、それから賢はずっと私をエスコートしてくれた。マーケティング部の同僚にも紹介してくれたし、大満足の一日だ。

　勇気を出して誘ってよかった。これで、鉄の女も卒業かしら。

「志穂！」

　しばらくすると、千佳もやってきた。

「賢。私の友達の千佳。総務にいるの」

「総務、ですか……。初めまして、持田です。いつも志穂がお世話になっています」

『総務』と口にした賢が、なぜか戸惑っている気がしたけれど、まるで夫のような彼の言葉に胸がキュンと疼うずく。

「いえ、こちらこそ。志穂、こう見えても寂しがり屋なんです。たくさん構ってあげてくださいね」

　私の言えないことをいとも簡単に口にした千佳は、一瞬私に視線を送る。

「ちょっと、千佳！」

　余計なことは言わないで。

　焦る私をよそに、賢はニッコリ笑ってうなずいていた。

「――それでは、また」

　千佳が行ってしまうと、賢は私の持っていた皿からチキンを取り、口に入れた。

『寂しがり屋』なんて千佳が言ってしまったけど、彼はどう思っただろう。

　でも、それを聞けないのが、彼と私の今の距離を示している。もっと近づきたいのに、なかなか近づけない。

「宮城さーん」

　まるでハートマークでもついたかのような声が時々聞こえてきて、チラッと宮城くんのほうを見る。すると、女子社員に囲まれ満面の笑みを浮かべながら話をしている彼と一瞬目が合ってしまい、慌てて逸らした。

「なにか食べます？　僕、取ってきましょうか？」

　耳に届くその柔らかい口ぶりは、営業部で女子社員から話しかけられるときと同じ。

　モテモテね……。あの王子スマイルで優しくされたら、女はイチコロかも。でも、周りの女子社員は彼が御曹司だから好きなのか、宮城くん自身を好いているのかどっちなんだろう。もしかして、御曹司というのも意外と大変なのかも。

「志穂、どうかした？」

「ううん。なんでもない」

　別のところに意識が飛んでしまっていたことを賢に感づかれて、ビクッとする。

　せっかく賢と一緒にいられるのだから、もっと楽しまなくちゃ。

　そう心に決めたとき……。

「持田さん！」

　目がクリクリとして背が低く、守ってあげたいと思うような、私とはまるでタイプが違うかわいらしい女性に、賢が話しかけられた。

「あぁ、お久しぶりです」

　賢はなんだか少し焦った様子で、ぶっきらぼうに言った。

「お元気そうで。彼女、ですか？」

　彼女の視線に棘とげを感じるのは、嫉妬の念があるからだろうか。

「うん、そう。それじゃあ」

　あれっ？　彼女は誰？

　紹介してくれると思ったのに、賢は早々に私の腰を抱き、その場を離れる。

「賢、彼女は……」

「あぁ、前に他の課と飲み会をしたときにいた子、かな。名前も忘れちゃったよ」

　でも『お久しぶりです』って、はっきり知っているような口ぶりだったけど……。気のせいだろうか。

　彼女のことが引っかかりつつも、私はすぐに始まったビンゴに夢中になった。

　今年の一等は、ペアでハワイ旅行。大盤振る舞いのこの企画は、毎年盛り上がりが最高潮に達する。ステージ上で次々と読み上げられる数字に、いちいちどよめきが起こり……。

「ビンゴ！」

　最初の人が声を上げ、最高の笑顔で目録を手にした。その後も、二等以下が次々と決まっていく。

「全然そろわないね」

　賢のカードを覗のぞき込んだけど、ふたりともダメみたい。

「ホントだな。そろそろ抜けるか」

「えっ？」

　てっきり最後まで楽しむものだとばかり思っていたので驚いたけれど、これが終わればもう少しでお開きになる。

「わかった。その前にお手洗いに行ってくるね」

　少し飲みすぎてしまったらしい。賢を残してトイレへ向かった。

　化粧直しもついでにして、トイレを出ると……。

「宮城くん……。あっ、どうぞ」

　宮城くんに鉢合わせした。彼もトイレだと思い、体を斜めにしてよける。

　それなのに、彼は突然私の手首を握り、狭い通路を奥へと向かう。

「ちょっと、宮城くん！　どこ行くの？」

　突き当たりを右に曲がると、従業員の出入り口があった。彼はそこで立ち止まり、私を見つめる。ここは死角になっていて、トイレに来た人からも見えない。

「今日の我妻、きれいだね」

　えっ？　今、呼び捨てした？

「あ、ありがとう……。あの……なにか話でも？」

「ううん。さっき目が合ったから」

　宮城くんの視線が突き刺さる。

「それだけ？　あれはたまたまだよ。それじゃ……キャッ」

　戻ろうとすると、行く手を阻むように彼の長い手が壁に伸びた。

「もう少し話そうよ。俺、あそこに戻るのイヤなんだ」

　なんだか、王子スマイルで愛想を振りまいているときの彼とは違う。目が鋭く、声もワントーン低い。それに『俺』なんて、彼が言うのを初めて聞いた。

「どうして？　モテモテじゃない」

「モテたくない人にモテてもねぇ」

　ニヤリと笑う彼は、いつもの柔らかい雰囲気の欠片かけらもなく、戸惑ってしまう。

「そ、れじゃあ、モテたい人って誰なのよ？」

　そんな単純な疑問を投げかけたことを後悔するまでに、三秒とかからなかった。

「我妻だって言ったら、どうする？」

「私？」

　彼の言葉に驚きすぎて、息が止まりそうだった。

　でも、冗談でしょ？

「そう、私」

　背の高い彼が私の顔を覗き込み、塗り直したばかりのグロスに人差し指で触れる。

「この唇、誘ってる？」

「なに言ってるの！」

　慌てて顔をそむけたけれど、顔が真っ赤に染まっている自信がある。

「わ、わ、私、彼氏いるの」

「知ってる。さっき会っただろ。でも、完全に油断してたな。まさか男がいるなんて」

　宮城くん、どうしたの？　いつもと全然違う。

　彼の豹ひょう変へんぶりに、頭の中が混乱する。

「そう、いるの。だから、行くね」

　とにかくここから逃げ出したくて足を一歩踏み出すと、がっちりと手首を掴つかまれてしまった。

「まだ話は終わってない」

「私は終わったわ」

「その強気なところが、たまらない」

　彼はそう言って、不敵な笑みを浮かべた。

　宮城くんがまるで別人で、さっきから心臓がバクバク言いっぱなしだ。恥ずかしさのあまりうつむくと、「我妻は……」と彼が再び口を開いた。

「遅れてきたことを謝ってもらえたのか？」

「えっ？」

　突然話が飛んだから驚いて顔を上げると、宮城くんは実に真剣な顔をしている。

「男に振り回される我妻なんて、らしくない」

　彼の言葉に、頭を殴られた気がした。

　たしかに私は、賢に振り回されている。デートをしたくても彼が誘ってくれるまでじっと我慢。やっとした約束も毎回のように遅刻され、それが当たり前になっている。だけど、それで幸せなんだから、宮城くんにはなにも言われたくない。

「なによ。宮城くん、私のことなんてなにも知らないくせして」

「知ってるよ？　我妻が本当はかわいい女の子だってこと。仕事のことしか頭にないように見せているのは、中途半端に仕事をするのがイヤだからで、男に興味がないからじゃない」

「そ、それは……」

　彼の言う通りすぎて、なにも言い返せない。

「それに、今日の様子を見ていると、おそらく我慢ばかりしてるんだろうね。寛容な大人の女を演じてる。どうせあの女も、誰なのか聞いてないんだろ？」

　彼は少し口角を上げ、余裕の顔をしてみせる。

　賢に話しかけてきたさっきの女のことだ。見ていたの？

「そんなの、宮城くんに関係ないでしょ！」

　実に的を射た指摘をされ、もう視線を合わせていられない。

「あれ、怒るってことは図星だな」

　私との距離をジリジリと縮めてくる宮城くんが、ちょっと怖い。

　お願いだから、私の心の中を勝手に覗かないで。

「まぁ、いいや。俺、必ず我妻を落とすから」

　彼は私の耳元に口を寄せて色気のある声でそう囁ささやいたあと、私を真剣な顔つきでじっと見つめる。

「なに……言ってるの？　冗談はやめて！」

　そう叫ぶと、自信満々の彼の手をかいくぐり、今度こそ逃げ出した。

　なんなのよ。なんであんなこと言われなくちゃいけないのよ。……でも、宮城くんの言っていることは当たっていた。

「あっ、宮城さん！」

　再び会場に入ろうとすると、私とすれ違った女子社員が、うしろから歩いてきた宮城くんを見つけて甘えた声を出している。

「もー、探したんですよ？」

「お待たせしてすみません。少しトイレが混んでいました。僕、飲み物を取ってきますね」

　さっきとは別人の宮城くんは王子スマイルを振りまいたあと、私にチラッと視線を送り、隣を通り過ぎていく。

　あんなに私をドキドキさせておいて、なんなのよ。どっちの顔が本当なの？

「遅かったじゃないか」

　賢のところに戻ると、待たされるのが嫌いな彼が、冷たい声で私を責める。

「ごめん。混んでて」

　宮城くんと同じ答えをしてしまった私は、それからすぐに賢と一緒に会場をあとにした。

「なぁ、志穂の部屋に行ってもいい？」

「うん。いいけど……」

　いいけど、ここからだと賢の部屋のほうが近いのに。

　最近、彼は私を部屋に呼んでくれない。テリトリーを荒らされたくないのかもしれないけど、ちょっと寂しかった。




　タクシーで私の家まで行くと、玄関を開けた瞬間に激しいキス。私を壁に押しつけて唇を重ねる彼は、下唇を甘あま噛がみすると舌を入れてきた。

　息が上がるようなキスから解放されると、『この唇、誘ってる？』と言ったときの宮城くんの顔が頭に浮かび、慌てて打ち消す。

　こんなときに宮城くんを思い出すなんて、私、どうかしてる。

「シよ」

　こういうときの賢は、私の返事なんて聞くつもりはない。すぐにワンピースをたくし上げた。

「ちょっと、待って……」

　彼は近頃、会えばそればかり。もっと恋人らしい会話を楽しみたいのに。それに、簡単に彼の誘いに乗りたくないのは、さっきの女の子が気になっているからだ。宮城くんの言う通り、気になって気になって……気が狂いそう。

「どうして？　志穂はシたくないのか？」

　そういうわけじゃないけど、そればかりはイヤ。

　だけどその言葉もグッと呑のみ込み、結局彼の言いなりになってしまう。

　寝室に連れ込まれベッドに押し倒されると、完全に彼のペース。私の太ももを撫なで上げながら首筋に舌を這はわせる彼は、お酒の匂いがプンプンする。彼は以前から、酔うと必ず私を求める。

　それって、目の前に女がいるから？　私じゃなくてもいい？

　そんな考えが頭に浮かんで、悲しくなった。

　彼は果てると、そのまま寝息を立て始めた。本当に自分の欲求だけだ。

　少しも気持ちよくなかった。モヤモヤとした気持ちを秘めながら抱かれても、心が反応しない。もし今日、私が拒否したら、彼はどんな顔をしたのだろう。

「フゥ」

　宮城くんにあんなことを言われなければ、もっとエッチに没頭できたかもしれないのに。今だけの幸せをもっと楽しめた。……でも、今、だけ？

　賢はこの部屋から出ていった瞬間、一気に遠い世界に行ってしまう。彼氏なのに、近くに存在を感じない。

　少しも眠れる気がしなくて、キッチンに行きコップ一杯の水を飲み干す。

「寛容な大人、か……」

　宮城くんの言ったひと言を口にすると、なぜだか涙がこぼれた。

　私はこれからも、賢の前では物わかりのいい女でいるんだろうな……。

　そのとき、『必ず我妻を落とすから』と言い切った宮城くんの真剣な顔が頭に浮かんだ。

『落としたい女』って、本当に私？　まさか、ね。

「だまされないわよ」

　絶対にだまされない。からかわれただけ。だって彼は御曹司だよ？　私みたいな普通の女を相手にするような立場の人じゃない。

　激しい戸惑いを抱えたまま再びベッドに戻り、無理やり目を閉じた。




　賢と迎える朝は、これで何度目だろう。ぐっすり眠る彼をベッドに残し、コーヒーを淹れる。なかなか起きてこない彼は、朝が苦手だ。

　私、必要なのかな……。こうして時々会って体を重ねるだけなんて、セフレみたい。

「おはよ、志穂」

　しばらくすると、ようやく賢が目をこすりながら起きてきた。

「おはよう。コーヒー飲む？」

「うん」

　寝ねぼけ眼まなこの彼は、上半身裸のままだった。

　その姿に胸を高鳴らせながら、コーヒーをカップに注ぐ。

「どうぞ」

「サンキュ」

　彼は椅子に座ると、早速コーヒーを口にしている。

「ねぇ、二十四日だけど……」

　千佳の言うように、少し甘えてみてもいいよね。そう思い、勇気を出してクリスマスイブの約束を取りつけようとしたけれど……。

「あぁ、仕事だな」

「うん、私も。でも、そのあと……」

　少しだけでいい。会いたい。

「どこも混んでるだろ。別にクリスチャンでもないし、その日にこだわらなくてもいいんじゃない？」

　たしかにその日は、どこもかしこもカップルであふれている。クリスチャンじゃなくても、だ。

「でも……」

「あと二日だろ？　どこも予約できないって」

　別に、特別なところに行かなくてもよかったのに。こうして家で過ごすだけでいい。

　でも、あきらかに眉間にシワを寄せた彼を見て、それ以上は言えない。

「そう、だね」

　また、物わかりのいい女のフリをしてしまった。去年も会いたいと言いだせずに終わった私は、これで二年連続、彼氏がいるのにひとりが決定。

　彼氏ができても寂しいなんて、思ってもいなかった。










最悪のクリスマス




　クリスマスイブの当日は、会社でも朝から皆が浮かれているのがわかる。

　そんな中、私は黙々とパソコンに向かい、難しい顔をしていた。

「我妻さん、おはよう」

「おはよ」

　隣の席の宮城くんが出社してくると、周りの女子社員がざわつきだす。

　この人、今日は誰と過ごすつもりだろう。

　一瞬、そんなことを考える。私には関係ないと思いつつも、彼を意識してしまうのは、『必ず我妻を落とす』と囁いた彼の声が耳に残っているからかもしれない。

　でも、昨日はいつも通りだった。ただ同僚として一緒に働いているだけ。あの囁きはなんだったのかと思うほどだった。

　やっぱり、からかわれただけなんだろうな。

「宮城さん」

　事務の女子社員が宮城くんのところにやってきて、猫撫で声を出している。

「はい。なんでしょう？」

　宮城くんはキーボートを叩く手を止め、きちんと女子社員に顔を向ける。

「コピーに行くんですけど、これもコピーしてきましょうか？」

　そんなこと、私は聞かれたことすらない。

「あぁ、大丈夫ですよ。自分でしますから」

「でも、ついでですし」

「お気持ちは本当にうれしいです。でも、僕をそんなに甘やかさないでください。調子に乗っちゃいますよ」

　終始笑顔の宮城くんは、やんわりと断りを入れている。実にやんわりと、だ。パーティーのとき、私に見せた顔とはまるで違う。

「そうですか？　でも宮城さんのためならなんでもしますから、言ってくださいね」

　宮城くんと話すのがそんなにうれしいのか、彼女は弾けんばかりの笑顔だった。

「うれしいなぁ。また今度お願いしますね」

　隣の席でそのやり取りを聞きながら、私は唖あ然ぜんとしていた。

　仕事中、あからさまに女を全開にして宮城くんに近づいてくるのもどうかと思うけど、宮城くんも宮城くんよ。もっとキッパリ断ればいいのに……。でも、彼は将来、私たちの上に立つ身。もしかしたら、自分の意思で発言できないこともあるのかもしれない。敵を多く作ると、やりにくくなる。彼は彼で苦労しているのかも。

　そう思いながら宮城くんを見ていると、目が合ってしまった。

　すると彼は、メモ用紙になにかを書き始める。

【なにか言いたそうだな】と書かれたメモを私のデスクに置いた彼は、素知らぬ顔で再びキーボードを叩き始めた。

【いいえ、なにも。御曹司さんも大変だなと思っただけで】

　メモにそう付け足して、彼のデスクの上に置くと……。

【助けろよ】

【なんで私が】

　だいたい、なんでそんな言葉遣いなの？　〝皆の宮城さん〟なら、もっとかわいく【助けてもらえませんか？】じゃない？

　パーティーのときの彼を連想させるそのメモは、私をますます混乱させる。

　いったい、どっちが本当のあなたなの？

　宮城くんはどうやら私の返事が気に入らなかったらしく、ボールペンでトントンとメモ用紙を叩き、目で『助けろ』と訴えてくるけど、無視した。余計な労力を使うのはイヤだったから。だけど……。

　しばらくすると、今度は別の女子社員が宮城くんのところにやってきた。彼に一番積極的に話しかけてくる福ふく井いさんだ。彼女は私よりひとつ年下で、毎日きれいに髪を巻いてくる女子力のある女の子。たしか、パーティーのときも取り巻きの中にいた。

「宮城さん。この資料を部長に頼まれたんですけど、どこにあるかわからなくて」

　この光景、今まで何度も見たけど、どうしてそれを宮城くんに聞くのだろう。

　どちらかといえば事務処理を担当している福井さんのほうが詳しいでしょ？と言いたくなる。

「あー、去年の冷凍食品の売り上げ一覧ですか。えーっと……」

『知りません』で済ませればいいのに、宮城くんは探してあげようとしているのか、席を立とうとした。

「課長の席のうしろの棚です。上から二段目」

　放っておこうかとも思ったけれど、これでは宮城くんの仕事に支障が出る。私は、実に事務的に淡々とそう言った。

「だそうです。よかったですね」

　宮城くんはニッコリ微笑んでみせる。

「……はい」

　福井さんは私に教えられたのが気に入らないのか、少し顔をしかめた。

　福井さんが行ってしまうと、【サンキュ】とまたメモが差し出されたから、【どうも】とそっけなく返した。

　それからしばらく実績集計をしていると、新しい売り上げがどんどん上がってくる。

　よし、好調。このまま気を抜かず突っ走ろう。

　私は営業に出ることにした。

「行ってきます」

　いつものようにフロアを出ると、エレベーターホールに向かう。

「ねぇ、マーケの持田さん知ってる？」

　すると、途中にある給湯室からそんな声が聞こえてきて、思わず立ち止まる。

　賢のこと？

「あぁ、鉄の女の彼氏でしょ？　物好きよね」

　まったく失礼な。

　またくだらない悪口だと思って立ち去ろうとしたけれど……。

「バカね。鉄の女はただのセフレよ。彼、総務の女の子と付き合っていて、今日なんて、ふたりで有給取ってるんだって」

「ヤダ。それじゃあクリスマスパーティーの我妻さんとの同伴は、その有給を怪しまれずに取るためのカモフラージュ？」

　えっ、なに言ってるの？

　一瞬、私の頭に『名前も忘れちゃった』という彼女の顔がチラついた。

　だから、千佳が総務に所属していると言ったときに顔をしかめたの？　……違う。嘘うそよ、これは。

「まぁ、最初は我妻さんと付き合ってたのかもね。でも乗り換えたんでしょ？」

　乗り換えた？　本当なの？

　頭が真っ白になって、足が震える。すると……。

「行くぞ」

「えっ？」

　その声に振り向くと、宮城くんが険しい顔で立っていた。彼は私の腕を掴み、階段に向かう。

「宮城くん、ちょっと！」

　階段の踊り場で手を振りほどくと、やっと彼は立ち止まった。

「確かめれば？」

　もしかして、彼にも聞こえちゃった？

「なんのこと？」

　必死に平静を装ったけれど、目が泳いでしまう。

「アイツが本当に裏切っているのかどうか」

　やっぱり聞こえてたんだ。

「別にいい」

　本当は確かめたくてたまらない。でも、怖い。

「それなら俺が確かめる」

　彼はそう言うと、スーツの内ポケットからスマホを取り出し、電話をかけ始めた。

　どうするつもり？　賢の番号なんて知らないはず。

　そう思っていると……。

「営業の宮城です。持田さん、いらっしゃいますか？」

　まさか……マーケに電話を？

「やめてよ」

　電話を切らせようとスマホに手を伸ばしたけれど、ヒョイッとかわされてしまった。そして……。

「――そうですか。いえ、急ぎではありませんので、こちらからかけ直します」

　彼はスマホを切ると、私を見つめる。

「いなかったよ。有給を取っているそうだ」

　さっきの彼女たちの会話、本当だったんだ……。

「……そう」

　頭が真っ白になり、それしか言えない。私は、沈んだ顔を見られたくなくてうつむいた。

「総務にもかけてみる？」

　総務は千佳に聞けばわかる。でも……。

「いい。もう、わかった、から」

　賢は、今日は仕事で私に会えないと言った。ということは、有給を取っている時点で嘘をつかれている。それが真実だ。

「現実から目を逸らすな。逸らしても、なにも変わらない」

　たしかに彼の言う通り。このまま知らなかったフリなんてできない。

　宮城くんの鋭すぎる指摘に観念した私は、スマホを取り出し、意を決して賢の番号に電話をかけた。すると数回のコールのあと、なにやらざわつく音だけが聞こえてきた。それでも耳を凝らして聞いていると……。

『ねぇ、賢。今、電話鳴らなかった？』という女の声。そして……。

『あぁ、アイツから。切ったからもういいよ』

　気だるいような賢の声がスマホから聞こえてきて、目を見開く。

　切れてないけど？

　続く会話に息を呑む。

『本当にいいの？　ちゃんと別れるって言ったら？』

『アイツももうわかってるだろ。今日会わないんだから』

　嘘だ。賢はそう言いながらも、おそらく私と体だけの関係は続けるつもりだ。

　私はそこで電話を切った。

　会話の相手が誰かまでは特定できなかった。でも、他に女がいるということは確定した。

「アイツ出ないのか？」

「……女の声がした。私、仕事、行かなきゃ」

　そのまま階段を下りようとすると、宮城くんに肩を掴まれ止められてしまう。

「泣かないのか」

　彼の言葉が胸に突き刺さる。

「泣かない、わよ」

　私は〝鉄の女〟だから。大人の女、だから……。

　顔をそむけて再び階段を下りると、彼もついてきた。

「ついてこないで」

　今は一緒にいたくない。

「俺も外回りだから」

「あっ、そう」

　それなら仕方がない。駐車場までの辛抱だ。

「我妻、今日はアポがあるのか？」

「ううん。ノルマ達成のめどもついてるし、年末の挨拶回り」

　今月は新規で入れたチョコレートが大量に出て、ノルマの心配もない。

「それなら、俺の仕事を手伝えよ」

「なんで？」

「いいから」

　宮城くんは半ば無理やり私の手を引き自分の営業車に押し込むと、車を発進させた。

　あまりに強引な彼にちょっと腹が立つ。

「なんのつもり？」

「なんのって、我妻なら一日くらいサボっても許されるだろ」

「サボらないわよ。降ろして」

　そう言っても、彼はスピードを緩めない。急ブレーキを踏むこともなく、スイスイと車線変更を繰り返す。

「それじゃあ、言い方を変える。少しくらい気を抜け。毎日毎日あんなに根こん詰めてたら、倒れるぞ」

　余裕がない私は、宮城くんの言うことにいちいちイライラしてしまう。

「それが御曹司の言うこと？　従業員がサボったら、お灸きゅうをすえる立場でしょ？」

「御曹司なんて思ってないくせに」

　その通り。私にとって、彼は単なる同僚だ。

「そうね。他の子みたいに、尊敬の眼差しで見なくてごめんなさい」

　ほんの少しの嫌味を混ぜて言うと、彼は「プッ」と吹き出した。

「尊敬の眼差しって……。他のヤツらは、俺が跡継ぎだから媚びを売ってるだけだ」

「あら、ちゃんとわかってるんだ」

　賢の浮気を聞いてしまってから、棘のある言葉しか出てこない。罪のない宮城くんに当たるなんて、私、最低かも。

「ホント、我妻は面白いな。もちろんわかってるさ。でも我妻だけは、俺をそういう目で見ないだろ？」

「そういう扱いをしてほしければ改めるけど」

「まさか。今まで通りで十分だ。まぁ、今日一日は俺に付き合え。ちゃんと仕事させてやるから」

　彼は私の八つ当たりを責めることなく、余裕の笑みを浮かべる。

　早くひとりになりたいと思っていたけれど、こうして誰かと話をしているのもいいかもしれない。賢のことで頭がいっぱいにならずに済む。

　気づけば、そんなふうに思い始めていた。

「ここが最初の得意先」

　彼が車を停めたのは、小さな公園の前にある駄菓子屋だった。

「ここ？」

　こんなに小さな店は、普通は問屋任せ。私たちはもっと大きなスーパーを回ることがほとんどだ。

「あぁ。行くぞ。――こんにちは」

「あらー、宮城さん」

　店番をしていたのは、八十代くらいのおばあさん。

「今日は、美人付きですよ」

「ホントねー。彼女？」

「狙ってるんですけどね。なかなか手ごわいんですよ」

　彼はそんな冗談を言いながら、さりげなく在庫のチェックをしている。

「初めまして、我妻です。いつもお世話になっております」

　さらに一歩近づき商品棚を見ると、プレッスル食品の商品ばかりで驚いた。しかも、売れ筋のものというより昔からある商品ばかり。

「やっぱりチョコが出てますね」

「うん。これは息子も好きだったわね。もちろん孫も好きよ」

　宮城くんとおばあさんの会話を聞いて、なんだかうれしくなった。親子で同じチョコを好きでいてくれるなんて、食品会社としては最高の褒め言葉だ。

　それからすぐに、小学生くらいの男の子がふたりやってきた。

「俺、これにする」

「それじゃあ、俺も」

　ふたりが手にしたのは、さっき話していた、たった三十円のチョコレート。

「ありがとう」

　それなのに宮城くんは、満面の笑みを浮かべてお礼を言う。

「気をつけてね」

　おばあさんがそう声をかけると、「うん」と返事をしたふたりは元気よく駆けだしていった。

　それから宮城くんは、少なくなっていた店頭の商品を倉庫から補充すると、駄菓子屋をあとにした。結局彼は、次の注文の催促をしなかった。

「いつも来てるの？」

　車に乗り込むと、早速聞いた。

「来られるときはね。大手への営業はもちろん必要だけど、長年我が社を支えてくれている店への敬意も忘れちゃいけないと思ってる。たった三十円のチョコだけど、あのチョコを愛してくれる人がいて、今のプレッスルがあるんだよ」

　ハンドルを握る彼は、とても優しい目をしていた。

　この人、ただのお坊ちゃまかと思ったら、物事をよく見て真剣に向き合っている。ずっと連続でノルマを達成しているのは、私と彼だけ。だから、仕事ができることはわかっていたけれど、目先のことしか考えていない私よりずっと大きなビジョンを持っている気がする。さすが後継者というべきか……。

「次は、我妻の力も借りるから」

「私？」

　宮城くんの得意先で手伝えることなんて、本当にあるのだろうか。

　首を傾げて彼を見つめると、ニッと笑った彼はアクセルを踏んだ。

「ちょっと、ここは……川かわ村むら課長の担当でしょ？」

　宮城くんが車を止めたのは、流通大手のスーパー『ヨクイ堂どうグループ』の本部。ここの売り上げは我が社のナンバーワン。本部との交渉は、川村課長が担当している。

「そうだけど、もう待ったから」

「待った？」

「うん。一年待った。でも、売り上げが伸びていない。これ見て」

　そんなことはないはず……と思いつつ、彼が差し出した資料を受け取った。

「あれ？」

「売り上げ自体は伸びている。でもシェアが落ちてるんだ。つまり売り上げ増は、このスーパー自体の売り上げが伸びているから。その大部分は、むしろ他社に食われてる」

　知らなかった。ノルマさえ達成できればそれでいいという雰囲気だから、こんな数字のからくりに気がついている人、誰もいない気がする。

「でも、だからといって……」

　他の人のテリトリーに足を踏み入れるなんて。しかも上司の営業先に。

「部長には、この資料を見せて許可を得ている」

「ホントに？」

　彼は大きくうなずき、さらに口を開く。

「このままでは、気づいたときにはなにもなくなる。俺は将来、プレッスル、いや宮城の全部を背負うつもりだ。だから、できる手は先に打っておきたい」

　そう言う彼は、普段の彼とは雰囲気がまるで違った。『宮城さーん』と呼ばれ『はーい』と王子スマイルで返事をする、あのフニャッとした雰囲気は微み塵じんも感じられない。頼りがいのある大人の男だった。

　宮城くんが大きく見える。ただの同僚なんて、とんでもない。

「我妻。ここはひとりでは無理だ。一緒に担当してくれ」

「わ、わかった。でも……」

　彼が私をパートナーに選んでくれたのは素直にうれしい。ただ、営業としてはまだまだ半人前の私に務まるのか不安だった。

「大丈夫だ。一＋一は二じゃない。力を合わせれば、シェアを奪還できる」

　不安が顔に出てしまっていたのか、宮城くんはそう励ましてくれる。

「そう、だね」

　自信に満ちあふれる彼に圧倒される。でも、彼がそう言うのなら頑張ってみたい。

　彼は本部の責任者にアポイントを取っていたようで、すぐに応接室に通された。

「初めまして。宮城と申します」

「我妻です」

「初めまして。大おお林ばやしです」

　名刺交換が済むと、すぐにソファを勧められた。

「担当を交代されるとか」

「はい。これからはふたりでお邪魔できればと思っております」

　父くらいの年代の大林さんにもひるむことなく、宮城くんは堂々とした態度。

「ずいぶんお若い担当さんだね。どこの会社も部長クラスだよ」

　大林さんは鼻でフンと笑う。

　それは、おそらくちょっとした嫌味。若造には務まらないと言っているのだろう。

「そうですね。ですが、私は将来プレッスルの親会社の社長に就任する予定です」

　宮城くんが平然とした顔で告げる。

　普段は御曹司であることを自分からひけらかしたりすることはないから、驚いた。

　すると大林さんは名刺を再び見つめ、唖然としている。

「宮城さん……ということは、あの？」

「はい。御社の新しいショッピングモールの誘致も宮城グループの不動産部門がお手伝いさせていただきました」

「それは失礼しました」

　それから、大林さんの態度がまったく変わった。

「早速ですが、我が社で新しく開発したお菓子のシリーズがございます」

　宮城くんは、用意していた資料をテーブルに並べた。

「母親が子供に安心して与えられることをコンセプトに開発しました」

　これは、たしか商品開発部の緒お方がたさんが手がけた商品で、その趣旨に賛同した宮城くんが積極的に営業をかけているラインナップ。私も最近よく売り込んでいる。

「母親？」

「はい。これは女性の視点からのほうがいいと思いますので、我妻がご説明します」

　えっ、私？

　突然振られて驚いたけど、この商品のプレゼンは問題なくできる。

「こちらの商品は、全国から集めた原材料を選りすぐり、できる限りの添加物を排除して作られております。母親は、自分の子供には極力いいものを与えたいものです。そのため、〝安全〟という付加価値を武器にできると思っております」

　そう切り出すと、隣で宮城くんがうなずいてくれる。おかげで、最後まで自信を持って説明できた。

「試食をご用意しております。よろしければどうぞ」

　宮城くんがタイミングよく、マフィンとクッキーを差し出した。

「これは……しっとりとしていて、量産品というより洋菓子店の商品のようですね」

　大林さんは何度もうなずきながらマフィンを口にしている。

「ありがとうございます」

　宮城くんがお礼を口にしながら微笑んだ。

　続いてクッキーも口にした大林さんは乗り気なのか、宮城くんが差し出した資料を手に取り読み始めた。

「食の安全は、どのスーパーでも重要視され始めています。御社のイメージアップの一端を担わせていただけないかと考えております」

　宮城くんはさらにグイグイ推す。

「そうだね。検討してみよう」

　大林さんは最初とは打って変わって笑顔を見せる。

「よろしくお願いします」

「よろしくお願いします！」

　宮城くんと声が重なってしまった。

　とはいえ、まだ始まったばかり。すんなり仕入れてもらえるとは、私も宮城くんも思っていない。でも、これから何度も営業をかけて実現していく筋道はできた。

　十分に収穫のあった私たちは、本部をあとにし、駐車場に向かった。

「さすがだね、我妻は」

「なに言ってるの。突然振るから驚いたわよ」

　私がそう言うと、彼はクスクス笑う。

「我妻は窮地に追い込まれたほうが、力を発揮しそうだから」

「なによ、それ。なんにも動じないってこと？　それは私が鉄の女だから？」

　そう切り返すと、宮城くんは突然立ち止まり、私を見つめた。

「我妻は、鉄の女なんかじゃないだろ」

「えっ……」

「本当は感情が揺れ動いてるくせして、見せないようにしているだけだ。泣きたいときに、こらえているだけ」

　私を見つめたまま視線を逸らさない彼は、少し困った顔をして再び口を開いた。

「泣いたっていいんだぞ」

　鼻の奥がツーンと熱くなる。すぐにじわじわと潤んできた瞳から、ひと粒だけ涙がこぼれた。

「もう、仕事中！」

　慌てて涙を拭おうとすると、それより早く彼の手が私の頬に伸びてきて触れる。

「我妻は、繊細でかわいらしい女の子だよ」

　こんなに優しい言葉は賢にももらったことがなくて、動揺を隠せない。

「もう、からかわないの。さぁ、次はどこ？」

　あぁ、心臓が止まるかと思った。本当に彼は、最近おかしい。私を『落とす』とか、『かわいらしい女の子』だとか。二年も隣で仕事を共にしてきて、そんなこと一度も言われたことがなかったし、私とは別世界の人だと思っていた。でも……本気なの？

「今日は会社に帰る。部長にさっきの報告をして、次の手を考えないとな」

　彼は私の頭をポンと叩き、車に乗り込んだ。

　帰るのか……。

　なんとなく寂しい。彼の仕事ぶりをもっと近くで見たくなった。今までは、どうせずっと営業部にいる人ではないからもっと手を抜いているものだとばかり思っていた。それでもノルマをこなせているのはすごい、と。でも、これほどまでに情熱を傾けているとは知らなかった。見習わなくては。

　会社までは三十分。その間、彼といろいろな話をした。

「でも、宮城くんがあそこで御曹司宣言をするとは思わなかったな」

「あぁ、それは大林さんが権力が大好きな人だからだよ。話すとややこしいことになるから、普段は言わないよ？」

　ちょっとおどけた様子の彼は、巧みにハンドルを操作する。

「権力が大好き、か……」

「時々そういう人、いるだろ？」

　すぐに得意先の数人が頭に浮かぶ。

「いる、かも」

　私がそう答えると、彼はクスクス笑う。

「まぁ、会社のヤツらもそういうところあるしな」

「あ……」

　今朝のやり取りを思い出し、プッと吹き出してしまった。

「我妻だけだもんな。こんなに普通に接してくれるの」

「そんなことないでしょ」

「いや。部長ですら遠慮してると思う。そんなこと望んでないんだけどな」

　真っ直ぐ前を見つめている彼の顔が、少しだけ悲しげに見えた。

「ま、こうやって役に立つこともあるけど」

　気を取り直したようにそう言った彼だけど、表情は変わらない。

「でも、大変なことのほうが多いんじゃない？」

　どうやらこっちの話し方が彼の素のようだし、いつもは気を遣っているのだろう。

　私が問いかけると、彼は目を見開いた。

「私たちにしてみれば、将来が約束されてていいなぁと思うけど、失敗が許されないもんね。常に誰かに注目されてて、気が抜けない。女の子とも気軽に遊べない」

「最後は余計だ」

　チラッと私に視線を送った彼は、ハンドルを握り直した。

「だってそうでしょ？　言い寄ってくる子はたくさんいるのに、特定の彼女はいなそうだし」

「なんだよ、その他人事みたいな言い方。この前、俺の話を聞いてただろ？」

　赤信号でブレーキを踏んだ彼は、今度は怒りだした。

　それって……私のこと、本気だってこと？

　自分から話題を出しておいて、鼓動がドクドクと速まるのを止められない。

「まぁ、いい。そのうちわからせてやる」

　そうつぶやいた彼は、信号が青になったのと同時にアクセルを踏み込んだ。

　会社に着いて車を降りると、彼は私の隣にやってきた。

「話を合わせろよ？」

「話？」

　ヨクイ堂グループのことかしらと思いながら、スタスタと歩いていく彼を小走りぎみで追いかける。でも、それが仕事の話ではなかったと、すぐにわかった。

「ただいま帰りました」

　時計は十七時半を指している。今日はいつもより少し早めの帰社になった。

「お疲れさまです」

　フロアの数人がそう声をかけてくれたので、小さく会釈した。すると……。

「宮城さん、今日は残業ですか？」

　すぐに飛んできたのは、福井さん。

「そうなんですよ。ですよね、我妻さん」

　キラキラとした笑みを浮かべた宮城くんは、私に目でなにかを訴えている。あ……『話を合わせろ』って、そういうことか。

「そうですね」

　大根役者というのはこういう人、というお手本のような返事をしてしまった。

　この流れ、私がにらまれるじゃない。

「よろしければお食事にでもと思ったんですけど、待っていても……」

　彼女たちは十七時までの勤務だから、もう仕事は終わっている。

「ごめんね。今日はちょっとかかりそうなんだよ」

「そうなんですか……。今日はイブなのに」

　その福井さんの言葉で、イヤなことを思い出した。宮城くんと同行して、少し気がまぎれていたのに。

　一度は自分の席に着いたものの、自分が御曹司だから皆がチヤホヤしているとわかっている宮城くんが、少し気の毒になった。もてはやされることをどこかで楽しんでいるのかもしれないと思っていたけど、違うようだし。

　イブだから宮城くんが食事に付き合わなければならないという理由も見当たらない。仕方ない。

「宮城くん、部長に報告しないと」

「そうでしたね」

　福井さんに見えないように、背中のうしろでピースサインを作った彼。私に『ナイス』とでも言いたいのだろう。ホントにこの人、顔がふたつある。

「本当にごめんね。また今度ね。それじゃあ」

　その、あとを引くような断り方は罪だと思うんだけど……。

「わかり、ました」

　申し訳なさそうに手を合わせる宮城くんに、福井さんもあきらめ、肩を落とした。

「部長！」

　話を断ち切るかのようにわざとらしく言った彼が私から少し離れると、福井さんに思いっきりにらまれてしまった。

　彼女の視線は、想像以上に痛い。やっぱり助けなきゃよかった。

「はぁ」

　思わず溜め息を漏らすと、その原因を作った張本人に「我妻さん」と呼ばれた。

　部長の前に並んで立ち、ヨクイ堂の報告をすると、目を輝かせて喜んでいる。

　それはそうだろう。もし成功すれば、全国に散らばる系列のスーパーに一気に商品が並ぶのだから。

「今日は我妻さんのプレゼンが功を奏しました。お願いしていた通り、やはり彼女に手伝ってもらいたいのですが」

　宮城くんはそう言いながら私に視線を送る。

「あぁ、そうだな。そうしてくれ」

　部長はここ最近にないほど上機嫌な様子で、大きくうなずいた。

　こうして正式に私も担当となってしまった。

　そのとき、ちょうど川村課長が営業先から戻ってきた。

「お疲れさまです」

　いつものように声をかけたけれど、表情が冴さえない。そして、「宮城、ちょっと」と低い声で宮城くんを呼んだ。

　ふたりはすぐにフロアを出ていく。

　ふたりのうしろ姿を見ていると、胸騒ぎがしていてもたってもいられない。

「コーヒー飲もうかな」

　給湯室に行くフリをして席を立ち、廊下に出ると、宮城くんが角を曲がるところが見えた。どうやら階段に向かっているようだ。

　あそこは人ひと気けがなくてふたりで話すのにはちょうどいい。私もあとを追った。

「お前、担当替えを部長に直訴したんだって？」

　階段から課長の声が聞こえてきて、廊下で立ち止まった。

「はい。失礼なことをしました。ですが、ヨクイ堂グループの実績はまだまだ伸ばせるはずだと思いました」

「他人の実績をコソコソ調べていたってことか」

　課長の声から怒りを感じる。

「コソコソしていたわけではありません。他の人の実績も大体把握しています」

　そう、なの？　それは部長の仕事だと思うんだけど……。

「なんでお前が？　御曹司だからって、調子に乗りすぎだろ」

　ドンと大きな音がして、思わずビクッと震える。隠れたままそっと覗くと、課長が壁を叩いたのだとわかった。それでも、宮城くんは落ち着いていた。

「私は将来、権力を握ることになるでしょう。でも、判断を誤っては会社の未来はありません。それには、冷静な分析が必要になります」

「だから他人の得意先に手を出してもいいって言うのか？」

　課長は彼に殴りかからんばかりの勢いで声を荒らげる。

「では、このままでよかったですか？　課長がヨクイ堂を持たれてから、シェアは下落する一方です。そのことについては以前お話ししましたよね」

　キリリとした顔の宮城くんは、少しもひるむことはない。

　課長にもアプローチしていたの？

　そんなことは少しも言っていなかったから驚いた。

「私は生まれながらに生きる道が決まっていました。それをうらやましいと言う方もいらっしゃいますが、うれしくなんてなかった。だから、何度逃げようと考えたことか。ですが、祖父が必死に立ち上げたこの会社を人任せにしてもし失ったら、後悔すると思いました。同時に、会社を守るためならどんな努力もしようと思いました」

　宮城くんの並々ならぬ決意は、私の心に響いてくる。

　すると宮城くんは突然、深く頭を下げた。

「課長、どうかお願いします。力を貸してください。ヨクイ堂の大林さんは権力に弱い。今回はそこをついてシェアを奪還したいと部長にはお願いしてあります」

　それじゃあ、課長の営業成績が振るわなかったことを責めているわけじゃないの？

「宮城、お前……」

　宮城くんの言葉を聞いた課長は、目を見開き、驚きを隠そうとしない。

「他社は、たいして仕事をするわけではない部長クラスが出てきます。それでシェアが取れるとわかっているからです。汚い大人の駆け引きには、同じ手で臨むまで。ですが私は、このままで終わるつもりはありません。きちんと商品の価値をわかってもらいます」

　きっぱりと言い切った宮城くんは、福井さんたちにニコニコ対応しているときとはまるで別人だった。

　彼がここまで考えていたなんて、ちっとも知らなかった。突然連れていかれてプレゼンしたけど、足を引っ張らなくてよかった。

　胸を撫で下ろしていると、突然課長が話し始めた。

「大林のタヌキは……俺がアポを入れていても、他社の部長が来ると俺を追い出した。だから、半分あきらめていた。でも、つまらない意地で部長に担当を代わってほしいと言えなかったんだ」

　課長もわかっていたんだ……。その気持ちはよくわかる。私が同じ立場でも、自分でなんとかしてみせると頑張ったに違いない。もしかして、宮城くんはそれすらわかっていたのかも。

「課長。絶対にシェアを奪還してみせます。だから知恵を貸してください」

「あぁ……」

　あれほど息巻いていた課長の目が、優しさを取り戻した。

　なんだか今日一日で、宮城くんを見る目が変わった。女子社員に言い寄られてキッパリ断れない優柔不断なお坊ちゃまだというのは大間違い。やっぱりあれは演技だ。

　ふたりが階段を上がってきたので、私は慌ててその場を離れた。そして給湯室に行き、ふたりのために心を込めてコーヒーを淹れた。

「お疲れさまです」

　フロアに戻り課長にコーヒーを差し出すと、顔から怒りが消えていてホッとした。

「ありがとう。ヨクイ堂、我妻も手伝うんだって？」

「はい。どうか課長の力を貸してください。死ぬ気で頑張ります」

　さっきあんな話を聞くまでは、もっと気楽に考えていた。いつものようにコツコツと営業をかけ、少しずつシェアを伸ばしていければいい、と。でもこれは、大勝負。大林さんに、権力より大切なものがあることを必ずわかってもらう。

　宮城くんは一番切りたくないカードを自分から切った。でもそれは、他社と同じように地位や権力でシェアを取りたいからではないはずだ。

『きちんと商品の価値をわかってもらいます』と言い切った宮城くんが、これからどんな手を考えているのかワクワクした。

「お疲れ」

　今度は宮城くんのデスクにもコーヒーを置いた。

「ありがとう」

　内勤の女子社員が帰ってしまうと、宮城くんと会話しやすくなる。

「我妻さん、また新規上がってたよ。さすがだね」

　彼は自分のパソコンに表示された売り上げデータを指差した。

「やった。ノルマ達成！」

「え？　まだ締めじゃないのに？」

　彼は大げさに驚いてみせる。

「うん。宮城くんも頑張ってね」

「はぁ。プレッシャーはいらないよ」

　落胆したフリをする彼だけど、この調子なら間違いなくノルマをクリアするはずだ。

　それから営業日誌を書いていると、部長が席を立った。

「お先に」

「お疲れさまでした」

　今日はイブだということもあり、皆帰りが早い。サンタにならなくてはいけない人も多いからだ。気づけば、課長と宮城くんと私だけになった。

「課長、サンタしないといけないですよね」

　宮城くんが課長に声をかける。たしか、小学生の息子さんがいるはずだ。

「あぁ、でも……」

　ヨクイ堂の資料をまとめてくれているのだろう。

「今日は帰ってください。課長が帰ってくださらないと、僕たちも帰りにくいですよ」

「それもそうだな。それじゃあ」

　課長がフロアを出ていくと、宮城くんは「うーん」と伸びをした。

「先に帰っていいわよ」

　イブの今日、家に帰ったら賢のことで頭がいっぱいになってしまうに違いないから、私はもう少し仕事をするつもり。

「帰るなら、我妻も一緒にだ」

　また、呼び捨てに変わった。

「なんでよ。気にしないで帰って。イブなんだから、楽しみなさいよ」

　彼女とではなくても、友達と楽しむという手もある。

「ここに好きな女がいるのに？」

　宮城くんは片肘をついて私をじっと見つめる。

　そんなこと、突然言わないで。

　甘い言葉に慣れていない私は、息をするのも忘れそうなほど動揺してしまう。

「あっ、コーヒー――」

　いたたまれなくなって空のカップを持って立ち上がると、すぐに手首を掴まれ止められてしまった。

「俺、けっこう本気なんだけど」

　階段で課長と話していたときと同じ声。嘘は言ってない。彼の目を見るのが怖い。

「わ、私……」

　今、そんな言葉をかけられたら、私……。

「もうやめろよ。物わかりのいい女のフリなんて、するな」

「あっ……」

　その瞬間、そのまま強く腕を引かれ、私は彼の胸の中にいた。

「離してよ」

「イヤだね。我妻が素直になるまで離さない」

　なんでそんなに強引なのよ。他の女子社員には絶対にそんなこと言わないくせに。

「いいから、離して！」

　必死に抵抗してみたけれど、筋肉質な彼はビクともしない。

「泣けよ。泣いてわめいて、俺にあたれよ」

　バカ。必死に泣くのをこらえてるんだから、そんな優しいことは言わないで。

「宮城くんにあたったら、死んじゃうでしょ」

　彼のシャツをギュッと握りしめ、やっとのことで吐き出した。

「マジか。そんなにすごいのか？」

　おどけた口調なのに、私を抱き止める手はとても温かい。

「でも俺、我妻のためなら死んでもいい」

　再び声のトーンを落とした彼がそう言うから、心臓が激しく暴れだす。

　どうしよう。もう我慢できない。

「宮城くんは死んだらダメでしょ？　跡継ぎ、なんだから」

　途中から声が震えているのが自分でもわかった。こらえきれなくなった涙が、彼のシャツに吸い込まれていく。

　それからなにも言わなくなった彼は、しばらく私を泣かせてくれた。

　今頃賢は、あの子と楽しく過ごしているのだろうか。私は彼のなんだったんだろう。彼の好みの女でいようと我慢してきた私の立場がない。

「ごめん」

　やっと涙が止まってくると、彼から離れて謝った。

「構わないよ。我妻、飲みに行こうか」

　宮城くんは少し口角を上げ、私を見つめる。

「うん」

　私が他の男のことを思って泣いても少しも責めない宮城くんは、私にハンカチを握らせると、帰り支度を始めた。

「ほら、行くぞ」

「うん」

　彼はまるで本当の恋人のように、実に自然に私の手を握る。

「どこがいいかな」

　会社を出ると、彼は行く店を悩みだした。

「今日はどこもいっぱいだよ」

「そうだなぁ」

　イブに飛び込みで行ったって、おしゃれな店はどこも満員に違いない。

「あっ、私、おでんが食べたい」

　今日は冷える。体の芯から温まりそうなものが食べたい。

「はっ？　おでん？」

「ほら、屋台の」

　去年、営業部の数人で食べに行った記憶が……。

「おでんでいいのか？　安上がりな女だ」

「いいの。おいしかったもん」

　それに、さすがに屋台なら空いているはず。

「それじゃ、行くか！」

「うん」

　御曹司を屋台に誘うなんて、とも思ったけれど、意外にも彼は乗り気だった。

　宮城くんは屋台に着くまでずっと、私の手を握っていた。そのぬくもりが私の傷を癒してくれるようで、私も甘えてしまった。

「お、空いてる」

　予想通り、ふたりしか客がいない。前に来たときは、屋台の周りにテーブルと椅子がいくつか用意されていたのに、今日はそれすら必要ない。

「いらっしゃい」

　席に着くとプーンとおいしそうな匂いが鼻をくすぐり、途端にお腹が空いてきた。

「我妻、飲むだろ？」

「うん」

　熱あつ燗かんで乾杯すると、早速おでんを注文する。

「私、はんぺん」

「俺は大根とちくわ」

「私、こっちのはんぺんも」

「はんぺんばっかりだな、お前」

　好きなんだから、いいじゃない。今日は好きな物だけ食べたい気分なの。うんと自分にワガママを言いたいの。

「ヤバイ。日本酒おいしい！」

「飲みすぎるなよ」

　宮城くんは熱いちくわをハフハフ言いながら口に入れ、笑う。

「でも、おいしいから仕方ないよ」

　今日は飲みたい。酔って、なにもかも忘れてはしゃぎたい。

　私は熱燗をどんどん喉に送った。

「まったく。空腹に一気するんじゃない。ほら、はんぺん」

　彼は私のはんぺんにフーフーと息を吹きかけて冷まし、半ば無理やり口に突っ込んだ。

　すると、完全に冷めていないおでんの熱い汁が頬に飛ぶ。

「熱っ！」

「あはは」

　ゲラゲラ笑う宮城くんに少し救われる。笑っていないと、泣いてしまいそうだった。

「もー、乙女の顔にやけどさせるなんて、傷でも残ったらどうするの!?」

　バッグからハンカチを取り出すと、さっき借りた彼のハンカチだった。すると彼がそれを奪い、私の頬を拭いてくれる。

「心配するな。俺が責任取ってもらってやる」

　そんなこと、サラッと言わないで。傷つきすぎて心から血がタラタラ流れている今日は、心のど真ん中に突き刺さる。

「宮城くんってバカだよね」

　なんと言ったらいいのかわからず、話を逸らした。

「は？　聞き捨てならないな」

「今日はイブだよ。本当なら楽しい日でしょ？」

「まったくお前ってヤツは……」

　彼はそう言うと、私の首に手を回し、自分のほうにグイッと引き寄せる。

「人の話を聞いているのか？」

　宮城くんは額を私の額に押し当てた。近すぎる距離に鼓動が速まる。

「熱っ！」

　それなのに彼は、再びはんぺんを私の口に突っ込んだ。

「人の話をはぐらかす面倒な女には、はんぺんだ」

　再びクスクス笑う彼は、お酒をひと口、口にした。そして……。

「俺は楽しいよ。お前と一緒にいられて、うれしくないわけないだろ」

　急に声のトーンを下げてそうつぶやくから、たちまち胸がざわつき始める。彼の顔を見つめると、視線が絡まり慌てて逸らした。

「おじさん、もう一個はんぺん」

　私は注文することで動揺を隠そうとした。

「あはは。マイペースすぎるだろ。やっぱ我妻って最高」

「最高って、なによ」

　宮城くんが声を上げて笑うから、私までつい吹き出した。

「なぁ、我妻ってさ、毎月毎月辛くないのか？」

「なにが？」

　私が首をかしげると、彼は再び口を開いた。

「ほら、ノルマを達成しなくちゃっていうプレッシャーがすごそうだから」

「宮城くんだってそうでしょ？」

「まぁ、そうだけど、俺はノルマを上げること以外の楽しみもあるんだ」

　どういうこと？と不思議に思って顔を覗き込むと、彼は再び口を開いた。

「あの駄菓子屋のばーちゃんに会うのも楽しい。ヨクイ堂みたいに大勝負に出るのもワクワクする。でも我妻は数字だけを追いかけて、仕事を楽しんでいるようには見えないから」

　宮城くんの発言に驚いてしまう。

「仕事が楽しいなんて、思ったことない」

「やっぱりそうか」

　宮城くんは卵を追加で頼むと、私にもはんぺんを頼んでくれた。

「仕事なんて楽しまなくちゃ続かない。数字以外のところに目を向けてみろ」

　彼は卵に箸を入れながら、私に言った。

「でも、数字も大切じゃない」

「それもそうだけど、楽しんでいれば、数字は必ずついてくる」

　たしかに彼は、ノルマをきちんとこなしている。

　なかなか奥深い話だと宮城くんの顔を見つめていると、日本酒を口にした彼はふと悲しげな顔を見せた。

「……それに、俺も楽しめるのは、今のうちだからな」

　たしかに、いつか上に立つようになれば楽しむなんて悠長なことは言っていられなくなる。どんな手を使っても売り上げを伸ばし、会社を成長させなければならない。

「宮城くんって、意外といろいろ考えてるんだね」

　半分に切った卵を大きな口で頬張った彼にそう伝えると、喉に詰まらせそうになってむせている。

「まったく。『意外と』は余計だろ。ほら、もっと食え」

　彼は、箸が止まっていた私にはんぺんを勧める。

「今度は私も卵にしよっと」

「お、やっと違う味も気になりだしたか。大根も食え。うまいぞ」

　彼は自分の皿の大根を半分切って私の皿に載せた。

「あのさぁ。普通、新しいの頼んでくれるでしょ？」

「いいじゃん。我妻の前ではいいカッコしないって決めてるから、俺」

『いいカッコ』って、大根を頼むだけなのに。

　彼の言い方がおかしくて思わず笑みがこぼれる。

「我妻も、俺に全部を見せてみろよ」

「は、なにを？」

「全部脱いで、丸裸になってさ」

「バカッ！」

　恥ずかしすぎて彼の肩にパンチを食らわせたけど、心の話なのはわかっている。

「痛いなぁ。御曹司様にパンチできるの、お前くらいだぞ」

　そう言いつつも、彼はケラケラ笑っている。

「こんなパンチくらいでなに言ってるのよ」

　お酒を喉に送ると、さっきよりも辛く感じた。

「まぁ、ちゃんと鍛えてあるから、いくらでもどうぞ」

　彼が力こぶを作って見せるから、パンパンと叩いてみた。本当に固い。

「鍛えてるの？　なんのために？」

「そんなもん、女にモテるために決まってるだろ」

　彼は大根をパクッと口に入れると、おいしそうに咀そ嚼しゃくした。

「それじゃあ、ちょっと鍛えるのやめないとね。モテすぎでしょ？」

「いや。隣の女が惚ほれるまでは続けるぞ」

　平然とした顔で何度も愛の告白をする彼。どうして私なんて好きになったのか不思議でたまらない。

　私が黙ってしまうと、彼は再び口を開いた。

「お前が好きなんだよ。だから黙って『そうですか』と受け入れろ」

　彼の真剣な告白に、ドクンと心臓が跳ねる。

「そんな、勝手な……」

　なんと返したらいいのかわからず不ふ貞て腐くされたフリをしたけれど、胸の高鳴りを抑えきれない。

「俺を御曹司じゃなくて、宮城 聡として見てくれるのは、我妻だけ。跡継ぎという目で見られるのは仕方がないことだとわかっていても、本当はプレッシャーに押しつぶされそうなんだ」

　彼は苦々しい顔をして、唇を噛かみしめた。

　たしかに皆〝御曹司〟という冠のついた彼のことしか見ていない。

「宮城くんは普通の人だよ。時々仕事の手を抜いてるし、しつこい女との会話が終わったときは、たまらなく疲れた顔してる」

「お前それ、思いっきりけなしてるだろ」

　プッと吹き出した彼は、「でも、サンキュ」とつぶやいた。

　悩みのない人なんていないのかもしれない。隣の芝生は青く見えるけど、隣は隣で悩みがあるんだ。

「もう少し飲んでもいい？」

「しょうがないな。今日は特別だ」

　今日は苦いお酒になるはずだったのに、彼がいてくれるだけでこんなにおいしい。

『お前が好きなんだよ』というストレートな告白を思い出して、心が痺しびれる。

　鉄の女に恋する人なんているのかと思ったけれど、『そうですか』と受け入れてもいいのかな。彼には、私の心が本当は鉄のように固くはないとバレている。それを知っていて、好きだと言ってくれるのだから。

　それからはんぺんをまた追加すると「ホントに好きなんだな」と笑われてしまった。でも余計なことはなにひとつ言わず、隣に座っていてくれる彼の優しさが身に染みた。

「――我妻、こんなところで寝るな！」

「ん？」

　いつもより飲んでいないつもりだったのに、最初の一気飲みが効いてきたのか目がトロンとしてきた。宮城くんに呼ばれて一旦は目を開けたけど、まぶたがくっつきたがる。

「寝る」

「だーかーらー」

　呆あきれ声の彼が、会計をしてくれているのがわかった。でも、財布を取り出す力もなく、私はそのまま突っ伏してしまった。

「ほら、帰るぞ」

「まだー」

「まだって、寝てるじゃないか。立てるか？」

　クスッと笑う彼は私を抱きかかえるように立ち上がらせると、自分の肩に腕を回させ、引きずるようにして歩く。

　しばらく歩くと彼は通りかかったタクシーを停め、私を押し込んだ。そして運転手にどこかの住所を告げたあと、隣に座る私の肩を抱き、頭を自分の肩に寄りかからせてくれる。

「もう、寝ていいぞ」

「……うん」

　本当は眠気が遠のいていたけれど、こうしているのが心地よくて、目を閉じて寝たフリをした。

　そうしているうちに程よい揺れに促され、本当に眠ってしまった。




　フワフワと夢見心地でいると、抱き上げられていることに気がつき、目を開けた。すると、真っ白な天井が視界に入る。

「起きた？」

「ん？　どこ？」

　俗にいうお姫様抱っこというものをされているらしい私が驚きながら聞くと、「お前の家知らないから」と彼は言う。そして慣れたように部屋の中を進み、ドアを開けると、「はー、重かった」と私をふかふかの大きなベッドに下ろした。

　この部屋は真っ暗だけど、開いたままのドアの隙間から隣の部屋の光が差し込んできて、彼の顔が見える。

「さてと」

　彼はコートとジャケットを脱ぎ捨てると、ネクタイを引き抜いて、それも投げた。

「宮城くん？」

「まったく。俺がお前を好きなのを知ってるくせに、無防備すぎる」

　そう言って私の顔の横に両手をつき目を細めて見下ろす彼は、真剣な眼差しを逸らそうとしない。

「あ、あのっ……」

　一瞬にして、酔いも眠気も吹っ飛んだ。

「このまま抱かれとく？　気持ちよくしてやるぞ」

　茶化すようなイントネーションなのに、彼の目は切なげに私を捉える。

「私……」

「志穂は俺が幸せにする」

　その言葉に、目尻から涙がこぼれた。

　ずっと寂しかった。賢と肌を重ねても、その寂しさは募るばかりだった。それがどうしてなのかわからなかったけど、今ならわかる。賢は私に心を向けてはくれなかった。宮城くんのように、私の心を覗こうとはしてくれなかった。

「志穂」

　彼に優しく名前を呼ばれると、胸の奥にしまっておいた今までの悲しみが一気にあふれてきてしまう。『吐き出してもいいんだよ』と言われているかのようだった。

「私……幸せになれるのかな。もう、我慢しなくてもいいのか、な……」

「当たり前だろ」

　それから堰せきを切ったように涙が出てきて、止まらなくなった。

「志穂、抱きしめるぞ」

　それから彼は、返事を聞くことなく私を強く抱き寄せる。

「宮城くん……」

「そこは、聡だろ」

　相変わらずおどけてみせる彼だけど、自分も体を横たえて、さらに強く抱き寄せてくれる。

「聡……」

「それでいい」

「聡……私、鉄の女なんかじゃないの。傷つくの」

　彼にしがみついて、思う存分涙を流す。

「わかってる」

「会えなくて平気なわけじゃないの。我慢してただけ」

「あぁ」

　賢に向けた言葉をすべて聡が受け取ってくれる。

「ちゃんと、愛されたかった……」

　それから彼はなにも言わなかった。ただ優しく私の髪を梳すき、私が泣き止むのを待っていてくれた。

「志穂」

　やっと嗚お咽えつが収まると、聡は私の名を呼び、顔を覗き込んだ。

「俺に、しないか？」

「でも……」

「俺は本気だから、今日は志穂を抱かない。そんなことをしたら、アイツと同じだ」

　私と賢は、はっきりと別れたわけではない。聡に抱かれたりしたら、今頃他の女を抱いている賢と同じ。酔っ払って聡の部屋まで来た私は、無理やり抱かれてもおかしくなかったのに、彼は私のことを第一に考えてくれた。

「でも、ずっと待ってる」

　私を愛おしそうに見つめて微笑む彼は、頬に伝う涙を大きな手で拭ってくれた。

「聡……」

　彼の優しさに胸が締めつけられる。

「さて、酔っぱらいはこのまま寝るか」

「泊めてくれるの？」

「心配で帰せないだろ」

　彼はそう言うと、自分と私に布団をかけた。

「え、一緒に寝るの？」

「しょうがないだろ。ベッドはひとつしかないから」

　それはそうかもしれないけど、こんなに近いと緊張してしまう。

「普通、ソファに寝るとか気を遣うでしょ？」

　そんなことが言いたいわけじゃないのに、なにか言っていないと落ち着かない。

「御曹司様がそんなことをするわけないだろ？」

　私に反論する彼が、都合のいいときだけ御曹司であることを持ち出してくるのがおかしくて、クスッと笑みが漏れた。

「それに、俺様がいないと寂しいだろ？」

「……うん。寂しい」

　もう心の中を覗かれてしまった聡には素直に言える。

　すると彼はフッと笑って、私の手を握った。

「お手々つないで、ねんねの時間だ」

「着替えないの？」

「もういいや。志穂と一緒だと温かいしな。志穂は上着脱げよ」

　まだコートもジャケットも着ている私にそう声をかけた彼は、「脱がしてやるか」なんて私の服に手をかけた。

「ヤバー。エロいことする五秒前だ」

　彼はそう続けて、ニヤリと笑う。

　会社では、絶対に見せない姿。特定の女の子と決して仲良くすることはなく、純じゅん粋すい無む垢くなイメージの彼が、女の子とエッチするところなんて想像できない。

「ちょっと！　優しくて穢けがれを知らない御曹司の顔はどこにいったの!?」

　慌てふためき首をフルフルと振ったけど、無駄だった。

「そんなもの、勝手に作ったイメージだろ。俺はけっこう肉食だけど？」

　彼は拒否する私をいとも簡単に押さえつけ、コートとジャケットを脱がせる。さらに顎に手をかけるから、一気に緊張が高まる。

「その俺が、志穂と出会ってからはずっと我慢してるんだ。抱いてくれって、絶対にお前に言わせてやる」

　その発言に、頬が赤く染まるのを感じる。

「そんなの知らない……」

　でも、私と出会ってからって……もう二年だよ？　その間、誰も抱かなかったの？

「ずっとそばで見てるつもりだったのに、他の男に抱かれやがって。早く、欲しいって言えよ？」

　彼が悔しそうに言うから、胸がギューッと締めつけられるように痛む。

　こんなに近くに私を好いてくれている人がいたのに、少しも気がつかなかった。

「言わないわよ……」

　彼と視線を合わせているのも恥ずかしくなって顔をそむけると、「志穂って照れ屋なんだな」と笑われた。

「もう、寝る！」

　あまりに図星で、布団にもぐり顔を隠すと、聡まで潜ってきた。

「恥ずかしがる志穂って、たまらない」

「どんな趣味してるの！」

　バンと彼の胸を押したけれど、ビクともしない。

「好き、だ」

　真顔に戻り、そう口にした彼は、布団から顔を出して私の手を握った。

「志穂はそのままでいい。なにも取り繕うな」

　聡は人を泣かせるのがうまいらしい。彼の言葉がうれしくてギュッと手を握り直すと、涙がこぼれていった。

「でも、俺のこともそのまま受け止めろよ？」

「え、ヤダ。変態っぽいもん」

　恥ずかしさをごまかすために言ったものの、周囲から御曹司としてしか見られない彼も私のように苦しかったのかもしれないと思った。

　彼の大きな手は温かかった。賢の浮気が発覚し、それが同僚にバレるという最悪の事態に陥った今日、こんなに穏やかな気持ちで眠りにつけるなんて信じられない。

「ほら、寝るぞ。目、閉じろ」

「うん」

　聡の隣で目を閉じて、これからのことを考える。

　まずは賢と別れよう。ズルズル続けてきた交際だけど、ずっと前に限界だと気がついていたのかもしれない。

　賢からの連絡を待つしかない私は、毎日辛かった。でもその辛さに耐えることこそ、健気だと勘違いしていた。その結果、賢の好き勝手にされ、他に女まで作られて……。




「――志穂」

　誰かが私の名前を呼ぶ声に気がついて目を開けると、いつの間にか朝になっていた。

　ぐっすり眠れたことに驚きつつ体を起こすと、見慣れない景色。おそらく十畳以上はあると思われるこの部屋が、聡の部屋だと思い出した。

「やっと起きた？　遅刻するぞ。ほら」

　部屋の入口からポーンと投げられたミネラルウォーターを受け取ると、聡はどこかへ行ってしまった。

「頭、痛っ」

　二日酔いのようだ。彼からもらったミネラルウォーターを飲むと、喉を下りていく冷たい水の感覚に次第に目が覚めてきた。

「これもいるか？」

　すぐに戻ってきた彼は部屋に入ってきてベッドに座り、私に頭痛薬を差し出した。

「ありがと」

　彼から薬を受け取り口に放り込むと、じっと私を見ている彼の視線に気がつき、照れくさくてたまらない。

「な、なによ……」

「なにって。女を泊めて手を出さなかったの、初めてだなと思って」

「そういうこと言わないの！」

　急に男として意識しちゃうじゃない。

　私が目を泳がせると……。

「なんなら、今から出そうか？」

　突然艶っぽい声を出し私をベッドに押し倒した彼は、私の手をシーツに縫い止める。

「えっ……聡？」

「あー、お前に『聡』って言われると、ゾクゾクする」

　ニヤリと笑う彼は、顔を近づけてくる。

「ちょ、っと！」

　慌てて顔をそむけると、「嫌がるのは逆効果だよ」と耳元で囁かれ、体が硬直する。

　な、んなのよ、このフェロモン、と焦りまくっていると……。

「ヤバ。ホントに遅刻する」

　素知らぬ顔をした聡は、なんでもなかったかのように私を解放して、部屋を出ていった。

　はぁ、ドキドキした。それにしてもこの体の火ほ照てり、どうしてくれるの……。顔が熱くてたまらない。

「志穂、早くしないと同じ服で出勤だぞ」

「えっ、あっ、困る！」

　慌ててベッドからはい出ると、スカートがシワシワになっていた。

　彼がかけてくれたのだろう。ハンガーにかかっていたジャケットとコートを羽織り、リビングに向かった。

　昨日は酔っていてよくわからなかったけど、リビングもかなり広い。おそらく二十畳はあるだろう。部屋の片隅にパソコンを置いたデスクがあり、書類が散らばっている以外は、片付いていた。それに、大きな窓から見える景色に驚いた。

「えっ……」

　思わず窓際に駆け寄ると、遠くの山の稜りょう線せんが見える。

「ここ、何階？」

「四十三階」

「よ、四十三？」

　四階じゃなくて？　いや、たしかにこの景色は四十三階だけど。もしかして、タワーマンション？

「あっちは海が見えるぞ」

　聡は窓を開け、これまた広いバルコニーに私を誘導して、別の方角を指差した。

「すごい！」

　朝陽がキラキラと反射する海面は幻想的で、一気に引きこまれる。

「この景色が気に入って、ここにしたんだ」

『ここにした』なんて簡単に言うけれど、したくてもできない人がほとんどなわけで……。

「ホントに御曹司なんだね」

「あはは。そうだけど」

　唖然とする私を笑う彼は、「夜は夜景がきれいだぞ」なんて魅力的なことを言う。

「いいな」

「見に来ればいいだろ」

「あっ……うん」

　とはいえ、酔った勢いで来てしまった昨日とは違う。男の人の部屋に、ひとりで簡単には来られない。

「まずい、時間だ。車で送ってやるから、とりあえず志穂の家に行くぞ」

　時計を見ると、まだ七時前。

　私のために早起きしてくれたの？

　私たちは、会社に置いてある営業車で仕事をしている。だから出勤はいつも電車を使っている。聡は送ってくれると言うけれど、私の家とここを往復したら、彼は完全に遅刻してしまう。

「電車で帰るからいいよ」

「帰るって、シャワーも浴びてないし、自分の姿見た？」

　昨日は化粧したまま寝てしまったし、髪もボサボサ。こんな姿で電車には乗りたくないけど……。

「志穂の家の近く、車停められる？」

　彼はネクタイを締めながら私に尋ねた。

「あー、コインパーキングならあるよ」

「そこでいい。志穂の家まで車で行って、一緒に電車で出社しようか」

「えっ？」

　一緒に？　でも、それしかなさそうだ。

「とにかく行くぞ」

「うん」

　ジャケットを羽織った彼は、私の手を不意に握ると家を飛び出した。

　颯さっ爽そうと走りだした彼の車は、ＢＭＷ。車に詳しくない私には、どれくらいの値段なのかわからないけど、あのマンションを思うと、相当高いに違いない。

　さすが営業。住所を言っただけで、ナビに頼らず裏道をすいすい走っていく。

「ちょっと待ってろ」

「うん」

　途中、コンビニに寄った彼はなにかを買ってすぐに戻ってきた。

「ほら、食え」

「ありがと」

　渡された袋の中には、おにぎりがふたつ。具は、どちらもシーチキン。私がいつも食べているものを知っていたことに驚き、ドキッとした。

　マンションや車を見たあとだからか、この庶民的な朝食がおかしくてたまらない。でも、いたって普通の顔をした彼は、「たまには明太子も食う？」なんてマイペース。彼は明太子と鮭さけを買ってきたようだ。

「シーチキンでいい」

「志穂はなんでも一途なんだな」

　そんなふうに考えたことはなかった。でも、そう言われてみれば、そうかもしれない。それは食べ物だけでなく、男も……。賢と付き合っている間は、どれだけ辛い思いをしても他の男を見ようとはしなかった。

　でも、それが普通じゃないの？

「まぁ、そういうお前、嫌いじゃないけど」

　ハンドルを握りながら大きな口でおにぎりを頬張った彼は、「お茶のふた開けて」と私に指示を出す。

「はい。どうぞ」

「サンキュ。お茶飲むから、ちょっとおにぎり持ってろ」

「なんで命令口調なのよ！」

　そう言いつつも、吹き出してしまった。

　あなた、会社のときと違いすぎるわよ。

「今くらいいいだろ。もうすぐ仮面を装着するんだから」

　そうね。御曹司という仮面を装着して、笑顔を振りまかないといけないもんね。

　私の前では素を見せてくれているのだと思うと、ちょっとうれしかった。

「シャワー浴びたいんだけど」

　私の家の近くのコインパーキングに車を停めた彼に声をかけた。

「あぁ、いいよ。ここで待ってる」

　彼は軽く言ってくれたけど、今日はよく冷える。暖房を入れているとはいえ、こんなところで待たせるのは申し訳ない。

「よかったら上がる？　コーヒーくらいは淹れるけど」

「それじゃ」

　まるでその言葉を待っていたかのような彼は、即答した。

「少しは遠慮しないの？」

「うん。しない」

　平然とした顔で言う彼がおかしい。

　私が家の鍵を開け玄関に入ると、彼も入ってきた。

「お邪魔します」

「狭くてごめん。適当に座ってて」

　家に入ることを勧めたのは私なのに、緊張してしまう。

「サンキュ」

　我が家のリビングの広さは、彼の寝室にすら負けている。なんだか申し訳ないけれど、彼はまったく気にしている様子はない。

　すぐにコーヒーを淹れ、彼のところに持っていくと、書類を読んでいた。

「それ、なに？」

「今日の会議の資料。どうやったら追加のノルマを乗せられるのを防げるかなと思って……」

　月末の会議はいつもピリピリしている。互いに実績を見せ合い、売り上げが足りないところは追及が来るからだ。いつもノルマをクリアしている聡に私が指摘したことはないけれど、「ここ、まだ入りそうね」なんて話すことは時々ある。

　でも、そんな話をすると彼は必ず追加で押し込んでくるから、すごい人だと思っていた。だから私も、最後まで気を抜かず踏ん張れる。

「あはは」

　言われずとも追加の売り上げを確保してくるくせして。

「あははじゃない。お前の追及が一番厳しいだろ」

「知ーらない。シャワー浴びてくる」

　とにかく急がなくては、と慌ててシャワーを浴び、メイクも済ませて彼のところに戻ると、赤と緑のリボンでクリスマスらしくラッピングされたものがテーブルの上に置かれていた。

「これ、なに？」

「さぁな。サンタが来たんじゃない？」

　素知らぬ顔で書類に視線を落としている彼の顔をチラッと見てから、それを手に取り包装紙を開けると……。

「わー、温かそう」

　そこには、チャコールグレーの手袋が入っていた。

「ま、それつけて頑張れよってことだろ。あ、俺からはコレやる」

　彼はポケットからカイロを取り出して、私に放り投げた。

「志穂、冷え症だから」

「ありがとう……」

　たしかに私はすごく冷え症だ。暖房がついている社内でも、常に手先が冷たくて、気がつくといつも擦り合わせている。もしかして、その様子を見て？

　早速もらった手袋をはめてみると、すごく温かい。

「ホントにありがとう」

「それはサンタからだから」

　クスッと笑う彼は「それじゃ行くか」と立ち上がった。

　ふたりで電車に乗り込むと、さっきまで曇っていた空が晴れてきた。

　どうせまた営業部の女子社員たちは、今日も鉄の女の失恋話で盛り上がるだろう。でも私は、聡に救われた。吹っ切れた気持ちで出社できる。

　会社に着く頃には頭痛もすっかり治まって、気持ちがシャキッとしていた。

「あっ、宮城さん！」

　会社に入るとすぐに、聡が捕まった。駆け寄ってきた女子社員数人は、私の存在なんて目に入らないかのように、彼一直線。

　待ち伏せってヤツか。本当にモテる男。

「おはようございます」

　仮面を装着した聡は、満面の笑みで彼女たちを迎える。

「私、クリスマスプレゼントを渡したくて」

「うわー、それはありがとうございます」

　私をチラッと見つめた彼の目が、『助けろよ』と言っているような気がしないでもないけど、小さく手を振ってその場を離れた。

　さっさと営業部に行くと、「あっ、来た」というひそひそ声が聞こえた。やっぱり私の噂をしていたのだろう。

　気がつかないフリをして席に着くと、しばらくして手にいっぱいのプレゼントを持った聡も入ってきた。

「宮城さん、おはようございます！　あれ、いっぱい……」

　昨日聡に食事を断られた福井さんは、たくさんのプレゼントを見て絶句している。

「はい。皆さんお優しくて」

　へらへらと笑ってみせる彼は、デスクにプレゼントを置くと席に着いた。

「あらー、宮城くんモテモテね」

　なにも触れないのもおかしいと思い、私がそう言うと、彼は一瞬私をにらんだ。

「なに言ってるんですか。我妻さんだって目の下にクマができてますよ。もしかして、お泊まりでした？」

　聡はほんの少し口角を上げて、私にしかわからないようにニヤリと笑う。

　はぁ？　とんでもないことを言いださないで！

　どうやら、さっき助けなかったのが気に入らないらしい。

「あっ、宮城さん、それは……」

　賢の浮気が耳に入っている福井さんは、親切心で聡をたしなめようとしたらしいけど……。

「そうよ。お泊まり」

　あなたの家にね！

　私は少し怒り気味に、聡に返事をした。

　余計なことを言うんじゃないわよという意味を込めて横目でにらむと、彼は素知らぬ顔をしている。そして福井さんは目を見開いて、離れていった。

　もう、ホントに勘弁してよ。また余計な噂話をされちゃうでしょ？　どうせ見栄を張ってあんなことを言ったんだって言われるんだから。私はそういうポジションなの。

「宮城さん、毎年すごいですね」

　険悪になりかけた私たちの間に入ってきたのは、後輩の戸と川がわくん。聡のことを慕っていて、よくふたりで話し込んでいる。

「そんなことないさ。戸川もあるだろ？」

　戸川くんは、聡とはちょっと違うタイプ。目がクリクリしていて、見た目もかわいい。母性本能をくすぐるのか、年上の女性からモテモテだ。

「いえ、残念ながら」

　戸川くんは大げさに肩を落としてみせる。

「いいじゃない。本命からひとつもらえれば十分なんじゃない？」

　聡への嫌味も込めて言うと、「我妻さんは本命からもらったんですか？」と戸川くんに突っ込まれて、しまったと後悔した。

　デスクの上には、外したばかりの手袋。それにチラッと視線が向いてしまうと「なるほど、手袋もいいですね」なんて言われてしまう有り様だ。

　戸川くんは、普段は無邪気な感じだけど、なかなか勘が鋭い。聡と同じように顔がふたつあったりして、なんて考えてしまう。

「違うの、これはサンタから」

「へぇー、我妻さんのところには、サンタが来たんだ」

　今度は聡が面白がって私をからかう。

　あなたがそう言ったんじゃない！

「もう、そんなことより昨日の売り上げをチェックして。戸川くんも仕事！」

「はーい」

　戸川くんが自分のデスクに戻ると、聡はパソコンを立ち上げ、すぐに仕事の顔に戻った。




　世間はクリスマスだけど、私たちにとっては締め日。今日は朝から会議の予定が入っている。

　先に会議室に行くと、すぐに追いかけてきた聡が隣に座る。

「我妻さん、また売り上げが上がってました。さすがですね」

　彼は一番新しい実績表を私に手渡した。

「ありがとう。これで百八パーセントだ」

　今月はノルマを百八パーセント達成。一年で一番よかった。

「それでは、今月の実績確認の会議に入る」

　部長の言葉で、皆の顔が引き締まる。

「まずはノルマ達成者の報告だ。宮城、百五パーセント。我妻、百四――」

「部長。我妻さんは、今また上がったんで百八です」

　そのままでもいいと思ったけれど、聡が声を上げてくれた。

「おぉ、頑張ったな、我妻」

「ありがとうございます」

　部長がうれしそうでなによりだ。

「続けるぞ。中なか野の、百三」

「中野さんは先月の返品があったのに、すごいですね」

　聡はさりげなく口を挟む。

　聡は、私だけでなく誰かが褒められる機会を作ってくれていることに気がついた。

　この人、やっぱり上に立つべき人間かも。

　それから数人の名前が呼ばれ……。

「あとはまだ超えていないぞ。超えそうなヤツは報告して。あと、今日中に伝票上がりそうなところの報告も」

　それから全体のノルマの足りない分について、皆で埋め合う。

　聡の実績表を覗き込むと、彼はサッと隠した。

「まだ入るんでしょ？」

「目ざといね」

　とはいえ、来年のノルマは今年の売り上げにオンされる。今年無理をすると、来年はもっと苦しい。

「我妻さん、来年のヨクイ堂の売り上げ大幅アップ、覚悟できる？」

　つまり私を巻き込んで、来年のノルマを確保しようと言っているのだろう。

「しょうがないじゃない。もう船に乗っちゃったんだし」

　私がそう言うと、彼は手を上げた。

「僕、あと五十万上げます。我妻さんも同様に」

「ちょっと！」

　勝手にそんな……。来年頑張ると言っただけで、今日中に五十万をどうにかするとは言ってない。

「そうか。頼んだぞ。皆、ふたりに感謝しろ」

　部長がそう言うと、他の部員から拍手までもらってしまった。

「それでは、私があと二十万」

　すると、川村課長も声を上げた。

　課長は今までこんなときに声を上げたことなんてなかったのに。昨日の一件で、気持ちを前向きにしてくれたのならうれしい。

「よし。これで今月も達成できそうだ。来月は三人以外の者も奮起すること。いつもおんぶに抱っこでは恥ずかしいぞ！」

「はい」

　部長の発破がけで会議はすぐに終わった。

「宮城くん、勝手なことしないでよ」

　営業部に戻る途中の廊下で聡に声をかける。

「昨日はんぺんをたらふく食わしてやっただろ」

　あ、素に戻った。

「はんぺんくらいで……」

　はんぺんで五十万上がるなら、毎日食べるわよ。

「今日は、売り上げのことだけ考えておけ」

「えっ？」

「俺も五十万上げないといけないから、相手してやれない」

　そういうこと、か。仕事以外の余計なことを考えるなと言っているんだ。

「わかった、わよ」

「さすがですね、我妻さん」

　再び仮面を被った彼は甘えたような声で私を褒めるけれど、「それじゃ、戦いに出ますか」と目は鋭い。完全に戦闘モードに入っている。

　そのとき、商品開発部の緒方さんが通りかかった。

「あっ、緒方さん」

「おぉ、宮城か」

　聡が声をかけると、緒方さんはうれしそうに微笑んだ。

　私たちより三つ年上で長いまつげの持ち主の彼は、普段はとても優しい雰囲気。髪はふんわりとしたエアリーヘアで、白衣を着ていなければ研究者には見えない。

「あのラインナップの全商品、来年ヨクイ堂に入れますから」

「本当か？　それじゃあ、また次の商品開発を早めないとな」

「よろしくお願いしますね」

　全商品って……。

　ずいぶん大きなことを口にしたと思ったものの、聡は本気なのだろうと考え直す。

「我妻さん、だよね」

　緒方さんは私に視線を移して、少し自信なさげにつぶやいた。

「はい」

　私とは接点がないのに、知っているの？

「ホントに美人だ。コイツ、素直じゃないけどよろしくね」

「緒方さん、また余計なことを！」

　聡が焦っている。聡は緒方さんをすごく慕っていて、唯一会社で飲みに行く先輩だと聞いたことがあるけれど、本当に仲がよさそうだ。いつの間にか仮面が外れている。

「我妻、行くぞ。時間がない」

「うん」

　緒方さんといろいろ話してみたかったけど、締め日の今日は難しい。そのまま駐車場に向かい、車に乗り込んだ。

　五十万の売り上げを急に上げろと言われても……と思ったけれど、できる限りのことをしよう。

　聡と別れた私は、中堅のスーパーに注文の前倒しのお願いをしたあと、聡に駄菓子屋に連れていかれたことを思い出し、小さな得意先をいくつも回ることにした。

　すると意外にも反応がよく、売り上げが順調に上がってきた。

　どの駄菓子屋に行っても、「プレッスルさんとは、昔からの付き合いだから」と口をそろえる。私は今まで大切なことを忘れていたと、思い知らされた。聡の言う通り、ずっとプレッスルを支えてきてくれたどんな顧客も、忘れるべきではなかった。

「ありがとうございます。来年はもっとお邪魔できるようにします」

　大きな額の取引に慣れすぎて、感覚がマヒしていた。でも、入社して初めて新規の商品を買ってもらえたときの喜びを、思い出すことができた。

「あのときは、うれしかったな」

　聡の言っていた『ノルマを上げること以外の楽しみ』って、こういうことかもしれない。一番ノルマに追われているはずの日なのに、プレッスル食品の歴史を自分がつないでいることがうれしくて、不思議と苦ではなかった。

「達成！」

　細々とした得意先を回ったせいで、時間はかかってしまったものの、順調に売り上げが伸び、締めの十八時までに五十万を達成した。

　会社に帰ると、部長が「我妻、よくやった」と満面の笑みで迎えてくれる。

　まだ内勤業務は残っているけれど、コーヒーを飲もうと給湯室に向かうと、聡も戻ってきた。

「宮城くん、お疲れさま」

「お疲れさま。さすがだね、五十五万も上がってた。でも、珍しく細切れだったね」

　しっかりチェック済みらしい。そういう彼も、五十八万円を売り上げていた。

「うん。誰かさんに小さい得意先の大切さを学んだしね」

　私がそう言うと、「それでか」と納得した様子。

「でも、面白かった。仕事って楽しいかもしれないって、初めて思った」

　百円にも満たない駄菓子を真剣に選んでいる子供たちの姿を目の当たりにしていたら、すごく素敵な仕事だと思えた。

「でしょ？」

　聡が〝当然〟というような顔をするからおかしかった。

　それから残業をしていると、聡とふたりになり、なんとなく彼を意識してしまう。

「はー、さぶっ」

　今日は冷える。もちろん暖房は入っているけれど、手の先が冷えて思うように動かなくなってきた。

「冷え症なんだから、無理するな」

　聡はそう言うと私の手を取り、自分の両手で挟んで温めてくれる。

「……うん」

　そのまま手を離してくれなくて、恥ずかしさに顔が赤く染まってしまう。

「なぁ、志穂。アイツとケリをつけてこい」

『アイツ』というのは、賢のことだろう。もう別れるつもりだからそれは問題ない。ただ、裏切り男に会うのは気が重い。

　私がなにも言えないでいると、彼は私の手をそのまま強く引き、抱き寄せた。

「俺がいるだろ」

　私は好きだと言ったわけではないのに、彼はいつも勝手だ。でも、こんなに強く気持ちをぶつけられて、悪い気はしない。いや、それどころか、あれから聡がずっと気になっている。

「うん」

　そのまましばらくじっとしていた。彼の少し速くなった鼓動に耳を澄ませ、何度も呼吸を繰り返すと、勇気が湧いてくる。

「さて、今日は帰るか」

「うん」

　それから私たちは、電気を落として会社をあとにした。

「寒いな。俺、ラーメン食いたい」

「私も！」

　聡にもらった手袋を片方にはめる。もう片方もしようとすると、彼に手を握られて阻止された。そして……。

「俺も寒いんだから、温めろよ」

「えっ？」

　彼は私の手を握ったまま、自分のコートのポケットに入れる。

「しょうがないなぁ」と言ったものの、なんだかうれしかった。

　人前でベタベタするのを嫌った賢とは、外で手をつないだことすらない。恋人でもない聡とこうしているのは不思議だけど、これが普通の恋人同士の付き合いなのかもしれない。

　ポケットの中の彼の手は、本当に温かかった。ギュッと強く握りしめられて耳まで赤く染まる。そして、目を合わせられなくなり、キョロキョロしてしまう。

「落ち着きないな、志穂」

「そ、んなことないよ」

「まさか、照れてる？」

　さらに手を強く握られ、心臓がドクンと大きな音を立てる。

「あはは、やっぱり。顔、赤いぞ」

「違うよ。これは寒いから！」

　もう、からかわないで。

　プイッと顔をそむけると……。

「そんなに寒いなら……」

　彼は私の手を離し、今度は腰に手を回してきた。

「ちょっと！」

　慌てて離れようとしたけれど、彼は力を込めるだけ。

「もっとくっついたほうが温かいだろ。で、ついでに裸で抱き合ったりすると、もっと温かい」

　彼がそう言いながら私の顔を覗き込むから、一瞬思考が停止する。

　そんなこと言ったって、あなたは彼氏じゃないんだよ？

「バカ！」

　もう、なんてこと言うのよ。

　賢と付き合っていたとはいえ、私は決して恋愛上手なわけじゃない。ドギマギしてうつむくと、彼は足を止めた。

「あれ、もしかして意識した？」

　彼の濡ぬれたような唇が、艶っぽい声を作り出す。

「えっ、いや……」

「そんなに慌てて。恥ずかしがる志穂もかわいいけどな」

　完全に固まっていると、聡はクスッと笑った。

「早く慣れないと大変だぞ。もう志穂は、俺から逃れられないからな」

　そう言った彼は、再び私の手を握り、先に進みだした。

『逃れられない』って……。自信満々な彼にたじろいでしまう。だって今までの彼と全然違うんだもん。

　駅前のラーメン屋は空いていて、すぐに席に着くことができた。

「私、とんこつ」

「お、俺も」

　カウンターで、ふたり並んで注文を叫ぶ。

　他人からどう見られているかを気にする賢とはラーメン屋で食事をするなんて考えられなかったけど、聡とは余計な背伸びをしなくてもいい。聡のほうがずっとお金持ちなのに、なんだかおかしい。

「いただきます」

　ふたりで手を合わせてラーメンをすすると、空腹も手伝ってすごくおいしい。

「うまいな」

　彼はどんどん食べ進み、満足顔。

「ホントね」

「俺と一緒だからだぞ？」

「もう……」

　いちいち〝俺〟をアピールしてくる彼がおかしくてたまらない。でも、本当に彼と一緒だからだ。

「志穂」

　突然低い声で私の名前を口にした彼は、食べる手を止め、私を見つめる。

「ん？」

「俺はお前が望めば、ずっとそばにいる」

　そのひと言にたちまち心がざわつきだし、全身に微弱な電流が駆け抜けたかのような衝撃を感じる。

　彼にこんなに包容力があるなんて思っていなかった。私はひとりじゃない。

「宮城くん……ありがと」

　私……もう先に進む。会いたくないなんて言ってないで、賢ときちんと別れてくる。

「あれ、チャーシュー余ってる？」

「余ってない！」

　打って変わって茶目っ気たっぷりの聡が私の器からチャーシューを持っていこうとするので、慌てて止める。

　あんなに人をドキドキさせたくせして、今度は子供のような無邪気な笑顔。この人、いろんな顔を持っていて飽きない。

「ごちそうさま」

　やっと食べ終わると、彼がサッと財布を出して支払いを済ませてくれた。

　ラーメン屋を出て電車に乗ると、彼は私にぴったりとくっついて隣に座った。

「宮城くんって……」

　出会って二年。ずっと私のことを好きでいてくれたのなら、どうして今まで黙っていたのだろう。

「なに？」

「なんでも、ない」

　聞こうとしてやめた。なにもかも賢との関係が切れてからにしよう。

「なんだよ。遠慮なく『いい男だね』って言えばいいのに」

「どんだけ自信家？」

　その瞬間、窓に映る自分の姿にハッとする。

　私、こんな顔してたっけ。いつもより目尻が下がっている。

　私の家の近くに車を停めてある彼は、そのまま一緒に私の家までやってきた。

「宮城くん、ありがとう。私、宮城くんに救われた」

　恥ずかしくてうつむきながら、そう伝えると……。

「バカだな」

「あっ……」

　腕をグイッと引かれて、抱き寄せられる。

「せっかく我慢してたのに、志穂が悪いんだからな」

　彼の腕の中は温かかった。彼の素顔を知れば知るほど、心が揺らぐ。

「それと、ふたりのときは、聡、だろ」

　そんなこと言ったって、やっぱり照れくさい。

　それからしばらく私を抱きしめ続けた彼は、ようやく手の力を緩めた。

「このまま抱かれとく？」

　耳元で甘い吐息と共に吐き出された言葉に、目を見開く。

「えっ、あっ、あのっ……」

　しどろもどろになる私を見て、彼はすぐにケラケラ笑いだした。

「志穂ってホント、いじめ甲が斐いがある」

「もう！」

　この胸の高鳴り、どうしてくれるの？

　彼はひとしきり笑ったあと「それじゃあ、明日な」と離れていく。

「聡」

　そのうしろ姿に声をかけると、不思議そうな顔をして振り向いた。

「どうした？」

「私、前に進むから、見ててくれる？」

　それだけでなんのことかわかった様子の彼は「頑張ったら、ご褒美やるよ」と口にして、再び歩きだした。

　ご褒美って？　でも、賢と決着をつけてくる。それからあなたと向き合いたい。










黒王子の策略




　次の日も冷えた。だけど、聡がくれた手袋が私を温めてくれた。

　会社に行くと、締めが終わったからか、皆の表情が心なしか穏やかだった。

「我妻さん、おはようございます」

　私が席に着くと、すぐに聡が偽りの顔で王子スマイル。でも私には、その顔のうしろにどす黒いオーラが見える。

「おはよ」

　それでもニッコリ笑って返事をすると、すぐに福井さんがやってきた。

「宮城さん、コーヒー、飲まれます？」

「うれしいなぁ。福井さんの淹れたコーヒーに今年もお世話になりました」

　出た。再び王子スマイル。しかも、さっきよりいっそう輝きを増している。

「いえー、そんな」

　福井さんもうれしそうだ。

　ねぇ、いろいろ誤解させないほうがいいんじゃない？　でも、別に好きだと言っているわけではないし、まぁ、いいか。

　福井さんは私にはなにも聞かず、フロアを出ていった。その態度が露骨すぎて、かえって笑える。

【素晴らしい笑顔ですね。勉強になります】と書いたメモを彼のデスクに置くと、【どうしたらいいのか教えてくれよ】と返事が来た。

　そう言われると難しい。告白されているわけでもないのに断るのはおかしいし、そっけなくしたら営業部の雰囲気も悪くなる……。彼は彼なりに苦労しているのかな。

【わかりません】

　そう書いたメモを返したところで、予想通りコーヒーを一杯だけ持って、福井さんが戻ってきた。

「あっ、ありがとう。でも、我妻さんも飲みたいよね」

　バカ！　なんで振るのよ！

「あぁ、ごめんなさい。気がつかなくて」

　かわいらしい声で返事をした福井さんが、再びフロアを出ていこうとするのを慌てて止めた。

「あぁっ、私は自分でやるから大丈夫」

　後輩だからといって顎で使うつもりはない。

「そうですか」

　聡の前の態度とは打って変わって真顔で返した彼女は、ホッとしたように自分の席に戻っていった。

　聡め。さっきの【わかりません】の反撃だ。どす黒い王子様だこと！

　仕方なく給湯室でコーヒーを淹れていると、聡がやってきた。

「ちょっと、さっきのなに？」

「なにって、協力しないからだろ？」

　福井さんには絶対に見せない顔でニヤリと笑う。

「あんなに笑顔を振りまいてたら、誤解されるよ？」

「誤解って？　志穂が好きなのに、福井さんに気があるみたいに見えるってこと？」

「会社でそんなこと……」

　言わないでよ。どうやら彼のほうが何枚も上うわ手てのようだ。

「嫉妬してるんだ」

「どうして私が嫉妬なんてするのよ？」

「俺のこと、気になりだしたからだろ」

　平然とした顔で言ってのける彼は、淹れたばかりのコーヒーを私の手から奪い、ゴクンと喉に送った。

「それ、私の！」

「志穂のも飲んでやったから、妬くなよ」

　カップの飲み口を指でスッと拭いた彼は、私にそれを差し出した。

「まっ、妬いてるお前もかわいいけどな」

　そう耳元でつぶやかれ、顔が真っ赤になる。

「もう！」

「緒方さんのところに行ってくる。なんかあったら商品開発部に電話して」

　そして彼はマイペースに去っていった。

『俺のこと、気になりだしたからだろ』という彼の言葉が頭の中でグルグル回る。

　その通りだ。彼に衝撃の告白をされてから、頭の中は聡でいっぱい。賢の浮気に泣いている暇もないほどに、彼がグイグイ迫ってくるから。

「はー、仕事しよ。振り回されてたまるか」

　自分で頬をパンパンと叩いて気合を入れ直すと、彼がひと口飲んだコーヒーを手に、フロアに戻った。

　しばらくすると、手にいっぱいの資料を抱えた聡が戻ってきて、私のデスクの上のコーヒーをチラッと見てから資料を差し出した。

「我妻さん。これ、手伝ってくれる？」

「うん。いいよ」

　なんだろうと思って読み始めると、ヨクイ堂のプレゼン資料だった。

「これは、緒方さんに聞いてきたセールスポイント。これを元にプレゼン資料を作ろうと思って。で、作っておいてもらえる？」

　聡は柔和な雰囲気全開でニッコリ笑う。

「私？」

「僕、年末の挨拶がいくつか終わってなくて、出ないといけなくて」

　やっぱり昨日のノルマは相当無理したんだ。彼はおそらく私のように取りこぼしていた売り上げなんてなかったはずだ。

「うん、わかった。やっておく」

　それに、こういうこと好きかも。どうやって得意先の担当者を攻略しようかと考えるのは、なかなか楽しい。

　聡が出ていったあと資料作りに没頭していると、あっという間に昼を過ぎた。

「出てきます」

「おぉ、行ってこい」

　八割くらいできたところで、部長に外回りを告げ、車に飛び乗った。

　ポケットのスマホを取り出し確認してみたものの、着信もメールもない。

　実は朝、賢に【今日会いたいです】とメールをしておいた。自分からそんなメールを送ったのが別れ話のときが初めてだなんて皮肉だ。でも彼からの返信はない。見てくれたのかすら、わからない。

「はー」

　千佳にリサーチしたところでは、総務の彼女は出勤しているらしい。『どうしてあの子を知ってるの？』と不思議がられたけれど、『ちょっとね』とごまかしておいた。

　私、こんなに不安な恋をずっとしてきたんだ。

　我に返ると、自分の無駄な努力に呆れる。今までムキになって賢にしがみついてきたのが、不思議でたまらない。

　連絡が来ないなら仕方ない。こちらから出向くしかない。でも、今は仕事だ。

　私は気持ちを切り替え、得意先に向かった。

　会社に帰ってきたのは、十八時を過ぎていた。駐車場でちょうど一緒になった聡は、当たり前のように私の隣を歩く。

「お疲れさま」

「お疲れ。資料の進み具合、どう？」

「うん、八割できたかな」

　あとの二割は、聡の仕事。彼なりの味付けをして、完成させてほしい。

「サンキュ」

　彼はニッコリ笑って入口のドアを開け、私を先に入れてくれた。

　営業部に戻り聡に資料を渡すと、私はすぐに席を立った。年末ということもあり、早めに帰る人も多い。

「お疲れさま」

　聡に挨拶すると、チラッと心配げな顔をして私を見つめる。そのとき……。

「宮城さん、あのぉ」

　いつもは聡の帰社を待ち構えている福井さんが珍しく帰っていて既にいないと思っていたら、今度は別の女子社員が話しかけてきた。

「はい、なんですか？」

　満面の笑みを作りつつ、私に〝助けろオーラ〟を出している彼を無視して、フロアを出た。

　スマホを確認したけれど、賢からの返信はない。浮気されたという噂が立っている今、マーケティング部を覗くこともできず、私はそのまま賢の家に向かった。

　彼のマンションに来たのは久しぶり。前回はもう半年くらい前になる。そのときは、エッチをしたあと『ひとりじゃないと眠れないんだ』なんて遠回しに帰れと言われ、惨めな思いで去った。それが最後だなんて、ホント最悪だ。

　思えば、そんな扱いをされてよく耐えていたと、自分を褒めてあげたい。〝恋は盲目〟というヤツなのかも。

　それからはもっぱら私の家で逢おう瀬せを重ねたけれど、彼が私を部屋に近づけなかったのは、もう既にあの子と付き合っていたからなのかもしれない。

　外から確認すると、彼の部屋には電気がついていた。どうやら帰っているらしい。

「よし」

　気合を入れてチャイムを押そうとしたけれど、手が震える。

　別れると決心したものの、きれいに別れられるだろうか。

　それから一度大きく深呼吸して、彼の部屋のチャイムを鳴らした。

『はい』

「私」

『はっ？　なんでお前……帰れ。友達が来てる』

　焦る賢は、ガチャッとドアホンを切ってしまった。

　あの子がいるんだ。でも、帰るわけにはいかない。もう都合のいい女なんてイヤ。

　意を決してもう一度チャイムを鳴らすと、あきらめたのかドアを開けてくれた。

「友達がいるって言ってるだろ」

　いきなり叱られた私は、玄関にパンプスがあるのを見つけてしまった。

「今日は別れに来たの」

「はっ？」

　私に主導権を握られているのが気に入らないのだろう。彼は顔をしかめる。

「私は、私だけを好きでいてくれる人と付き合いたい」

　賢に自分の気持ちをぶつけたのは、これが初めて。

「あぁ、いいよ。別れよう。それじゃあな」

　それだけ？　私たちの一年は、たったそれだけの言葉で終わるの？　こんなに我慢してきたのに。自分を殺して、彼好みの女でいるために心を砕いてきたのに。

　呆ぼう然ぜんとしていると、目の前のドアは閉まってしまった。

　賢のマンションを出ると、涙がポロポロとあふれだして止まらなくなった。

　彼と交際を続けることはもう限界だった。だから別れたことに後悔はない。でも、今までの一年間がすべて否定されたような気持ちになって、虚しくなった。

　そのまま帰る気になれず、会社に戻ることにした。今は仕事が私を支えてくれる。

　時計を見ると、もう二十一時。誰も残っていないと思ったけど、営業部から微かな光が漏れているのに気がついた。最後の人が電気を消し忘れたのかもしれないと思いドアを開けると、白い壁に写されたパワーポイントの画面が目に入る。それは、さっき私が作ったものだ。

　聡……。

　パソコンを操作していたのは聡だった。彼はドアの音に気づき、私に視線を送る。

「志穂……」

　彼が私を待っていてくれたような気がして、止まっていた涙が再びこぼれだした。

　すると聡は立ち上がり、私のところまでやってきて腕を引き、抱きしめる。

「なんで……いるの」

　そんな精いっぱいの強がりも、聡は承知しているに違いない。

　本当は、いてくれてうれしかった。彼にこうして会えて、救われた。

「志穂が帰ってくると思ったから」

　思った通りの答えが聞けると、今度は安あん堵どの涙がこぼれた。こんな私にも、心配してくれる人がいる。

「失恋、してきた」

「失恋じゃないだろ？」

　彼の大きな胸が私を受け止めてくれる。

「うん。フッてきた」

「頑張ったな、志穂」

　彼の前では、鉄の女ではいられない。ポロポロとこぼれる涙が、どうしても止められない。なにも言わない彼にしがみついて泣き続ける。

　しばらくすると、やっと気持ちが落ち着いてきた。

「どうして……私が帰ってくると思ったの？」

　彼の胸に頬をくっつけたまま尋ねると、「志穂は、辛いときは仕事に逃げるから」と言われて驚いた。

「そんなこと、ないよ？」

　そう否定しながらも、心当たりがありすぎて動揺してしまう。

「俺は志穂のことならなんでも知ってる」

　体を離した彼は、私の顔を覗き込む。

「まさか……」

　私は会社にいるときは、鉄の女を演じている。そのほうが、つまらない女子同士の雑談に加わらなくても済むし、行きたくもない食事にも誘われない。だから、聡がなんでも知っているわけがない。

「ホントだぞ。志穂が本当は寂しがり屋なことも、腹の立つことがあるときは左の眉がちょっと上がることも……」

「嘘……」

　眉なんて上げているつもりはない。

「嘘じゃないさ。俺がいつも他の女子社員に捕まると、眉が上がってた」

「それは別に腹が立っていたわけじゃないでしょ？」

　そうは言いつつも、皆が聡の彼女という立場を狙っているのは見え見えだったから、本当は呆れていた。それに、あきらかに〝御曹司の彼〟に恋してますという人がほとんどで、聡が好きなのか御曹司が好きなのか、どっちなの？と心の中で思っていた。

「いや、怒ってたな。俺のことが好きだから、他の女がうっとうしかったんだろ？」

「はっ？」

　なに、それ。どれだけ自信過剰なのよ。

「素直になれよ」

「なんで私が……」

　クスクス笑う聡は、どうやらまた私をからかって遊んでいるらしい。

　こんなときにまで、ドＳキャラを発揮しないでほしい。

「俺は、そう思いたかった」

「えっ？」

　さっきまで笑っていたのに、急に真剣な顔をした彼が私の頬を両手で包み込むから、鼓動が途端にうるさくなる。

「隣にいるのに見向きもされないなんて、初めてだったよ」

「そ、そんなことないよ。私は宮城くんをいつも尊敬してたし……」

「それは同僚としてだろ？　俺が言ってるのは、男として」

　艶めかしい瞳で私を捉えてがんじがらめにする彼は、そのまま顔を近づけてくる。

　……もしかして、これはキス？　ちょっと待って。賢とは別れたけど、まだ付き合うとは言ってない。

　焦りに焦っていると、ギリギリのところで動きを止めた彼は、「拒否しないんだ」とイジワルな笑みを浮かべる。

「ち、違う。そんなつもりは……」

　頭が真っ白になって動けなかっただけ。

「他にも知ってるぞ。男の扱いなんて余裕って顔してるけど、本当はウブなことも」

「もう！」

　彼の発言が図星すぎて、いちいち大げさに反応してしまう。

　それから彼は私を再び抱き寄せた。そして……。

「志穂のほうからキスしてって、すぐに言わせてやるよ」

　そんな強引な言葉に、顔が火照ってしまう。恥ずかしくて顔を見られたくない私は、彼から離れられなくなった。

「もう、逃がさない」

　私の耳元でそう吐き出す彼は、背中に回した手に力を込める。

　それからしばらく私を抱きしめ続けてくれたあと、彼はやっと私を解放した。

「頑張った志穂に、ご褒美あげないとな」

「ご褒美？」

　そういえば、そんなことを言っていたような……。

　彼はスマホを取り出し、電話でなにかを予約している。

「帰ろうか」

　電話が終わると、彼が不意打ちでフロアの電気を消すから、驚いてしまった。

「キャッ」

「あれ、怖いの？」

　暗闇の中で、彼の声だけが響く。

「怖くなんか、ない……」

　そうは言ったものの、なにも見えなくてちょっと怖い。彼がいるはずのほうに近づくと、突然腕をグイッと引かれて息が止まりそうになる。

「強がってないで、俺を頼れよ。いつでも守ってやる」

　その言葉に胸が締めつけられる。

「……うん」

「バカ。そこは、『なんで私が』って言うところだろ？」

　だって、聡に守られたいって思っちゃったんだもの。

　私の腕を握る彼の手に力がこもったかと思うと、額に彼の唇が触れる。温かいその感覚にハッとして慌てたけれど……。

「志穂がかわいいことを言うから悪いんだぞ」

　今度は額と額をくっつけて囁くから、心臓がバクバク暴れだしてしまう。

　だけど、いつもと変わらない様子の彼は、そのまま私の手を引き会社を出た。

　今日もよく冷える。彼はこの前と同じように私の片手を握ると、自分のポケットに入れた。

　途端に、さっきの唇の感覚を思い出してしまう私は、緊張しておどおどしてしまう。なにか話していないと落ち着かない。

「宮城くんは――」

「あのさぁ、前に言ったよな。プライベートでは聡だろ」

　私がやっとのことで口を開くと、彼はそれを遮った。

　そう言われても……癖が抜けないし、照れるじゃない。

「いいよ、宮城くんで」

「ダメだ。言わないとキスするぞ」

「キャッ」

　素早くポケットから手を出して私の両肩を掴んだ彼は、ニヤリと笑う。

「ほら。言ってみな？」

「だから、いいってば」

「あぁ、そう。キスしてほしいってことか」

　彼の手は力強い。逃れようともがいたけれど、少しも緩まらない。

「俺はいつでもいいぞ。ほら」

　そんなに透き通った目で見つめないで。動揺しているのが見透かされてしまう。

「……さ、聡」

「なんだよ。そこはキスを選択しようぜ」

　やっと私から手を離した彼が盛大な溜め息をつくから、目を見開いた。

「な……」

　なんてことを言ってるの！

　彼の発言は大胆すぎて、いつも振り回されてしまう。

「あはは。かわいいな、志穂。耳まで真っ赤」

　彼は私の耳たぶに触れ「おっ、福耳」なんてとぼけた声を出したけど、私はそれどころじゃなかった。

　電車に乗るとばかり思っていたのに、彼は駅前でタクシーを捕まえ私を押し込んだ。

「どこ行くの？」

「ご褒美をやるって言っただろ」

　それでは返事になってない。しかもそのあと、彼が運転手に有名な高級レストランの名前を告げたから、驚いた。

「えっ、そこは予約しないと……」

　数カ月先まで予約はいっぱいだという噂だけど……知っているのかな。

「大丈夫」

　彼はそう言うだけで、あとはなにも言わない。

　さっきの電話、その予約だったの？　当日予約なんて絶対に無理なはずだけど……。

　やがて小高い丘の上のレストランに着きタクシーを降りると、彼は再び私の手を握り店内に入った。

「いらっしゃいませ。宮城様、お待ちしておりました」

　名乗っていないのに、店員は彼を知っていた。

　常連ってこと？

「こちらへ」

　店内を見渡すと、平日だというのに満席。どこが空いているのだろうとキョロキョロしていると、一番奥まで連れていかれ、重厚なドアが開けられた。

「なに、ここ……」

　そこは、個室になっていた。個室があるなんて、聞いたことがない。しかも、大きな窓からは街の景色が一望できて、最高のロケーション。

「宮城様、お飲み物はいかがなさいますか？」

　ピンと背筋の伸びたウエイターが、聡にメニューを差し出した。

「そうだね……」

　彼はメニューを覗き込み、「志穂はなににする？」と聞いてくれたけど、お酒に詳しくない私は、なにがいいのかわからない。

「えっと……」

　私が困っていると、「甘めがいいかな。それじゃあ、この赤で」とワインを注文してくれた。

「よく、空いてたね……」

　ウエイターが行ってしまうと、やっと少し緊張がほぐれた。

「あぁ、この部屋はわりと空いてるよ。小さい頃からよく来てたから、顔も利くしね」

　小さい頃から！　やっぱり御曹司は違う。この部屋も、ＶＩＰ専用に違いない。

「今日はクリスマスのやり直し」

　彼はそう言うと、私を見つめて頬を緩める。

「えっ？」

　ご褒美って、そういうこと？　あの苦い思い出を塗り替えてくれるの？

　呆然として彼を見つめていると、彼はポケットからなにかを取り出し、私の前に差し出した。

　赤いリボンのついた小さな箱は、どう見てもジュエリーボックスだ。

「カイロしかあげてないから」

　もしかして、クリスマスプレゼント？

「でも、手袋……」

「あれはサンタだろ？」

　目を細めて笑う彼が「開けてみなよ」と促すので、リボンを解いた。すると……。

「素敵……」

　中には、ルビーを中心に赤やピンク系のカラーストーンがちりばめられた、かわいらしい指輪が入っていた。

「ほら、はめてやるよ」

　彼は指輪を持ち、私の右手の薬指に差し入れた。

「サイズぴったり！」

「あぁ、酔っぱらいのサイズを測るのは大変だった。好き勝手に動くから糸を巻きつけるのも苦労した」

　それじゃあ、あの日に？

　寝ている私と格闘している聡の姿が頭に浮かんで、クスッと笑ってしまった。それでも、そこまでしてくれた彼の優しさに心が揺れる。

「笑うなよ。必死だったんだぞ。いつか俺が左手に別の指輪をつけるまで、それは男よけだ。男にもらったとアピールしておけ。絶対に外すなよ」

　少し照れくさそうに彼が言うから、なんだか泣きそうになる。

　まだ付き合うって言ってないのに……。

「ありがとう」

　右手に収まった指輪に触れながら笑顔を作ると、彼は小さくうなずいた。

　それからすぐに運ばれてきた赤ワインは、彼が言った通り甘めでフルーティ。まさか彼氏と別れた日に、おいしいお酒が飲めるなんて思ってもいなかった。

　静かなクラシック曲がかかるレストランで、美しい夜景を見ながら食べたフルコースは、本当におしいかった。。

　最後のデザート、ケーキとアイスの盛り合わせは、ちょっとブランデーの効いた大人の味。こんなに素敵なクリスマスのやり直しをしてくれた彼に感謝の言葉しかない。

「ごちそうさま。すごくおいしかった」

「気に入ったなら、また連れてきてやる」

　この先、彼との未来があるんだと思わせてくれるような言葉は、私の胸を熱くした。

「うん！」

　私はそれがうれしくて、子供のように大きな声で返事をしてしまった。

　そのあと、彼は私の家まで送ってくれた。そしてマンションの前で立ち止まり、私の腕を引く。

「帰りたくない」

　そんな彼の発言に、思わず吹き出してしまう。

「それは女のセリフでしょ？」

「あ、間違えた。帰したくない、だ」

　絶対にわざとだ。私を笑わせてくれたに違いない。

「残念ながら、帰ります。それじゃあ」

　手を振りほどいてエントランスに入り振り返ると、彼はじっと私を見つめていた。

「聡。今日はありがとう」

　本当は私も帰りたくなかったよ。もっと一緒にいたかった。でも、今度の恋は勢いではなく、きちんと自分の気持ちに向き合いながら、焦らずゆっくり進みたい。

　聡もそうすることを許してくれる気がした。

「おぉ。また明日な」

「うん」

　満面の笑みを向けてくれた彼に手を振って、私は家に入った。




　翌日は、今年最後の出勤日。賢と別れて清々しい気持ちで出勤したのに……。

「志穂」

　会社の近くで賢に呼び止められ、驚いた。

「もう志穂って呼ばないで」

　声が震える。あんなに好きだと思っていた彼が、今は憎い。

「あぁ。あのさ、余計なこと、言わないでほしいんだけど……」

　彼の言葉に唖然とする。

　自分の株が下がるから、浮気をしていたことを他の人にバラすなと言っているの？　もうバレているのに。本当に自分のことしか考えていないんだ。私、こんな人を好きだったなんて……。

「志穂、おはよ」

　呆れてなにも言えないでいると、うしろから聡に声をかけられ、また驚く。しかも『志穂』って……。

「おはよ」

　一応挨拶を交わすと、聡は私の隣で足を止めた。

「お前もやっぱりコイツと付き合ってたのか？」

　賢が顔をしかめる。すると聡が、鋭い視線を賢に向けた。

「『も』ってなんだ。志穂はお前とは違う。志穂のことは、俺が一方的に好きなだけだ。彼女はお前みたいに裏でコソコソと他の男と付き合ったりしない」

　そんな堂々とした聡の告白に、胸が疼く。

「宮城くん。もう、行こう」

　ここは他の社員も通る。聡にまで迷惑をかけるのはイヤ。そう思ったけど……。

「持田さん。あなた、前の会社も女性問題で辞めてますね」

「えっ？」

　思わず声が漏れた。

　賢は自分の力を試したくてプレッスルに来たと言っていた。でも、それは嘘だったの？

「なに言ってるんだ……」

　あきらかに動揺している賢の様子を見て、聡の言っていることは本当だとわかった。

「女は、お前のおもちゃじゃねぇんだよ」

　視線を尖とがらせて賢の胸ぐらを掴んだ聡は、いつもの王子様のお面を被っていない。こんなに怒りに満ちた目をしている彼の姿を初めて見た。

「不誠実なことばっかりしてるから、婚約不履行で訴えられたりするんだ」

　婚約不履行？　そんなことまで？

　ハッとして賢を見つめると、彼は目を泳がせた。

「今後、俺の会社で女を泣かせたら、すぐにクビだ。覚えておけ」

『俺の会社』ときっぱり言い切った聡は、凛々しい顔をしていた。

　彼は御曹司扱いされることが大嫌い。でも、会社を背負う覚悟があるのだと、はっきりわかった。

　ようやく手を離された賢は、なにも言わずに去っていく。そのうしろ姿が情けなくて、別れてよかったと心から思った。

「巻き込んでごめん」

「俺が巻き込まれたかったんだ。気にするな」

　そう言いながら、フッと笑う彼を見上げると、涙がポロリとこぼれてしまった。

「志穂？」

「ごめん。なんか、大切に思われてるなーって思っちゃった」

　まだ付き合ってもいない私のために、なりふり構わず怒ってくれた彼の姿は、私の心を揺さぶった。

「当たり前だろ。志穂は俺の一番大切な人だからな」

　彼は私が指輪をしているのを見つけると、そっと触れて微笑んだ。そしてハンカチを私に握らせ「行くぞ」と促す。

「聡」

「このタイミングでその呼び方は反則だぞ」

「ううん。聡、ありがと」

　今、この瞬間の彼は〝同僚〟じゃない。私の〝大切な人〟だから。

「まったく」

　さっきまでとは打って変わって照れまくっている彼もまた、新鮮だった。

「あっ、宮城さーん」

　そのとき、福井さんが彼を見つけて駆け寄ってきた。

「それじゃあ、お先」

　ニッと笑ってそう言うと、聡は目を見開いて慌てだす。

「待て。それはないだろ……」

　だって福井さんは、私に用はなさそうだもの。

　福井さんには見えないように小さく手を振ると、「おはようございます、福井さん」と聡は瞬時に仮面をつけた。

　その日の営業は、簡単な挨拶回りだけ。それもほとんど終わっていた私は、ほんの少し寄り道して、聡に贈るためにネクタイを買った。

　当初、こんなに素敵な指輪のお返しがネクタイくらいでいいのか悩んだ。それに、彼がいつも身に着けているのは、とんでもなく高級ブランドなのかもしれない。けれど、ごく普通の会社員の私にできることは限られている。背伸びをしなくても心を込めて選べば、彼は喜んでくれるはずだと思い直した。

　ネクタイをバッグにこっそり忍ばせ会社に戻ると、営業に出ていた人が次々と帰ってくる。そして、聡も。

「我妻さん、ただいまです」

「宮城くん、お疲れさま」

　締め日に押し込んだくせに、まだ伝票が上がり続ける彼の力量に驚かされながら、労をねぎらった。

「今年も無事に終了した。特に宮城と我妻、よくやった」

　すべての部員が戻ってくると、部長が立ち上がり私たちを褒めてくれる。

「ありがとうございます」

「ありがとうございます」

　ふたりの声が合ってしまって、ちょっと気まずい。

「来年までふたりに負けるのは恥ずかしいぞ。他の皆も気合を入れて健闘してくれ。それじゃあ、よいお年を」

　部長の挨拶が済むと、一斉に帰り始める。この日ばかりは誰も残業しない。

　すると、聡はたちまち四人の女子社員に囲まれてしまった。

　いつもは残業を言い訳に食事の誘いを断っているけれど、どうするんだろう……。

　バッグに荷物をしまいながら聞き耳を立てていると、やがて私たちの一角以外は誰もいなくなった。

「宮城さん、お食事に行きませんか？」

　福井さんが口火を切った。

「僕を誘ってくれるなんて、うれしいなぁ」

　仮面を被った御曹司くんは、王子スマイルをさく裂させている。

　どうやら、捕まっちゃったみたいね。

　ネクタイはまた今度にしようと立ち上がると、聡は再び口を開く。

「でも僕が他の女の子と食事に行ったら、彼女が悲しむからなぁ」

　えっ。今、なんて言ったの？

　特定の彼女がいると漏らしたこともなく、〝波風を立てず穏やかに〟がモットーのような偽の彼が、こんな発言をするなんて驚きだ。

「えぇっ！　宮城さん、彼女いるんですか？」

　いち早く反応したのは福井さんだった。

「うーん。正確には好きな人、かな」

　なんだかイヤな予感がする。こっそり出口に向かったのに、「ね、我妻さん」と大きな声で名前を呼ばれ、立ち止まらないわけにはいかなくなった。

「我妻さん？」

　福井さんは、聡の言わんとすることがすぐには理解できなかったようだ。

「あっ、僕の好きな人です」

　あーあ、言ってしまった……。

「だって、我妻さんはマーケの――」

　福井さんはそこまで言うと、悪いと思ったのか口をつぐむ。

「あぁ、あの人ですか。あの人は彼女がフッたんですよ」

　うわ。曇りのない笑顔で、腹黒発言。

　見事な嘘のつきっぷりに、こちらが唖然としてしまう。

　でも、これは彼の優しさ。総務のあの子に寝取られたという事実を隠ぺいするのには、インパクトがありすぎるくらいだった。

　でも、もうやめて。それ以上は余計なことを言わないで。

　女子社員の目が、どんどん鋭くなっていくのを感じた私は、「なんのこと？」と言いながら、フロアを出ようとした。でも……。

「彼女、照れ屋さんなんですよ。あんなに恥ずかしがらなくてもいいのにねぇ」

　今、私、腹黒王子に完全に手の平で転がされている気がする。

「お、先です……」

　それすら無視してフロアを出ようとしたけれど……。

「我妻さん！」

　大きな声で福井さんに止められてしまった。

「……はい」

　そうよね。そんなに簡単に見逃してはもらえないわよね。

　四人の視線がチクチクと刺さるのを感じながら振り向くと、一番遠くに立っている聡が私に小さくピースサインを送る。

　なにが、ピースよ！

　福井さんがバタバタと歩み寄ってきて、真っ赤な顔を私に向けた。

「宮城さんの言っていること、本当ですか？」

「あっ、いえ……どう、かな……」

　そんなこと、聡に聞いてよ。

「あー、勘違いしないでください。僕が好きなだけで、フラれるかもしれないんです。フラれちゃったら、皆さんと食事に行けるかもしれないですけど」

　聡は素知らぬ顔でそう口にする。

　なに、それ……。彼にもらった指輪をしている私がフッたりしないと、絶対にわかっていて言っている。腹黒め……。

「宮城くん、帰るわよ」

　完全に私の負け。目を泳がせながら言うと、彼はニヤリと笑う。

「了解です」

　平然とした顔で返事をした聡が、福井さんたちの間を颯爽と歩いてくる。そして私の腕を掴むと、そのままフロアを出た。すると……。

「嘘！」

「宮城さんがぁ……」

　ドアの向こうで、悲鳴に似た女子社員たちの声がした。

「あのさぁ！」

　会社を出たところで声を張り上げると、聡は涼しい顔をして口を開く。

「なに怒ってるの？」

「そりゃあ怒るでしょ。どうするのよ、これから針のむしろよ……」

　幸い休みになるとはいえ、来年から彼女たちににらまれることが決定した。

「じゃあ、フればよかっただろ。まぁ、俺のことを好きになりかけてるから、無理だろうけどな」

　聡は余裕の顔でフッと笑う。

「はっ？」

　腹が立っているのにその通りすぎて、なにも言い返せない。

「もう、帰る！　あっ、これ」

　ネクタイを思い出し、バッグから取り出して彼に押しつける。

　こんなことがなければ、『ありがとう』なんてしおらしく渡すつもりだったのに。

　すぐに歩きだそうとすると、いとも簡単に止められた。

「これ、なに？」

「クリスマスプレゼント。それじゃあね」

　袋を開け始めた彼の反応が気になりつつも、歩きだす。すると、彼は長い足ですぐに追いつき、私の隣に並んだ。

「ヤバイ。顔がニヤける。一生の宝だ」

「えっ？」

　ニヤけるほど高い物じゃないよ？　しかも『一生の宝』なんて、大げさだ。

　でも彼は、本当に照れくさそうに微笑んでいる。

　気に入ってもらえたのかな。

「志穂、結んでくれない？」

　自分のしていたネクタイをするりと外した彼が、私に要求する。

　結び方を知らないわけではないけど、毎日結んでいる彼のほうがうまいに決まっているのに。

「結べるでしょ？」

「そうだけどさ、はい」

　彼は自分の首にネクタイをかけ、私の身長に合うように少し腰を折った。

「もう……」

　そう言いつつも、手が震える。男性にネクタイを結んであげるなんて初めてだ。

　すぐに結び始めたものの、どうも違う気がする。

「あれ？　ちょっと違う……。自分の首にかけないとわかんないよ」

　放棄すると、「それなら」と彼は私の首にネクタイをかけた。

　仕方なくもう一度トライしたものの、形がいびつになってうまく結べない。

「やっぱり変になっちゃう」

「しょうがないな。俺が結んでやる」

「最初からそうしなさいよ」とネクタイを渡そうとすると、彼は私のうしろに立ち、私の首にかかるネクタイに手を回してきた。

「ち、ちょっと。なにしてるの？」

　な、なに、この体勢。

　彼の吐息が耳にかかり、恥ずかしくてどうしていいのかわからない。抱きしめられたときとは違う緊張が、私を襲った。

「これは、こうだろ？　それで、ここを持って通す」

　それなのに、平然とネクタイを結ぶ彼は、「はい、できた」とマイペース。だけど私は、ドキドキしすぎて完全に固まってしまった。

「志穂、どうかした？」

「なんでもない。はい、あげる」

　首にかかるネクタイを外して彼に渡そうとすると、そのままうしろから抱き寄せられ、体がビクッと震えてしまう。

「俺、本気だから」

　今までとはまるで違う低いトーンの声が、私の鼓膜を揺らす。

「そんなこと、言ったって……」

「本気だから、皆に言いたくなっちまった。それに俺、会社を継ぐ決心が完全に固まった。でも、ひとりじゃ辛い。志穂にそばにいてほしい」

　こんなに重大な告白を道の真ん中でされて、戸惑う。でも彼の真剣な思いは、私の胸にズドンと響く。

「聡……」

　彼の腕に手をかけ、しばらく考える。賢と別れたばかりだけど、聡が隣にいなくなるのはイヤだ。本音を言えば、他の女の子と食事にも行ってほしくない。

　私、確実に彼に惹ひかれてる。でも……。

「私じゃ無理だよ。もっと立派な人でなきゃ」

　今度付き合う人とは、結婚というゴールをちゃんと意識したい。でも彼が会社を継ぐとなれば、将来の妻は会社のトップに立つ彼を支えなければならない。私にそんな大役、務まるわけがない。

「立派ってなに？　家柄？」

　切なげな声で囁く彼は、私の肩に顎を乗せた。

「そうじゃ、ないけど……」

　でも、私はその辺に転がっているただの女子社員。もっとふさわしい人がいるはず。

「それじゃあ志穂は、俺に愛のない結婚をしろって言うの？」

　彼の腕に力がこもった。もしかしたら彼は、それすら覚悟していたんじゃないかと、少し同情してしまう。

「聡、皆見てるから……」

　そう言えば解放してもらえると思ったのに、彼は腕の力をいっそう強くするだけ。

「見ててもいい。俺は愛しい人を抱きしめているだけだ。もしかしたら志穂に辛い思いをさせるかもしれない。御曹司なんかじゃない別の男と一緒になったほうが、苦労も少ないだろう。でも、どうしても他の男に渡したくない」

　彼は苦しげに言葉を吐き出す。

『結婚』という言葉を口にした彼が、私のことを真剣に考えてくれていることは十分すぎるほど伝わってきた。

　私をこれほど愛してくれる人が近くにいたら、別の男のことなんて目に入るはずもない。でも今は、一気にいろんなことがありすぎて混乱気味。簡単には答えを出せない。

「私は……他の男のところなんかいかない。男よけ、つけたでしょ？　でも……もう少し時間がほしい」

「そう、だよな。俺、なに焦ってるんだ」

　やっと力を緩めた彼は、「フー」と息を吐き出す。そして、私の首からネクタイを取り上げ、自分の首につけた。

「しばらくはこれで我慢する」

「あはっ」

　彼がお預けを食らった子犬のようにしょげるから、思わず笑ってしまった。

　それからふたりで肩を並べて歩き始めた。

　聡はネクタイを気に入ってくれたようで、何度も何度も触っている。こんなに喜んでもらえるとは思ってもいなかった。

「俺……ずっと、一番好きな女には告白しないって決めてたんだ」

　突然口を開いたと思ったら、彼はとても不思議なことを言う。

「どういう、こと？」

「俺と付き合うと大変だろ？　好きな女には幸せになってほしいから」

　そうかもしれない。実際彼があんな発言をしただけで、来年の私の冷遇は決定した。

　でも、ちょっと待って。ということは、私は二番？

　唖然として立ち止まると、彼は「あっ、誤解するなよ」と慌てる。

「だから、志穂に好きだと言えないでいた。でも、アイツと付き合っていると聞いて、一番欲しいものは我慢なんてできないんだと知ったんだ」

　クリスマスパーティーの日、聡はすごく強引だった。それは、そんな焦りの表れだったのだろうか。

　それに、二年間アプローチしてこなかった理由もわかった。

「だから、志穂も我慢できないようにさせてやる」

「えっ……」

　彼は私を真っ直ぐに見つめたあと、耳元に口を寄せる。

「俺が欲しくてたまらないと、言わせてやるよ」

　彼の吐息のかかった耳が、熱い。

「そ、そんなこと、言わないわよ」

　でも、こんなに強引なくせして『俺と付き合うと大変だ』と言う彼は、最後は私のほうから飛び込まなければ、あきらめるのかもしれない。

　真っ赤になってうつむく私の手をサッと握った彼は、再び口を開く。

「志穂って、実家どこ？」

「山やま梨なしだよ。大学で東とう京きょうに出てきてから、あんまり帰ってないけどね」

　就職してからはどんどん足が遠のいて、今年は正月に帰省したっきり。

「年末年始は帰らないのか？」

「うん。両親が旅行に行くみたいだし、今年はいいかなと思って」

　そう言うと、聡は私の顔を覗き込んでくる。

「そっか。じゃあ、来年はふたりで帰るか」

「えっ……」

　彼がとんでもないことを言いだすので、頭が真っ白になってしまった。

「ま、俺の希望だけどな」

　本当にこの人は……人の心の中に土足でお構いなしに上がり込んでくる。

　だけど、不思議とイヤではなかった。強引に誘っているように見えるけど、『俺の希望』だなんて、私にちゃんと決定権をくれる。

「考えて、おく……」

　私の返事に、彼は「おぉ」とうなずいた。

「それじゃあ、今年はふたりだな。そうだなぁ、除夜の鐘をつきに行って、おみくじ引いて……」

「ちょっと、勝手に決めないでよ。ふたりで過ごすなんて、ひと言も言ってないでしょ」

「予定あるの？」

「ない、けど……」

　残念ながらひとつもない。家でゴロゴロしているつもりだった。

「それじゃ、決まりだ。志穂、俺から逃れられると思ってるの？」

　彼は、私の右手薬指に収まっている指輪に触れながら言った。

「逃れるとか、そういう問題？」

「そういう問題だろ」

　なんだかよくわからないけど、ものすごい勢いで彼に押されている気がする。でも、このまま押し切られてもいいのかな、なんて思ってしまうのは、彼の真剣さが伝わってくるからだ。

　そのあと、きちんと私を送り届けてくれた彼は「連絡する」と言って帰っていった。

　賢とのことがあって、最悪の年末年始を迎えるはずだったのに、私は今、ちょっとワクワクしている。それも全部、聡のおかげだ。

「お肌の手入れしよ」

　仕事の忙しさを言い訳にさぼりがちだったパックにまで手を出したのも、聡効果。でも、彼が真剣に考えてくれればくれるほど、ハードルの高さにおののいてしまう。

　彼はよくても、彼の周りが私との交際を許してくれないかもしれない。

　シートマスクを顔に載せたまま、そんなことをボーッと考えていた。










魔法のかかったシンデレラ




　冬休み初日は、思う存分朝寝坊をした。『連絡する』と言っていた聡からも、連絡は入っていない。

　洗濯も済ませ、することがなくなってしまうと、聡からの連絡が入るのではないかと気になり、スマホをチラチラ見ながら落ち着かなくなってしまった。

「買い物にでも、行くか」

　私は、気分転換に買い物に行くことにした。

　スーパーに行くのも久しぶり。忙しいと外食やコンビニで済ませてしまう。でも、ときには栄養を考えながら自炊して、体をいたわるのもいい。

　ダボッとしたタートルネックのセーターに、スキニージーンズ。いつもの普段着に黒いＡラインのダウンコートを羽織り、家を出た。

　スーパーまでは歩いて十分。便利そうだからとあのマンションに決めたのに、結局あまり利用していない。

　正月前ということもあって、スーパーは混んでいた。

「なににしよう……」

　カートを押して、まずは野菜売り場に向かう。

　白菜を手にしながら、聡と一緒に鍋を食べているところを想像してしまう。

　今日会えるかどうかもわからないのに、結局鍋の材料を買ってしまった。

　重い買い物バッグを持って帰ると、私の部屋の前で長い足の男性がうつむき加減でスマホを操っているのが見える。

「聡……」

「志穂、どこ行ってたんだよ」

　もともと抜群のスタイルの持ち主だとは思っていたけど、ジーンズ姿の彼は、その足がいっそう長く見えた。

「買い物、だけど……もしかして連絡した？」

　そういえば買い物に夢中になって、スマホをバッグに放り込んだまま、一度も確認していなかった。

「した」

　少し不機嫌な彼は、私から買い物バッグをサッと奪う。

「ごめん、気がつかなかった」

「買い物行ってたのか。重いなら運んでやるのに」

　こういうところは実にスマートだ。仕事中も重い荷物を運んでいると、さりげなく手を貸してくれる。

「ありがとう。えっと、上がる？」

「うん」

　聡は〝当然〟というような顔をして、私に続く。彼は買い物バッグをキッチンまで運んでくれた。

「なに買ってきたんだ？」

「鍋の材料」

「お、作ってくれるのか？」

　彼は目を輝かせる。

　ふたり分買ってしまったから、材料は足りる。でも、特に高い肉を奮発したわけではない。彼の口に合うだろうか。

「聡が食べたいなら、作るけど」

「食べたい」

　即答する彼がおかしくて吹き出してしまう。

「でも、すごーく普通の鍋だよ？　聡、もっとすごいもの食べて……」

「志穂ってさ、俺が毎日フレンチのフルコースとか食べてると思ってるわけ？」

「なわけないか」

　会社でコンビニのおにぎりをかじっているのもよく見かけるし、一緒に屋台も行ったし……。特別な日の豪華さには驚いたけれど、あとは意外と普通なのかも。

「それに、どんな有名シェフの料理より、好きな女の作った料理のほうがうまいに決まってるだろ」

　決まってないよ。シェフのほうがおいしいよ！

　でも、『好きな女』というフレーズに照れてしまう。

「ねぇ、もしかして、ハードル上げてる？」

「あぁ、わかる？」

　あぁっ、この人、やっぱりドＳだ。

　とはいえ、買ってきたものを率先して冷蔵庫に入れてくれる彼を見ていると、本当に御曹司なんだろうか、なんて思えてきておかしくなる。

「コーヒー、飲む？」

「あぁ」

「それじゃ、狭いけど座ってて」

　彼の家に比べたら、申し訳なくなってしまうくらい狭い。でも彼は、そんなことを気にしている様子はまるでない。

「それにしても……」

　ソファに座った彼が、私に声をかける。

「なに？」

「志穂のジーンズ姿なんて新鮮だ」

「あっ、ごめん。ラフすぎる？」

〝ちょっとそこまで〟という服装だから、気を抜きすぎたかなと心配したけど……。

「いや。なかなかいいなと思って。まぁ、スカートのほうが脱がせやすいけど」

　不敵に微笑む彼は、私の頭から足まで舐なめるように視線を這わせる。

「なん、てこと言ってるのよ。絶対に聡の前ではジーンズをはこう」

　狭い部屋にふたりきり。きわどい発言は冗談だとわかっていても、私の顔を真っ赤に染める。

　私はなんとか気を取り直して、コーヒーをふたつ持って彼のところに行った。

「サンキュ」

　そう言ってコーヒーを受け取った彼は、自分の座るソファの隣をポンと叩く。

「あ、いいよ、私は床に座るから」

　ソファは小さい。隣にくっついて座るなんて緊張してしまう。それなのに……。

「志穂」

「はいっ」

　彼のテノールの声が私の鼓膜を揺らすと、なぜだか背筋が伸びる。

「ここ」

　たった二文字で私を威圧する彼は、自分の隣を指差した。

『そんなに近くなくても大丈夫じゃない？』なんて言える雰囲気ではない。

　私はコーヒーを一旦テーブルに置くと、仕方なく彼の隣に座る。

　会社のときは顔を突き合わせて仕事をしてもこんなにドキドキしたりしないのに、素の彼は色気がありすぎて、まともに顔を見ることもできない。

「コーヒー、飲まないのか？」

「あっ、飲む」

　緊張をほぐそうと小さく深呼吸すると「飲ませてほしいの？」と聞こえた気がする。思わず彼を見つめると「やっと見た」と言われてしまった。

「えっ？」

「さっきから、ちっとも目を合わさない」

「そ、そんなことないよ」

　だって……緊張するじゃない。

「志穂、思った以上にウブなんだな。しつけ甲斐がありそうだ」

「しっ……」

　しつけって！

「安心しろ。俺がもっといい女に仕立ててやる」

　彼はそう言うと、テーブルの上のコーヒーを取り、私に握らせた。

「ま、とりあえず落ち着け」

　オロオロしているのはバレているらしい。

　コーヒーをひと口飲むと、緊張がほぐれる……なんてことはまったくなく、どうしていいのかわからないほど動揺していた。

「俺、こうして触れているのが好きなんだよね。だから慣れてくれる？」

　彼は実に自然な仕草で私の背中に手を回し、腰を抱く。そして、コーヒーをこぼしそうになった私からカップを奪い再びテーブルに置いた。

「で、でも……」

「志穂がこうして俺の肩に寄りかかったりすると最高だ」

　聡が私の頭を自分の肩に誘導する。これじゃあ、まるで私が甘えているみたい。

　でも……私、本当はこういうことをしたかったのかもしれない。賢は絶対に許してくれなかった。キスやエッチはしても、あとはサバサバしていたというか、手をつなぐことすらほとんどなかった。

「こうして触れ合っているだけで、気持ちいいだろ？」

　本当にそうかも。こうしてどこかが触れていると、心まで温まる。

「……うん」

　思わず素直に返事をすると、彼は私の頭を撫で始めた。

「それじゃあ、もっと触れ合おうか。裸になって――」

「ち、ちょっと！」

　慌てて勢いよく彼から離れると、「なんだ。最高にいい流れだったのに」とクスクス笑っている。

「もう、帰ってよ！」

　口を尖らせて反撃すると、「帰らないよ。志穂のそばにいたいから」なんて甘いひと言で、あえなく撃沈。イジワルを言ってみたり、とびきり甘くなったり……。私はそれに振り回されっぱなしだ。

　それから再び向かいにクッションを置いて座ったけれど、なんか寂しい。やっぱり隣にいたかったのかも。

　コーヒーを飲み終わり彼を見つめると、目が合ってしまい慌てて逸らす。

「志穂。目が寂しがってる」

「あっ……」

　彼はあっという間に私の手を引き、再び隣に座らせる。

「お前は、ここにいろ」

「……うん」

　会社の仮面を外した彼は、どこまでも強引で……だけどイヤな気はしない。それが、私が望んでいる恋人の姿だからだ。特になにをしなくても隣にいられるだけで胸がときめき、幸せを感じられる。そんな関係が理想だった。

　そのあと、彼がつけたテレビをふたりで見ていた。テレビを見るというなにげない行為がこんなに楽しく感じられたのは、隣で聡が笑い声を上げながら、私の腰を抱いていたからだと思う。

　そして、日が暮れかけてきた頃、鍋を作ることにした。

　今日は豆乳鍋。さっき彼にプレッシャーをかけられたけど、なんとかなるでしょ。

「志穂、土鍋なんて持ってるんだ」

「うん……。初めて使うけど」

　ひとり鍋はやっぱり寂しいもの。賢はそんなことをしたがらなかった。

　すると、彼はケラケラ笑いだした。

「志穂の初めては俺のものだな」

　その誤解するような言い回しはやめてほしい。でも、そんなふうに喜んでくれる聡と、初めて作る鍋を一緒に食べられるのはうれしかった。

　鍋の中身は、しめじやえのき、豆腐に豚肉。あとはニンジンや白菜を入れ、豆乳と味み噌そで味を調整する。仕上げにごま油をちょっと加えると、風味豊かに仕上がった。

「んー、いい匂いだ」

　まったく料理をしないという彼は、時々覗きに来て味見をしたがったものの、お預けをしておいた。空腹も味付けのうちだ。

「いただきます」

　ふたりでつっついた鍋は本当においしかった。それは、彼が満面の笑みを浮かべながらどんどん食べ進めてくれたからだろう。舌が肥えているはずの彼に「うまい」と褒められると、テンションが上がる。

「そういえば、明日はなにしてる？」

　聡は白菜に手を伸ばしながら、私に尋ねた。

「特に予定は入ってないかな」

「じゃあさ、俺ん家ちに来いよ」

「えー、なんか危険な匂いがする」

「なんでバレてるんだ」

　彼は白菜を咀嚼して飲み込んだあと、クスッと笑う。

「なんでって、今までの行いを思い出してよ」

「えー、そうですかぁ？　我妻さん、厳しいですね」

　瞬時にいつもの仮面をつけて言うから、吹き出しそうになった。

「当然です」

「仕方ないなぁ。迫るだけで我慢するよ」

「迫るの？」

　彼の大胆な発言に目を見開いた。

「当たり前だろ。好きな女と一緒にいられるんだぞ。迫らないなんて、男じゃない」

　なにを勝手な……。

　でも彼から私への愛を感じられ、胸がキュンと疼く。

「じゃあ行かない」

　ちょっとドキドキしたことは顔にも出さず、すねたフリをしてみる。

「わかったよ。迫りません」

　聡は両手を上げて、〝降参〟のポーズ。

「ぜったーい、なにもしないって約束だからね」

「わかってるよ。でも、志穂の気持ちが変わったら、俺は知らないぞ」

　私の気持ち？　私……もしかして、彼とそういう関係になることを望んでる？

　ハッとして彼を見つめると、目が合ってしまった。

「志穂のほうから、抱いてくれって言わせてやる」

「言、わない！」

　でも聡が口にすることは、本当に現実になりそうな気がしてしまう。仕事でも、彼がやると言って実現しなかったことは一度もない。

　少し作りすぎたかもしれないと思ったけど、彼は鍋を全部食べてくれた。

　皿洗いを手伝ってくれた彼が「今日は帰る」と言いだしたので、拍子抜けした。

　今まで強引に迫っていたくせして、あっさり帰るとは思っていなかった。そして、それをなんとなく寂しく思ってしまうのは、確実に彼に惹かれている証拠。

　玄関で靴を履き始めた彼をじっと見ていると、彼は私の視線に気がついた。

「抱いてほしくなった？」

「ち、違っ……」

　恥ずかしくてうつむくと、彼は私の頭をポンと叩く。

「いつまでも待ってるから、志穂のペースでいい」

「えっ？」

「その代わり、必ず言わせるからな。抱いてって。それじゃあな」

　私が唖然としていると、彼はあっという間に去っていった。

　あんなに強引な言葉を吐くくせに、ちゃんと私のことを考えてくれている。そんな彼の優しさに、また少し心が動いた気がした。




　次の日。彼は、九時過ぎに車で迎えに来てくれた。

「志穂、朝飯食った？」

「うん、軽く。聡は食べてないの？」

「まぁ、ね。ということで、ブランチ」

　軽く食べたと伝えたのに、彼は食事をする気満々らしい。

　どこかレストランにでも行くのかと思ったら、聡はカフェでサンドウィッチを買い、車を走らせた。

「どこ行くの？」

「え？　デート」

　デート？　聡の家でゴロゴロするのだとばかり思っていたのに、違うの？

　彼はなにも言わずに車を走らせ、やがて海の近くまでやってきた。

　今日は天気がいい。太陽の光が海面に反射して、キラキラと幻想的な雰囲気を醸し出している。

　海に来たのなんて何年振りだろう。打ち寄せる波を見ていると、心が穏やかになる。

　しばらく海岸に沿った道を走ると、彼は駐車場に車を停めた。

「お嬢さん、大自然の中で贅沢なブランチしませんか？」

「なによ、それ」

　彼が手の平を差し出したので、思わず握った。

　砂浜には誰もいなかった。冷たい海風が容赦なく吹きつけてくる。

「ここにするか」

　大きな石を見つけた聡は、その上に私を座らせ、自分も隣に座った。

「はい」

「ありがと」

　温かいコーヒーを彼から受け取り手を温める。

「思った以上に寒かったな」

　彼はコーヒーを自分の頬にくっつけている。

「なによ。リサーチ不足？」

　デートってどこに行くのかと思いきや、寒い海岸だったなんて。

「いや、リサーチ通り」

　彼は自分のダウンコートのファスナーを開けると、私の肩を抱き寄せ、コートで包み込んだ。

「これが目的」

「まったく……」

　呆れたように言いながらも、恥ずかしさに頬が赤らむ。

「志穂も食え」

　サンドウィッチを出した彼は、私にもひとつ持たせ、大きな口で食べ始めた。

　彼との距離が近すぎて、食べるどころではないんだけど……。

「ここ、小さい頃、よく来てたんだよな」

「そうなの？」

　適当に車を走らせたのかと思ったら、そうではないらしい。

「すぐそこに別荘があるんだよ。俺、すごい泣き虫だったらしくて、でもここに連れてこられると、一日中ニコニコしてたんだってさ」

「へぇ」

　この腹黒王子、泣き虫だったんだ。想像できない。

「俺にとっては思い出の場所なんだ。だから、お袋が死んじまうまで、毎年大おお晦みそ日かにはここに来てた」

「お母さん、亡くなってるの？」

　そんなこと、ちっとも知らなかった。

「あぁ、プレッスルに来る一年前に。お袋は、その別荘に住んでたんだ」

「別荘に？」

　どうしてお母さんは、本宅ではなく別荘に住んでいたのだろう。

「うん。親父が愛人作って、でもお袋は傘下の会社の元社長の令嬢で、別れるに別れられなかったんだろうな。宮城グループを離れるとなると、経営が厳しくなるからと」

『愛人』って……驚きすぎて声も出ない。

　でも、こんなに悲しい話をしているのに、彼の表情は穏やかだった。もう吹っ切れたのだろうか。

「俺、本当は親父に復ふく讐しゅうする気でプレッスルに来た。会社を乗っ取ってメチャクチャにして、お袋の無念を晴らしてやるってね。でも志穂がいてくれたから、バカなことはせずに済んだ」

「どうして、私？」

　突然名前を出されて目を見開く。

「こんなに必死になって頑張ってる人がいるんだと、心が動いた。俺の憎しみのために、志穂の未来を奪う権利なんてないと思い知った」

　彼はそこまで言うと、コーヒーをゴクンと喉に送った。

　よくわかんないけど、私、役に立ったのかな？

「会社、継ぐんだよね……」

　私は確認するように聞いた。お父さんのことを恨んでいるのなら、宮城グループからいなくなってしまうのではないかと、ふと不安になる。

「あぁ。御曹司なんて面倒なことばかりで、正直、自分でもこんな結論を出すとは思ってなかった。でも、志穂と一緒に仕事をしていたら、なにかに夢中になって取り組むのは気持ちがいいものだと知った。それなら、頂点を極めてやろうって。じーさんが必死に立ち上げた会社を守りたいと思ったしね。今はすごく楽しいよ」

「よかった……」

　私がそう言うと、彼は私の肩に手を回して抱き寄せる。

「でも、簡単じゃない。未熟な俺に務まるのかって、不安になる」

　自信家だと思っていた彼の意外な一面を見た。でも、聡なら大丈夫。一番近くで彼の仕事ぶりを見てきて、そう確信している。一社員だからと手を抜くことなく仕事に励む様子は、営業部の皆の認めるところだ。

「聡なら、やれるよ」

「志穂……。ありがとう。でも、志穂にそばにいてほしい」

　彼はソファでしたように、私の頭を抱えるように自分の肩に寄りかからせた。

　こうしていると、本当に付き合っているみたい。互いの将来の夢について語り合ったり、不安をさらけ出したり……。信頼している人にしかできないことだ。

　でも、私はなにも答えなかった。

　彼の未来のビジョンに私を入れてもらえているのは、本当にうれしい。もしかすると私をここに連れてきてくれたのは、お母さんに紹介してくれたということなのかもしれない。だけど、真剣に考えてくれているからこそ、安易な答えはしたくない。

「それじゃ、行くか」

「うん」

　寒すぎて食べきれなかったサンドウィッチは、そのあと、車の中で食べた。少しマスタードの効いたこの味は、彼の思い出と共に私の心に刻まれた。

　それから彼の部屋に直行した。

　ベランダから見える景色は圧巻で、いつまでも窓に張りついて見ている私を彼は笑った。

「もう、ここに住めばいいのに。そうしたら毎日見られるぞ？」

　隣に立った彼は私の腰にさりげなく手を回し、遠くを眺めながら言うけれど……こんなに素敵な景色を見てしまうと、余計に身分違いだと思ってしまう。

　曖昧にごまかして微笑むと、彼は少し困ったような顔をした。

「コーヒーでも飲むか？」

　それでも彼は気持ちを切り替えるようにそう言ってくれた。

「うん」

　コーヒーを入れ、大きなソファに移動すると、彼はチョコレートを持ってきた。

「志穂、チョコ好きだろ？」

「うん。なんで知ってるの？」

「だって会社のデスクの引き出しに、いつも入ってるじゃん」

　そんなことまで覚えてくれているんだ。

「疲れると甘い物が欲しくなるでしょ？」

「そうだな。俺は志穂が欲しくなるけど」

「だから、それがいけないの！」

　いちいち私を絡めないで。恥ずかしくてたまらない。

「ホントのことだから仕方ないだろ」

　彼は私が真っ赤になるとわかっていて、わざと耳元で囁いてみせる。そのあふれ出るフェロモンをなんとかしてほしい。

「テレビでも見るか」

　ドギマギしている私とは対照的に、聡は平然とリモコンを手にした。

　テレビは、年末の特番だらけ。彼は何度かチャンネルを変えたあと、隣に座る私の膝に頭を乗せ、寝転んだ。

「ちょっと聡、なにしてるの？」

「俺、これがしたかったんだよね」

　まったく悪びれる様子もない彼は、どこうとしない。

『したかった』って……。こんなことされたら、テレビに集中できない。

　拒否しようかとも思ったけれど、こうしていることに意外にも幸せを感じてしまった私は、勝手に胸を高鳴らせながら、じっとしていた。

　それからしばらくはお笑い番組を見ながら笑い声を上げていた聡が、まったく笑わなくなった。不思議に思って彼の顔を覗き込むと……。

「寝てる……」

　目を閉じて気持ちよさそうに眠っている。

　私は衝動的に彼の柔らかい髪に触れた。

　疲れているのだろう。自分の仕事だけでなく、営業部の売り上げについて常に気にかけ、その上他の人への気遣いも忘れない。さらに、例の〝仮面を被る〟という仕事まである。これらを全部こなすには、相当な努力が必要なはずだ。でも、御曹司なら当たり前と言われてしまうのかもしれない。

「聡、大変なんだね。でも今は、幸せそうな顔してる」

　こんなときくらいしか御曹司を休めないんだ。

　こうして私の前で素の姿をさらけ出し無防備に眠る彼に、心が吸い寄せられる。

　私が鉄の女なんかじゃないことに気づいてもらえて心の重荷が下ろせたように、彼も御曹司だからとチヤホヤされるのがうれしいわけではない。そのことに気づいた私が、彼の癒やしになっていればいいのだけど……。

　そんなことを思いながら、彼の目にかかる髪をそっとよけた。




「――あれっ」

　彼の顔を見ているうちに、私まで座ったまま眠っていたようだ。目を開けると、毛布がかけられていた。

「おはよ」

　キッチンから聡の声がする。

「ごめん、私……寝ちゃった」

「いいよ。俺も寝てたし。それに、なんかすごく幸せだったから」

　私も幸せだった。なにをするでもなく、ただこうして時間を共有するだけで穏やかな気持ちになれるなんて不思議。

　照れくさくてうつむくと、淹れ直したコーヒーが差し出される。

「ありがとう」

「それにしても、男の部屋で普通に寝るって……」

「あっ、ごめん」

「俺の前だけにしろよ」

　彼も隣に座り、私を見つめて微笑むから、恥ずかしくて視線を逸らした。

「……うん」

「さて、それ飲んだら、今日は送る」

　もう少し、一緒にいたいな。

　でも、まだ付き合うという踏ん切りがつかず、素直に送ってもらうことにした。

　家の前で車を降りると、彼も降りてきてくれた。

「志穂。俺……明日と明後日、実家に顔を出さないといけないんだ」

「そっ、か……」

　もしかしたら冬休みの間、こうしてふたりで過ごせるんじゃないかと期待していた。でも、それが叶かなわないと知り、少し落胆する。

「そんなに悲しげな顔するなよ。離したくなくなるだろ」

　フーと大きな溜め息をついた聡は私の腕を引き、抱き寄せる。こうして抱きしめられたのは何度目だろう。彼の腕の中はいつも温かい。

「でも、三十一日の夜、来ていいか？」

「大晦日に？」

「うん。志穂に一番に『おめでとう』を言いたい」

　なんだか鼻の奥がツーンとする。こんなに大切にされて、私、幸せだ。

「うん。待ってる」

　それは社交辞令ではなく、心からの言葉だった。




　聡と過ごした時間が楽しすぎて、それからの二日間はなんだか心にポカーンと穴が開いたかのようだった。

「すごい影響力ね」

　思わずそうつぶやいてしまうほど、彼は仕事だけでなく、プライベートにまで存在感がある。

　聡からもらった指輪は、欠かさず薬指に収まっている。まだ身分違いの恋に踏み出すことにためらいはあるものの、気持ちはすっかり聡に奪われている。

　結局、二日間は大掃除に明け暮れて終わってしまった。

　そして迎えた、大晦日。二十時を過ぎても連絡はない。

　実家で捕まっているのだろうか。グルーブトップの父を持ち、その後継者となれば、年末の挨拶に忙しいのかもしれない。でも、お父様のことをあまり快くは思っていないようだったけど、大丈夫かな……。

　それから雑誌を読みながら、何度もスマホをチェックしていると、突然震えだしたスマホに驚きすぎて落としそうになった。聡からの電話だ。

「もしもし」

『もしもし、俺。遅くなってごめん』

　時計を見ると、もう二十二時半を回っている。

「ううん。実家にいるの？」

『今、志穂の家に向かってる。あと二十分くらいかな。出かけるから準備しておいて』

「出かけるの？」

『うん。それじゃあ、あとで』

　彼はそれだけ言うと、電話を切ってしまった。

　聡は、きっかり二十分でやってきた。驚くことに、スーツ姿。やはり仕事をしていたようだ。

「お疲れさま」

　会社での癖でそう声をかけると、「私服の志穂に言われると、新婚みたいだな」と言われて、こちらが照れてしまう。たしかに、旦那様を迎える新妻のようだ。

「行こうか」

「うん。でも、どこに？」

「除夜の鐘、つきに行こう」

　そっか。以前、そんなことを言っていたような……。

「わかった」

　私はコートを羽織り、彼の車に乗り込んだ。

　近くの寺はさほど有名というわけではないけれど、それでも人でごった返していた。

「俺、煩悩だらけだからなぁ」

　そう言って、聡はクスクス笑う。

「ダメじゃない」

　そう言いつつも、自分も煩悩だらけだと思い直して、溜め息が出る。

　賢と付き合っていた頃は、私をもっと見てほしいという欲求にまみれていたし、浮気が発覚したときは、総務の女と地獄に落ちろーなんて怖いことも考えた。

「志穂、どうした？」

「あっ、ううん。私も相当ダメなヤツだなと思って」

　すると彼は私の手を握り、またポケットに入れた。

「ダメでもいいだろ。俺たちは仏様じゃないんだ。皆、煩悩だらけさ。誰かに怒りの感情を持ったとしても、それは仕方のないことだよ」

　私の気持ちを覗いたかのような発言に驚いた。でも、仕方がないと言ってもらえて、ちょっとホッとする。私の心が狭いわけではないと言ってもらえた気がした。

「俺だって野望だらけだ。仕事で成功したいだろ？　あと、志穂とシたいだろ？」

　ポケットの中の手をいっそう強く握りしめ、彼がそんなことを口にするから、目が泳いでしまう。

「もう、そういうこと……」

　言わないでよ。冗談だとわかっていても、うまく切り返せない。

　それから長い列に並んだあと、聡と一緒に鐘をついた。

「けっこうすごかった。ボワーンって！」

　初めて鐘をついた私が興奮気味に言うと、彼が「来年も来ような」と笑うから、小さくうなずく。

　一年後も、同僚という枠を超えて彼のそばにいるのだろうか。でも、いられればいいな。そんなふうに思えた。

　そのままお寺で新年を迎えると、「あけましておめでとう」と聡が笑顔を向ける。

「おめでとう、聡」

　それから彼と一緒に、仏殿の前で手を合わせた。

「なにを願ったの？」

「去年のお礼と、志穂が手に入りますようにって」

　聞かなければよかった。照れくさくて顔が火照る。

「志穂は？」

「内緒」

「なんだよ、言えよ！」

　本当は、『聡と幸せな時間を持てますように』と願った。でも、恥ずかしいから絶対に言えない。

「なぁ、志穂」

　急に声のトーンを下げた彼は私の右手を握り、あの指輪に触れる。

「ん？」

「これからもずっと、俺と一緒にいてくれないか？」

「聡……」

　まるでプロポーズのような彼の言葉に、動揺してしまう。

「俺はこの先、志穂のことしか見ない」

　彼のストレートな告白に、胸が疼く。

「うん。ありがとう」

　そう口にしながらも、視線を合わせられずうつむいた。

　私には、まだ覚悟というものがない。会社を背負う彼と共に歩いていくということは、簡単ではない。ただ好きな人と手と手を取り合って、というだけでは済まない。

　でも……彼の隣を歩くのが別の人だと考えると、辛い。もう私の心の中を占領している彼の存在を、認めないわけにはいかなくなった。

「さて、寒いから帰るか。志穂、今日は俺の家に泊まれよ」

　そんなことを急に言われても困る。

「泊まらないわよ」

「なにもしないから」

「信用ない」

　とはいえ、彼が手を出してこないことはわかっている。私の覚悟ができるまで待ってくれるだろう。

「信用しろよ」

　彼はクスッと笑うと、私の腕を引き寄せ、突然抱きしめた。

「一緒にいたいんだ」

　ギュッと胸が締めつけられるのを感じながら、彼の背中に手を回す。

　だって心地いいんだもの。彼に抱き寄せられると、守られている気がして安心する。

「着替えが、ないから」

　私も一緒にいたいのに、素直になれない。

「大丈夫だ。コンビニでパンツ買ってやる」

「そんなの、自分で買うわよ！」

「それじゃあ、泊まるんだな」

「あっ」

　彼は〝してやったり〟という顔をして、私の顔を覗き込む。この人が黒い顔を持つ王子様だということを忘れていた。

　ニヤリと笑う彼は、「さー帰るぞ」とうれしそうに言った。

　結局、彼の手の上でコロコロと簡単に転がされている私は、コンビニで必要なものをそろえて彼の家に向かった。

「風呂を沸かすから、先に入って」

　彼に勧められ、ありがたく先に入らせてもらうことにした。

　タワーマンションの浴室は、私の家の浴室の二倍の広さはあった。ジャグジーのついている広い浴槽で、子供のようにはしゃいでしまった。

　彼が貸してくれたジャージを着ると、ブカブカすぎて笑ってしまう。何度も裾を折ってはいたズボンは、腰回りもダブダブだった。

　そのあと、彼も入浴を済ませ、半袖のＴシャツを着て戻ってきた。Ｔシャツの腕から覗く筋肉質な腕は、〝男〟を主張している。

　見てはいけないものを見てしまったような気がして不自然に目を逸らすと、彼は「あはは」と笑いだした。

「志穂、ブカブカだ。子供みたいだな」

「聡が大きすぎるの！」

　視線を合わせられないまま言うと、彼はやっとスエットを着てくれた。そして……。

「さ、一緒に寝るぞ」

　なんだか聡の目が輝いている。

「え！　一緒には無理。私、ソファでいい」

「もう寝た仲だろ」

　それを言われるとなにも言えない。でも、酔っていたあのときとは違う。

「それでも、無理！」

　激しく拒否したのに、彼はお構いなしに私の腕を引く。

「抱きしめるのはいいだろ？」

「えっ、あの……」

　もう何度も彼の腕の中のぬくもりを貪っているのに、改めて言われると動揺を隠しきれない。

「志穂を感じていたいんだ」

　そこまで言われたら、イヤだなんて言えない。結局、彼の強い言葉に思わずうなずいてしまう。

　すると、少し口角を上げた彼は不意に私を抱き上げた。そして私を寝室まで軽々と運び、ベッドに下ろす。

　こんなことをされると、胸の高鳴りを抑えられない。

「志穂」

　少し潤んだような彼の瞳が、私をじっと見下ろしている。

「好きだ」

　ストレートすぎる彼の言葉が、胸にズドンと突き刺さる。

　私も……好き。失恋したばかりだけど、聡がその傷を見事に癒してくれた。ううん、それだけじゃない。大切にされる幸せを教えてくれた。

　胸がいっぱいでなにも言えないでいると、彼が顔を傾けながら近づいてきた。そして……私の唇に彼の熱い唇が重なった。

　拒めなかった。『なにもしないって約束したでしょ！』とは言えなかった。それは、私も彼のキスがほしかったからだ。

「志穂」

「……うん」

　なぜだか涙が流れる。

　すると、それに気がついた彼が、関節の太い指でそっと拭ってくれた。

「お前を一生愛してやる。だから、一緒にいてほしい」

　まだ付き合っているわけじゃないのに、これはプロポーズ？　いや、もう心はとっくに彼に奪われている。愛される喜びを教えてくれた彼とずっと一緒にいられたら、どんなに幸せだろう。

「聡……」

　止まらなくなった涙が、シーツに吸い込まれていく。

　彼の背中に手を回してギュッと掴まると、彼は私のまぶたにキスをした。そして「志穂がなんと言おうと、もう離すつもりはないけどな」とつぶやいたあと、隣に体を横たえ、私を腕の中に誘った。

　はっきり返事をしなくても許してくれるのは、私の戸惑いがわかっているからだろう。大きな会社を背負う彼の妻になることが、どれだけの重圧を伴うものなのか、おそらく彼自身が一番わかっている。

「今日は、このまま寝よう」

「うん」

　キスはしたけれど、彼はそれ以上進もうとはしなかった。




　眠れないかもしれないと思ったのに、いつの間にか眠っていた。目覚めると、隣で寝息を立てているはずの聡はもういない。

　ベッドを抜け出しリビングに顔を出すと、彼はコーヒー片手に窓から外を眺めていた。気配に気づいた彼が、私のほうを振り向く。

「起きたのか」

　起きたてらしい彼は、コーヒーで目を覚ましているところなのか、まだ着替えも済んではいない。

　ちょっと寝癖のついた無防備な姿を見ると、妙に照れる。こんな姿を会社の誰も知らないかと思うと、ドキドキした。

「うん。おはよう。ごめんね、寝すぎちゃった」

「そんなことない。昼から出かければいいから」

　昼から？　なんのこと？

「どこ行くの？」

　聡は私の問いかけに答えることなく近づいてきた。

「すっぴん、きれいだな」

「ちょっと、なに見てるの！」

　慌てて顔を手で覆ったのに、彼に外されてしまった。

「どうして？　きれいだって言ってるんだぞ？」

「そんなこと言ったって……」

　メイクをしていないと心まで丸裸にされているようで、落ち着かない。

「俺は、そのままの志穂が好きなんだ。だから俺の前で背伸びなんてするな」

　どうして聡は、いちいち私の頬を真っ赤にしたいのだろう。

「あっ、でも俺にキスしたいときだけ、背伸びＯＫ」

　彼がそう畳みかけるから、昨日のキスを思い出して頭が真っ白になってしまう。

「それとも、かがもうか？」

　聡が私の耳元でつぶやいた。

「い、いいから……」

　彼と一緒にいると楽しいけど、心臓が持たない。

「さて、飯どうする？」

　彼は素知らぬ顔で話題を変えた。

　あれ……こんなにドキドキしているのは私だけ？

　胸の高鳴りを抑えつつ時計を見ると、もう九時を過ぎている。

「冷蔵庫、なんかある？」

「ビールは、ある」

　聡はバツの悪そうな顔をして笑った。

「うーん、なにか作るよ。スーパー行ってくる」

「いや、今日はいい。俺、なにか買ってくるよ。その間に着替えとけ」

　そう言いながら彼がその場でＴシャツを脱ぎ始めるから、慌てて顔をそむけた。

「ち、ちょっと！」

「あれ、照れてるんだ。志穂って、男の裸を見たくらいで照れるんだ」

「そりゃそうよ！」

　そのまま彼に背を向けていたけれど……。

「キャッ」

　うしろから抱き寄せられて、思わず大きな声が出た。

「志穂も脱ぐ？」

「ぬ、脱ぎません！」

「しょうがないなぁ。行ってくる」

　クククと笑う聡が買い物に出かけてしまうと、ヘナヘナと座り込んでしまった。

　私には、刺激が強すぎる。

　バクバクと心臓が激しく打ち続けるのを感じながら、慌てて着替えと化粧を済ませた。聡が帰ってきてからでは危険極まりない。

「ただいま」

　ギリギリセーフ。

　彼が買ってきてくれたのは、チーズがたっぷり入ったベーグルと、野菜サラダ。

「今年最初の食事がこれっていうのも……」

　聡は自分が買ってきたベーグルを手に取り、つぶやく。

「それじゃあ、夕飯は作るよ」

「今日は忙しいからいいよ」

「忙しいの？　それなら、これ食べたら帰る」

　正月から仕事なんだろうか。御曹司も大変なんだな、と思っていると……。

「忙しいのは志穂もね」

「私？　どうして？」

　私が尋ねても、彼は意味深に笑うだけで教えてくれなかった。

　朝食を食べ終わり、片づけをしていると、彼は寝室でスーツに着替えて出てきた。

「そろそろ時間だ」

　やっぱり仕事？　私は家で待っていればいいんだろうか。

「行って、らっしゃい？」

「あはは。だから志穂も行くんだよ」

　なにがなんだかわからないまま、車に乗せられてしまった。

　彼はどこに行くのか教えてくれないままスイスイと車を走らせ、やがて有名な美容院の前で車を停めた。

「えっ、ここ？」

　出かけるって、ここのことだったの？　そりゃあ最近忙しくて美容院に行けていなかったけど、お正月じゃなくても……。

　しかもここ『アクア』は、カリスマ美容師がいて、なかなか予約がとれないと巷ちまたで評判になっている。

「そう。これから志穂に魔法をかけるんだ」

「魔法？」

　聡は大きくうなずくと、私の手を引き、店内に入っていく。

「いらっしゃいませ」

　すぐにスタッフのひとりが対応してくれた。店内には、初詣に行くために着つけてもらったのか、着物姿の客も数人いた。

「宮城様、渡わた会らいがお待ちしております」

　レストランのときと同じように名乗らなくても、顔パスらしい。でも、渡会という名前、聞いたことがあるような……。もしかして……。

「聡、おめでとう。待ってたぞ」

　奥から出てきたのは、私が想像していた人だった。彼は時々テレビにも出ている売れっ子美容師だ。聡より少し背が低いものの、抜群のスタイルの持ち主の彼は、少し茶色がかった無造作ヘアがよく似合っている。

「匠たくみ、おめでと。連れてきたからよろしく」

　ずいぶんフレンドリーな会話に首をひねると、聡に「コイツ、俺の昔からの友達」と言われて驚いた。

　まさか、そんなつながりもあったなんて……。

「初めまして。渡会です。いつも聡がお世話になってます」

　渡会さんは二重の目を細め、ニッコリ笑う。

「いっ、いえ……」

　特にお世話をしているということはない。いや、賢のことがあってから、むしろお世話になりっぱなしだ。

「それでは、早速こちらへ」

「えっ？」

　慌てて聡のほうを見ると、「行ってこい」と素知らぬ顔。

「どうされました？」

「いえ、なんでもありません」

　渡会さんに急かされ、私は言われるがままについていくことにした。

「こちらにどうぞ」

　店の奥まで連れていかれたと思ったら、あのレストランと同じように個室が用意されている。

　そういえば、モデルや俳優といった有名人がここを使うとテレビで紹介されていたような……。つまり、渡会さんに髪を切ってもらえということ？　聡は『魔法をかける』なんて言っていたけど、そういうことなの？

「えっと、あの……」

「聡から、我妻さんが一番きれいに見えるようにヘアアレンジするよう言われております。さて、どうしましょうか……。お任せいただいてもよろしいですか？」

　渡会さんは私を椅子に座らせると、早速髪に触れる。

　今日、髪をアレンジしてどうするんだろう。でも、わざわざ聡が連れてきてくれたのだから、ここで拒否するのも悪いよね。

「はい、もちろんです」

　それから渡会さんは私の髪をコテで巻き始め、見事な手つきでアップにしていく。

「俺たち、高校の同級生なんですけど、アイツは難しい立場だから、仲間内で一番モテてたくせになかなか彼女も作らなくて。でも転職してから、我妻さんのことばかり話すようになって、やっと大切な人を見つけたのかとホッとしてたんです」

　渡会さんは手を素早く動かしながら、鏡越しにニッコリ笑う。

「そんな……。私なんて、ただの同僚です」

　過度な期待をされても困ると思い、慌ててそう言った。

「我妻さんにとって聡はただの同僚だったかもしれないですけど、アイツにとっては違ったんですよ。今日一緒に来てくださって、うれしいです」

「……はい」

　一瞬、鏡の向こうの渡会さんと目が合ってしまい、慌てて逸らした。

　どこまでなにを話されているのかわからないけど、聡が友達に私のことを話していたのだと知り、照れくさくてたまらない。

「こんな感じでいかがですか？」

　あっという間にアレンジを済ませた渡会さんは、うしろにも鏡を持ってくれて髪形を見せてくれた。

　フワフワに巻いた髪を高い位置で束ねたあと、ランダムにちりばめ、所々にパールのピン。わざと残された後おくれ毛げもコテできちんと巻かれ、すごくゴージャスに仕上がっている。鏡に映る自分が、自分ではないようだ。

「素敵です。ありがとうございます」

　少し興奮気味の私に、渡会さんはそのあとメイクまで施してくれた。アイシャドウは、普段使わないピンク系。そしてアイラインを少し太めに入れ、パールの入ったグロスを唇にたっぷり載せられると、いつもよりかわいらしい雰囲気に仕上がった。

　これが、私？　本当に魔法がかかったかのようだ。

「本当におきれいです。聡が夢中になるのもわかる」

「いえっ」

　渡会さんが何度も小さくうなずくから、恥ずかしくて顔を伏せる。自分にそんな価値があるとは到底思えない。

「さて、次はこちらへ」

　それから私は、すぐうしろにかけられていたドレスを見せられた。目の前には、色とりどりのドレスがずらり。スカート部分がフワフワのかわいらしい物から、体のラインが出そうなセクシーな物まで、所狭しと並んでいる。

「聡がいくつかそろえたのですが、どれがよろしいですか？　我妻さんが気に入ったものを、と言ってましたけど」

　聡がそろえたって……私のために？

「あの……」

「今日はシンデレラになってください。聡、喜びますよ」

　そんなこと言ったって……。目の前にあるドレスはどれも素敵で、選べない。でも、こんなドレスを着てどうするの？

「聡、呼びましょうか」

「はい」

　どうしたらいいのかわからず立ち尽くしていると、渡会さんが聡を呼んでくれた。

　すぐにやってきた聡は、私を見つめて動かない。

「あっ、あの……どう、かな……」

　穴が開くほどの勢いで見つめられて、思わずうつむいてしまう。

「匠、席を外せ」

「はいはい」

　聡に急かされて渡会さんが出ていってしまうと、彼は私のところまでやってきて、じっと見つめる。

「きれいだよ、志穂」

　彼がそう言いながら頬に手を伸ばすので、ビクッと震える。

「あ、ありがとう……」

「匠に触れさせたのだけが気に食わない」

　聡は少し不機嫌な顔を見せる。

「しょうがないでしょ？」

「それでも嫉妬するんだよ。志穂があんまりかわいいから」

「そんな……」

　聡と比べたら、なんの取り柄もなく平凡すぎる私なのに嫉妬してくれるなんて……なんだか信じられない。

　それから聡は、一枚のドレスを私にあててみた。

「やっぱりこれだ。これにしよう」

　彼が手に持っているのは、かわいらしいピンクのドレス。上半身はとてもシンプルなノースリーブの形だけど、スカートの部分は上質なシルクシャンタンの生地の下にフワフワのチュールが幾重にも重なっている。まるでハーフ丈のウエディングドレスのようだ。

　いつも寒色系の色ばかりを選ぶ私にはピンクなんて似合うはずがないと思ったけれど、彼はこれを選んだ。

「志穂はクールなイメージがあるけど、実はかわいい一面もあるからな。こういう色、似合うと思ってた」

　聡の口から飛び出す言葉は、みるみる私の体を火照らせる。

「でも、ドレスなんて着て、どうするの？」

　肝心なことを聞き忘れていた。でも「それはまだ秘密」と教えてくれない彼は「早く着替えて」と部屋を出ていってしまった。

「魔法……かかったか、な」

　着替えが済むと、大きな鏡に自分の姿を映してみる。こんなにドレスアップしたのは初めてで、なんだか緊張してきてしまった。

「志穂。もういいか？」

　ドアの向こうから聡の声がする。

「うん」

　私が返事をすると、すぐに彼が入ってきた。それなのに彼は私をじっと見つめたままなにも言ってくれない。

　やっぱり似合っていないんだと心配になると、彼は私に近づいてきて、ようやく口を開いた。

「完璧だ。思った通り、よく似合ってる」

『完璧』は言いすぎだ。でも、新しい私を彼が見つけてくれた気がしてうれしかった。

「行こうか」

　聡は私の手を取り個室を出た。

「我妻さん、よくお似合いです」

　渡会さんまで褒めてくれるから、照れくさくてたまらない。

「ありがとうございます」

「聡をよろしくお願いしますね」

「えっ……あっ、はい」

　もうすっかり彼女扱いされて戸惑ったものの、笑顔の渡会さんにそう返事をした。

「匠、サンキュ。また今度」

　聡は渡会さんに軽く手を挙げてお礼を言う。

「おぉ、頑張れよ」

『頑張れ』って、なにを頑張るのだろうと思いつつ、美容院をあとにした。

　私を再び車に乗せた彼は、大通りをひたすら進んでいく。

「聡、どこに行くの？」

「うん」

『うん』じゃわからないんだけど……。なんだかイヤな予感がする。

　しばらく行くと、彼は誰もが知る高級ホテルの駐車場に車を停めた。

「今日ここで、政財界の重鎮が集まる新年パーティーがある。俺も顔を出せと言われてるんだ。さあ、行こうか」

　ごく普通の顔をして、ごく普通のテンションで話す彼だけど、私は彼を見つめたまま固まってしまった。

　私に同伴しろってこと？　聡は慣れているかもしれないけど、私には無理。

「ちょっと待って。そんなこと聞いてない」

「言ってないからな。言ったら来ないだろ」

　聡は涼しい顔をしている。

「当たり前でしょ！」

「ここまで来ちまったんだから、あきらめろ」

　あぁ、やられた。策士な彼に完敗した気分。

　フーと盛大な溜め息をつくと、「我妻さんは窮地に追い込まれたほうが力を発揮しますからね」と、仮面を被った聡がニッコリ笑う。

「私、そんなところに行ってもどうしていいかわかんないよ。聡に恥をかかせることになる」

　必死に訴えるけれど、素の顔に戻った彼は「俺と一緒にいれば大丈夫」と車を降りてしまった。そして再び王子スマイルをさく裂させると、スマートに助手席のドアを開けてくれる。でもその目は、『降りなさい』と言っていた。

「もう……」

　こうなったら仕方がない。意を決して車を降りると、彼はすぐに私の手を握り、自分の腕に掴まらせた。

　フロントに行くと、「宮城様」とすぐにホテルマンが飛んでくる。どうやらここも顔パスらしい。

「お車は？」

「自分で入れておきました」

「言っていただければ、私共でいたしましたのに」

　そうか。彼みたいなＶＩＰは玄関に横付けするのが普通なのかもしれない。

「いえ。心の準備が必要な人がいましたので」

　聡がそう言うと、ホテルマンは首を傾げながらも「はい……」と了承した様子。

　その人、正確に言うとまだ心の準備はできておりませんが……。

「ご案内します」

　ホテルマンについていくと、大広間に通された。

「え……」

　ドアの向こうは別世界。テレビで見たことがある政治家がいたり、凶器になりそうなほど手にいくつもの大きな指輪をつけたマダムがいたり……。もう既に始まっている立食パーティーの会場には、きらびやかな世界が広がっていた。

　彼はこんな世界に住んでいるんだ。あぁ、庶民は場違いだ。

　思わず眉間にシワを寄せると、聡が「顔が怖いぞ」と囁く。そしてウエイターからジュースを受け取り、私にも渡してくれた。

「適当に笑ってればいいから。そういうの得意だろ？」

『それはあなたでしょ！』と言いたいのをぐっとこらえ、目の前を通っていく人に笑顔で会釈してみる。営業スマイルは得意だけど、緊張しすぎて顔がこわばる。

「そう、その調子」

　聡もまた王子スマイルを全開にして頭を下げながら、私を連れて奥のほうに入っていく。すると「聡。遅いじゃないか」と貫かん禄ろくのあるオジサマに声をかけられた。

「申し訳ありません。こういう場は得意ではありませんので」

　そう返した聡は、「父だよ」と私に耳打ちする。

「えっ！」

　お父様までいらっしゃるとは聞いていない。これもまた、わざと言ってないんだろうけど……。

「お嬢さんは？」

「はい。我妻志穂さんです。私の大切な人です」

　突然『大切な人』なんて紹介されて焦る。

「はじめまして。我妻です」

　自分でも声が震えているのがわかる。でも、どうにもならない。

　挨拶をして頭を上げると、お父様の顔が険しくて息が止まりそうだった。

「どういうことだ。今日は華はなさんも来ているんだぞ」

「承知しております。ですが、私は縁談をお受けするとは言っておりません」

　聡はお父様から視線を逸らすことなく、キッパリと言い切った。

　縁談？　どういうこと？　華さんというのがその相手なの？

　予期せぬことだらけで、頭の中が混乱してしまう。

「いい加減、自分の立場をわきまえろ。自由に恋愛をしてもいいと言った覚えはない」

　お父様が怒り気味に言うので、驚いてしまった。

　御曹司って、恋愛すら許されないの？　そりゃあ、昔はそういう時代もあったかもしれない。でも……今もまだ、そんなことを言う人がいるの？

「失礼ですが、どちらのご令嬢かな？」

　お父様は、今度は私に矛先を向けてきた。

「あっ、あの……」

「彼女はプレッスルで働いている同僚です。私が好きになりました」

　困っていると、聡がすかさずフォローしてくれた。すると、聡の言葉を聞いたお父様の顔がみるみる赤く染まっていく。

「同僚、だと？」

　どすの利いた声は、周囲のざわつきにまぎれてはいたけれど、確実に私の心にダメージを与える。

「はい。彼女との結婚も考えております」

　お父様とは対照的に、聡はいたって冷静だった。

　これ以上、怒らせたらまずいんじゃ……。

　でも、聡は引く気配もない。そのとき……。

「お話し中、申し訳ありません。後ご藤とう頭取がご挨拶されたいそうです」

　聡より大きいのではないかと思うほど背が高く、視線の鋭い男性が、お父様に話しかけている。彼は私たちより少し年上に見えた。

「彼は父の秘書の高たか畑ばたさんだ」

　聡がそう教えてくれたので小さく頭を下げたけど、高畑さんは私を見ても少しも表情を崩さない。なんだか怖い雰囲気の人だった。

　それからすぐに小柄なオジサマが、かわいらしい女性を伴ってやってきた。このオジサマが頭取に違いない。

　お父様が笑顔で頭取と話し始めてホッとしていると、頭取の隣に立つ女性がじっと私を見つめているのに気がついた。そのとき、ピンときてしまった。彼女がおそらく華さんだ。

「聡、ご挨拶しなさい」

　お父様が聡に促す。

「はい。あけましておめでとうございます。どうぞ本年もよろしくお願いいたします」

　キリリとした顔つきで挨拶を口にする聡は、〝営業部の皆の宮城さん〟ではなく、〝後継者〟の顔をしていた。そして……。

「華さん、お久しぶりです」

　聡は、目の前の女性に小さく頭を下げる。

　やっぱり華さんだ。『お久しぶり』ということは、会ったことはあるということ？

「聡さん、あけましておめでとうございます」

　想像通りのかわいらしい声。彼女は私よりずっと華きゃ奢しゃで、守ってあげたくなるようなタイプに見える。ドレスに着られている私とは違い、真紅のドレスはよく似合っていて、普段からこうしたドレスを着慣れているという感じが漂っていた。

「ふたりで話でもしたらどうかね」

　聡と華さんがふたりになるよう仕向けるお父様を見て、冷や汗が出てきてしまった。完全にアウェイだ。

「いえ。私には同伴者がおりますので。それでは、失礼します」

　はっきりと断った聡は、私のところに戻ってきてくれた。そして私の手を引き、その場から離れる。

　そのとき一瞬、華さんが眉をひそめたのが見えてしまった。

「聡、いいの？」

「あぁ。勝手に縁談を押しつけられてるだけだから」

　そうは言うけど……お父様、絶対に怒ってるよ？

　でも、それ以上なにも言えない。聡が彼女と仲良く話している姿は見たくない。

　それからしばらく、聡はたくさんの人から話しかけられ、そのたびに笑顔で対応していた。

　こんなに顔が広いんだ……。さすがは大企業の御曹司。

「聡さん」

　しばらくすると、秘書の高畑さんがやってきた。

「はい。なんですか？」

「社長が、帰りに家に寄るようにと」

「はー、わかりました」

　大きな溜め息をついた聡は、肩を落とす。

　高畑さんになにか言われるのではないかと身構えたけれど、彼は私に一瞬視線を送っただけで去っていった。

　そのあと聡は、慣れない私を気遣ったのか、端のほうに用意されていた椅子に私を座らせ、料理を取ってきてくれた。

「ダメだ。食べられる気がしない」

　普段では絶対に口に入らない厚いフォアグラも、その場で握られているとろけそうなほど脂の乗ったトロのお寿司も、食べたいのに緊張しすぎて喉を通らない。

「ごめんな」

　聡は私の様子を見て責任を感じているようだ。

　だけど私がいなければ華さんとふたりきりにされていたのかもしれないと思うと、ついてきてよかったような気もする。

「お父様に反対されるの、わかってたんでしょ？」

「うん。でも、俺はどうしても志穂と一緒になるつもりだから」

「聡……」

　そんなことを言われたら、怒れないじゃない。けれど、このハードルを越えないと、聡とは幸せにはなれないということか……。

　いわゆる令嬢でもなんでもない私には、高すぎるハードルだ。それでも私……彼との将来を真剣に考え始めている。生涯を添い遂げる相手として、彼を意識し始めている。

　こんなに短期間でそこまで気持ちが傾くなんて、自分でも驚きだった。もしかしたらこれも、聡の罠わなにかかってしまっているのかもしれないけど、それでもいいやと思えてしまう。

　それからすぐにパーティーはお開きになった。いち早く会場を飛び出した私たちは、彼の車に乗り込み、ホテルをあとにした。

　せっかくシンデレラにしてもらえたのに、彼の隣で必死になって笑っていた記憶しかない。結局、料理も食べられなかった。

　隣で黙々と運転する聡は、表情が暗い。

　彼は以前『俺に愛のない結婚をしろって言うの？』と言ったことがあった。そのときにはもう縁談が持ち上がっていたのだろう。

　私を連れて乗り込むなんて……と思ったけれど、断るには一番効果的な方法のような気もする。私が思っているよりずっと、御曹司でいることは大変なことなのかもしれない。

　途中で彼はコンビニに車を停め、シーチキンのおにぎりを買ってきてくれた。私がなにも食べられなかったことを知っていたからだ。

「はー、おいし」

　いつもよりおいしく感じられるのは、緊張が解けたせい。

「あはは。ホントうまいな」

　聡も車を停めたまま、鮭のおにぎりを食べている。こういうところを見ていると、きらびやかな世界に住んでいる人だとは信じられない。

「ねぇ、華さんって……」

　あの会場では聞けなかったことを聞こうとすると、彼はすぐに口を開いた。

「取引銀行の頭取の娘。ああいうパーティーで何度か会ったことがあって、面識はあった。少し前から親同士の勝手な思惑で、俺たちを結婚させたらどうかと話し合っていたみたいだ。双方に利益があるからな。うちは銀行からの融資を受けやすくなるだろうし、あっちはあっちで、宮城グループの資産管理一切を取り仕切りたいと思っている」

　つまり、仕事上の付き合いをプライベートに持ち込まれているわけだ。いわゆる〝政略結婚〟というものなのかもしれない。

「華さんに非はないけど、俺はそんな打算的な結婚はしたくない。お袋が苦労したのを見ているからね」

　聡の表情が一瞬曇った。

　そういえば、彼のお母様も政略結婚だった。その結果、愛人を作られ、辛い晩年だったと聞いた。

「そっか。聡、大変なんだね」

　少なくとも私には、政略結婚のような縁談を押しつけられることはないもの。

「まぁな。志穂は、もう家に帰るか？」

　聡は実家に寄るように言われていたけど……。溜め息ばかりついている私を解放してくれようとしているのだろうか。

「帰ったら、聡はどうするの？」

「んー、ひとりでお説教に耐える、かな……」

「それじゃあ、私も行く」

　こういうときは、ひとりよりふたり。彼ひとりに全責任を負わせるのは忍びない。だって、私も彼のことが好きになってしまったから。

「志穂。でも……」

　苦々しい顔をする彼は、私を伴うことを戸惑っているようだ。でも、やっぱり一緒に行きたい。聡ひとりに辛い思いをさせたくない。

「聡が私のことを大切に思ってくれていることは、よくわかったから。私も聡を大切にしたい」

　恥ずかしくてうつむいたまま、そう口にした。

「それは、熱烈な愛の告白？」

「えっ、あのっ、そう、じゃなくて……」

　いきなり真顔で言われて、しどろもどろになってしまう。しかも……。

「ん……」

　体を乗り出してきた彼に一瞬にして唇を奪われ、心臓が激しく暴れだした。

「誰にも渡さない。志穂は一生、俺の女だ」

　彼は自分が覆ったばかりの私の唇を指で撫でながら言った。

　黒王子のフェロモンはただものではない。会社での彼とのギャップにクラクラする。

　彼はハンドルを握り、再び車を走らせた。大通りから少し外れると、有名な高級住宅街に入っていく。そして、その中でもひときわ大きな家の前で車を停めた。

「ここ」

「は……こんなに大きい家、見たことない」

　今通ってきた道に沿ってあった長い塀は、この家のものだろう。聡が住むタワーマンションだってすごいけど、ここはまた桁違い。完全に住む世界が違う。

　彼がなにかを操作すると、大きな門が自動で開いた。

「すご……」

　こんなことで目を輝かせて子供みたいだけど、初めて見たのだから仕方がない。

　手入れの行き届いた立派な庭の真ん中を、車のまま突き進む。門から玄関まで車で進む家なんて、テレビでしか見たことがない。

「お帰りなさいませ」

　玄関に車を横付けした聡が降りると、おそらくお手伝いさんであろう女性ふたりが聡に丁寧に頭を下げる。

「聡さん、お帰りなさいませ」

　すぐに高畑さんがやってきた。つまり、お父様は既に帰っているということだ。

　やがて彼と一緒に玄関に入ると、驚くことにもうひとりお手伝いさんが待っていた。

「広ひろ田たさん、ただいま」

　聡は、私たちの母親世代の広田さんに、とてもリラックスした顔で微笑みかけた。

「ずっとお袋の世話をしてくれていた広田さん。こちらは、我妻志穂さん」

　聡は私を紹介してくれた。お母さんの近くにいた人なら、大切な人に違いない。

「初めまして、我妻です」

「ようこそいらっしゃいました。さぁ、お上がりください」

　もしかしたらイヤな顔をされるのではと心配したけれど、広田さんが笑顔で迎えてくれてホッとした。

　私の寝室くらいの広さはある玄関を上がると、廊下が真っ直ぐに伸びている。

「旦那様は書斎です」

　そう教えてくれた広田さんは、私にもニッコリ笑いかけてくれた。

「わかった。ありがとう」

　聡は私の腰に手をかけ、前へと促す。廊下の一番奥の部屋に向かい、扉をノックして、「聡です」と呼びかけた。

「入りなさい」

　お父様の声だ。さっきのことを思い出して、ちょっと緊張してしまう。

「はー、君まで来たのかね」

　すぐにお父様が私の存在に気がつき、盛大な溜め息をつく。

　思わず「申し訳ありません」と頭を下げた。

「私が無理に連れてきました。彼女に非はありません」

　私がついてくると言ったのに、聡は庇ってくれる。

「まぁ、ちょうどいい。我妻さん、でしたか。聡には決まった人がいます。聡のことを考えるなら、身を引いていただきたい」

　お父様は、表情を崩すことなく淡々と私に告げる。

「決まった人って……私は了承した覚えはありません。結婚相手は自分で決めます」

　聡は私を隠すように前に立ち、そう言い放った。

「本当にお前は未熟者だ。宮城グループを背負って立つということがどういうことか、まったくわかっていない。やっと会社を継ぐ気になったと思ったら、今度は悪い女に引っかかりおって。どうせ金目当てだろう」

『悪い女』という言葉に胸が痛む。たしかに私は立派な家の出ではないけれど、なにも悪いことはしていない。必死に口角を上げていたのに、それすらできなくなった。

「私はたしかに未熟者です。ですが、彼女にアプローチしたのは私です。二年片思いをして、やっとこうして隣にいられます」

　聡がそう言うと、お父様の顔が険しくなった。

「アレにお前の教育を任せたのは、やはり間違いだったようだ」

　隣の聡は硬く手を握りしめ、怒りをこらえているように見える。

『アレ』というのは、亡くなったお母様のことに違いない。裏切っておいて、それはない。

「まったく。私の結婚そのものが失敗だった。こんなにできの悪い息子まで……」

　お父様の言葉に、聡は顔色ひとつ変えない。

　ずっとこうだったのだろうか。だとしたら、彼が復讐を考えたのにはうなずける。

　私はたまらず口を開いた。

「聡さんは、立派な方です。私たちと同じように営業として働きながら、会社の経営状態まで把握しようと努力されています。しかも、私たち社員への気遣いを忘れず、跡継ぎだからといって、特別な扱いを要求されたこともありません」

　そこまで一気に言うと、緊張が吹っ飛んだ。私はやっぱり追い詰められると強いのかもしれない。

「志穂……」

　ハッとした表情で私を見つめている聡の目をしっかり見つめてから、続けた。

「私はたしかにプレッスル食品の一社員でしかありません。特別自慢できるような家柄でもありません。ですから、彼にふさわしくないと言われても仕方がありません。でも、聡さんのことは悪く言わないでください。お願いします」

　私も必死だった。聡を守りたかった。

　深く頭を下げると、今度は聡が口を開く。

「私は、会社を継ぐ覚悟を決めました。今後、宮城グループの成長に人生を捧ささげます。ですが、彼女のことだけは譲れません」

「いい加減にしろ」

　お父様は怒りを隠すことなく声を荒らげ、部屋を出ていってしまった。

「志穂、本当に悪かった」

　見たことがないほど苦しそうな顔をした聡に謝られて、胸が痛い。

「ううん。全然」

　たしかにイヤな時間ではあったけれど、彼のほうが辛かったはず。

　私たちは部屋を出ると、すぐに車に乗り込み、実家をあとにした。

「志穂。本当に――」

「聡、頑張ったね」

　アクセルを踏みながら口を開いた彼を遮った。これ以上、謝罪なんていらない。彼は精いっぱい私を守ってくれた。

「俺、うれしかった」

「なにが？」

「志穂が俺を庇ってくれて」

　あれは、必死に頑張る彼を知っているから我慢できなかっただけで……。もしかしたら軽率な行為だったかもしれない。あれでお父様の怒りが爆発してしまった。

「ますます惚れた」

　その言葉にハッとして、運転する彼の横顔を見つめると、微笑んでいた。

「聡って、見る目ないのかもよ」

　私がこんなことを言ったのは、華さんがとてもきれいだったから。本物のお嬢様である彼女と張り合っても勝てない気がして、不安だった。

「いや。見る目には定評がある」

「誰から評価されたのよ！」

　クスクス笑ってみせたものの、自信がない。

　聡の部屋に着くと、精神的に疲れきっていた私は倒れ込むようにソファに座った。すると聡も隣にやってきて、ネクタイを緩める。

「志穂。俺……志穂のことを好きだと改めて確信した」

　そんなストレートな言葉は、確実に私の心を射抜く。

「私も、聡のこと……」

　思うまま『好き』と言いそうになって、ためらってしまった。

　彼と一緒に生きていきたいと思っているのに、お父様の怒った顔がチラつき、彼の人生の伴侶が本当に私でいいのかと改めて考えてしまう。いたたまれなくなって顔をそむけると、「志穂」と呼んだ彼は、私の顔を覗き込んだ。

「その続き、ちゃんと聞かせて」

　彼の薄い唇からそんな言葉が飛び出すと、たちまち鼓動が速まってしまう。そういえば、まだ『好き』とは一度も言っていない。

「ずっと、待ってた」

　彼は切なげな顔をして私を見つめる。

　そんなセリフずるい。心が激しく揺れ動く。

「でも、私、ホントに普通の人だから……」

『好き』というたった二文字をどうしても言えない。だけど……。

「恋に落ちるのに、立場は関係ない。志穂、愛してる」

　私の頬に触れた彼の手が優しくて、無性に泣きたくなってしまう。私をこれほどまでに深く愛してくれた人が、いただろうか。

「……好き。聡が、好き」

　視線を絡ませたまま伝えると、彼は満足そうにうなずいて目を細める。

「必ず志穂を幸せにする」

「……うん」

　ゆっくり近づいてきた彼は、そっとキスを落とした。

　それから、なにも言わずに私をずっと抱き寄せていてくれた。その時間が心地よすぎて、簡単には手放せそうにない。

　彼のぬくもりを貪ったあと、寝室を借りてドレスを着替える。

　リビングに戻ると、彼はコーヒーを淹れてくれていた。そしてなにやら書類を出して読んでいる。

「それ、なに？」

「グループ全社の十二月の売り上げ。不動産が貢献してる」

　彼は私にそれを差し出した。グループ全体の把握もしている彼は、立派な後継者だ。

「ホントだね。プレッスル、頑張らないと」

　プレッスル食品は、十二月のノルマは達成しているけれど、不動産に比べると伸びが少ない。

「あぁ。任せたよ、志穂」

「え！　聡でしょ？」

　そうは言いつつ、彼はいつプレッスルからいなくなってしまうんだろうと考える。

　あんなことを言ったお父様も、彼に跡を継がせたいはずだ。だから、いずれいなくなる。

「そうだな。来年はヨクイ堂を成功させる」

　よかった。まだいなくなるわけではないんだ。そう胸を撫で下ろしたけれど……。

「タイムリミットは、あと一年」

　彼は私の目を見つめて、はっきりと口にした。

「一年……」

「最初は五年いるつもりだった。でも、少しでも早く力をつけたい」

　彼の決断を応援したいけれど、隣にいられなくなるのは寂しい。なにも言えずにうつむくと、彼は私の手を握った。

「でも、志穂は一生離さない。志穂の覚悟が決まったら、俺のところに来てほしい」

　思わず顔を上げると、彼は真剣な目をしていた。

「でも、私……」

　もしも自分のせいで聡がまた責められたら……と思うと、怖い。

「なにも心配いらない。俺がなんとかする」

　優しく微笑んで「俺様にできないことはない」と続けるから、笑ってしまった。

　彼は相当の自信家だ。でも、口だけではない。それだけ努力を重ねている。

「ありがと」

　少しずつ彼との距離を縮めて、いつかそうなればいい。賢とのときには見えなかった未来を、聡は見せてくれる。

　彼の隣に座ってコーヒーを手にすると、さりげなく肩に手が回り抱き寄せられる。クリスマスからの急展開に驚くばかりだけど、少なくとも自分の気持ちには嘘をついていない。

　付き合い始めから、こんなに強く結婚を意識しているのが、自分でも信じられない。でも彼は二年も私のことを見ていてくれたし、私も一緒に働いてきて、彼のことをずっと尊敬していた。彼の素の顔には驚いたけれど、胸の内に秘めた苦労や、会社を継ぐことへの強い思いを知り、彼に惹かれていくのを止められない。

「今日泊まるだろ？」

　コーヒーカップを洗っていると、彼も隣にやってきた。

「えっ、帰るよ？」

「心配するな。志穂がウブなのは知ってるから。優しく進んでやるよ」

「はいっ!?」

　私を抱く気満々の彼になんと言ったらいいのか混乱して、顔をそむける。すると、彼は私をうしろから抱きしめた。

「志穂、こっち向いて」

　もう耳まで真っ赤な自信があるんだから、無理言わないで。

　私は振り向くことなくうつむいた。

「こっち、向けよ」

　命令口調なのに声はとびきり優しい。

　それでもイヤイヤと首を振ると、彼は私を無理やり振り向かせて顎に手をかけ、持ち上げた。そして……。

「もう二度と他の男に抱かれるな」

「聡……」

　やがて彼の吐息がかかり、唇が重なった。

　しばらくぬくもりを伝えあったあと、遠ざかる。もしかしたら、もっと激しいキスをされるのかもしれないと身構えていたから、ちょっと拍子抜け。すると……。

「あれ、もっとすごいの期待してた？」

　聡は少しイジワルな笑みを浮かべる。

「し、してないわよ」

「でも、物欲しげな顔をしてるけど？」

　心の中を見透かされているようで焦る。

「志穂の口から抱いてくれと言わせるって、言っただろ」

　私を腕の中に閉じ込めながら、彼は言った。

　ぐいぐいと迫ってくるくせして、やっぱり最終的には私の意見を尊重してくれる。そんな彼の優しさが胸にしみた。

「でも、お前は俺のものだ」

　彼は私の髪に手を入れ、さらに強く抱きしめる。

「聡も、私のものだよ」

　私がそう言うと、彼は「フッ」と笑い……。

「罪作りな女。やっとのことで我慢してるのに」

　そう言いながら、私を抱き寄せる手に力を込めた。

「ごめん」

　彼の背中に手を回して抱きつくと、「好きだ」と吐き出すような声が落ちてくる。

　ただ抱き合っているだけなのに、胸の高鳴りが抑えきれない。これが、恋というものなのかもしれない。

　なぜか涙がポロポロとこぼれてきてしまう。

　人は恋をすると涙もろくなるのだろうか。最近、泣いてばかりだ。今にもあふれそうな彼への想いで胸がいっぱいになって、呼吸することさえ苦しい。

　なにも言えないでいると、彼は私の肩に手を置き、心配そうに顔を覗き込んだ。

「志穂、どうした？」

「私……聡を不幸にしない？」

　声が震えているのが自分でもわかる。鉄の女だったはずなのに、こんなに弱い。

「そんなわけないだろ」

「お父様のことも、華さんのことも、ホントになんとかしてくれる？」

　もう涙を止められなかった。必死に自分の気持ちにブレーキをかけようとしても、暴走するだけで、止まる気配はない。

「志穂……」

「私、聡と幸せになりたい」

　賢には一度も言えなかった自分の気持ちを、聡になら言えるのはどうしてだろう。

「俺もだよ。俺も、志穂と幸せになる」

　彼は『なりたい』ではなく『なる』と宣言してくれた。

「うん」

「親父には必ずわかってもらう。華さんには改めてきちんと断りを入れるつもりだ」

　彼は私を真っ直ぐ見つめると、優しく抱き寄せた。

「俺には志穂が必要なんだよ。隣にいて、心からホッとできるのは、志穂だけなんだ。志穂は跡継ぎという荷物を下ろさせてくれる」

　そう言ってくれる彼にしがみつき、ただ涙を流し続ける。

　私もそうなのかもしれない。聡の前ではこんなに泣ける。彼がいてくれるだけで、心が穏やかになる。

　その晩は、彼に抱きしめられながら眠った。深く眠りにつくことができたのは、彼が余るほどの愛情で私を包み込んでくれるからなのかもしれない。




　正月休みは、四日まで。その間、私たちはずっと一緒にいた。いつもは外食で済ませることが多い食事も、ふたりだと楽しくて、毎日いろいろなものを作った。

　そして、四日の夜。彼は明日の出勤に備えて、車で私の家まで送ってくれた。

「あっ！」

　家の前に着いた途端、大変なことを思い出し、思わず声が出てしまう。

「なんだよ、急に」

「はぁ。福井さんたちのことを忘れてた」

　思いきり溜め息をつくと、彼も思い出したようだ。

「あぁ、そのことね」

「そうよ。もー、どうしてくれるのよ！」

　賢にあっさりフられたことを隠してくれた彼だけど、それ以上の爆弾を置いてきた。

「んー、俺は平気だけど」

　聡は平然とした顔を私に向ける。

「そりゃそうよ」

　というか、彼女たちが近寄らなくなれば、どちらかというと事態は好転するでしょうね、あなたは。

「志穂はピンチに強いから、平気だろ？」

「そんなピンチ、いらない！」

　とはいえ、こうして付き合い始めたわけだから、いつかは通らなくてはならない道かもしれない。

「もう、いいや。それじゃあ、明日。送ってくれてありが――」

　最後まで言えなかったのは、運転席に座る彼が私の腕を引き、あっという間に唇を重ねたから。

　私の下唇を甘噛みして離れた彼は、相変わらず真っ赤になってしまう私の頬を両手で包み込む。

「俺が守ってやるよ。その代わり、お前は俺の隣にいろ」

　胸にドーンと直球を投げ込まれた気分。一瞬、呼吸することすら忘れてしまった。

「……はい」

　なぜか敬語になってしまう。だけど真剣な眼差しの彼を前にすると、上司から仕事の指示を出されたときのように背筋が伸びる。

「いい、女だな」

　再び近づいてきた彼は、もう一度唇を重ねた。

「あ、ありがとう……」

　二度目のキスのあと、車を降りると、彼も降りてきてくれた。

　だけど彼の唇を意識してしまう私は、顔を上げられない。すると彼は、私を引き寄せ抱きしめる。

「そんな顔すると、離れられなくなるだろ」

「聡……」

　この冬休みは、たった数日で人生の何分の一かのエネルギーを使ったかもしれないと思うほどいろいろあった。でも、幸せだった。毎日会社で会えるとはいえ、こんな日が終わってしまうと思うと、やっぱり寂しい。

「志穂。会いたいときは会いたいと言え」

　聡は腕の力を緩め、私の顔を覗き込む。

「えっ？　……うん」

　賢には言えなかったその言葉を、聡には言ってもいいんだと思うとホッとした。

「でも、俺様の要求も聞くんだぞ？」

「それはどうしようかな……」

「まったく。俺様にはむかうのは志穂くらいだ」

　聡は私の両頬をムギュッと掴み、クスクス笑った。

　彼と別れて部屋に帰ると、すぐにスマホが震えた。聡からのメールだ。

【言い忘れた。志穂、おやすみ】

　こんな些さ細さいな挨拶でさえ、彼は幸せな気持ちを運んでくる。

【おやすみ、聡】

　私はそう返信したあと、聡からのメールを消してしまわないように鍵をつけた。










いくつものハードル




　いよいよ仕事始め。新年早々、踏ん張らなければならない仕事がたくさん待っている。

　会社に行き五階でエレベーターを降りると、一番奥の営業部に向かう。すると給湯室から福井さんの声が聞こえてきて、自然と足が止まった。

「ホントに？」

「うん。だって、宮城さんが我妻さんのことを好きだって自分で言ったんだよ」

　福井さんの口調は、いつにもまして早口だった。

「信じられない。あの鉄の女を？　宮城さん、騙だまされてるわよ、絶対」

　その『絶対』というのは、どこからくる自信なんだろう。

「うん。やっぱりそう思う？　宮城さんを助けなくちゃ」

　なに、それ……。皆の王子様は、あなたたちが思っているよりずっと腹黒よ？

　出社早々へこむような会話を聞いて落胆していると、私の横を通り抜けて給湯室に入っていった人がいる。

「あけましておめでとうございます」

　仮面を装着した聡の柔和な声が聞こえると、福井さんの声もワントーン高くなった。

「宮城さん！　おめでとうございます。今年もよろしくお願いします」

「いえいえ。お世話になっているのは、僕のほうですよ？」

　私からは見えないけれど、王子スマイルがさく裂しているに違いない。

「あの、年末の話なんですけど……」

　聡がそう言い始めたから、手に汗を握る。

　なにを言うつもり？

「実は我妻さんにはずっとフラれてて……でも、やっと少しずつ僕のことを気にしてくれるようになったんです。だから今は、そっとしておいていただけませんか？」

「フ、フラれて!?」

　福井さんの大きな声に、私が驚く。たしかに、自分が憧れている男がフラれたなんて、腑ふに落ちないだろう。

「そうなんですよ。僕なんて、跡継ぎであることくらいしか取り柄もありませんしね」

　聡がしおらしく言うと……。

「そんなことないです。宮城さんは優しいし、かっこいいし……私たちの憧れですよ」

「本当ですか？　うれしいなぁ。福井さんに勇気をいただきました。僕、もっと頑張ってみますね」

　そんな聡の発言に思わず目を見開く。

　この腹黒策士め。

「あっ、いえ……その……」

　福井さんの焦る声が聞こえる。

　すると聡は何事もなかったかのように給湯室から出てきて私をチラッと見ると、そのまま営業部に行ってしまった。

　これで、私が彼をだましているという構図は崩れたかもしれないけど……。それに無理やり福井さんを応援する側に持っていったけど……本当に大丈夫？

「あっ、おはよう、ございます」

　私も歩き始めると、福井さんと後輩が出てきたので、慌てて挨拶をする。

「おはようございます」

　彼女たちは一応挨拶をしてくれたけど、私を見る目が凍っていた。

「おめでとうございます」

　営業部に入るときに大きな声で挨拶をすると、もう出勤していた何人かが「おめでとう」と返してくれた。

　私を一いち瞥べつして席に向かう福井さんのことは、この際気にしないでおこう。いちいち気にしていると、仕事がはかどりそうにない。

「我妻さん、おめでとう」

「おめでとう、宮城くん」

　ニコニコと笑顔を振りまいて挨拶をする彼が【機嫌悪い？】と私のデスクに付箋を貼るから、【そうですね】と返した。

　それでも、仕事が始まってしまうと別。

「我妻さん、このプレゼンだけど」

「一応、覚えてあるわ。ただ、ここの根拠がもう少しほしくない？　説得力に欠けると思うの」

　聡にそう提案すると、彼は真剣な顔でうなずく。

　私たちは新年早々、ヨクイ堂に新製品を売り込む予定だ。

「そうだね。ちょっと緒方さんに聞いてくるかな」

「お願い。私は先に出るわね」

　今日は、新年の挨拶回りに忙しい。聡と一緒にフロアを出てエレベーターに乗ると、ふたりきりになった。

「ご不満ですか？」

　彼は私に視線を送った。おそらく給湯室でのことだろう。

「そうですね。でも、しょうがないですかね。皆の憧れの王子様ですから」

　皆の憧れを奪ってしまったのだから、多少の痛い視線は我慢だ。

「王子様って……」

「腹黒のね。それじゃ」

　彼を商品開発部のある三階で無理やり降ろし、【閉】のボタンを押した。

　だけど福井さんたちの痛い視線があるとはいえ、聡と気持ちがつながっていると思うと気力がわいてくる。ニヤけそうになる自分にカツを入れ、営業車に乗り込んだ。




　挨拶回りを済ませて帰ってくると、会社の玄関近くに超高級ブランドのバッグを片手に持ち、背筋をピンと伸ばして立っている女の人に気がついた。

　彼女の姿からは気品が感じられ、一日中仕事をして少し疲れた社員が出入りするこの場所では、場違いに見えた。

　華さん、だ。聡を待っているの？

　どうしようか悩んだけれど、私にできることはない。そのまま玄関から入っていこうとすると……。

「待ってください」

　彼女に呼び止められてしまった。

「あの……パーティーでお会いしましたよね」

「……はい」

　小さく頭を下げると、華さんは少し顔をこわばらせた。

「あの、今日は……」

　思いきって尋ねると、彼女は笑顔を取り戻し、口を開く。

「あなたにお会いしたくて」

　私？　聡じゃなくて？

　でも、彼女がそう言うなら仕方がない。近くのカフェで待っていてもらうように頼み、急いで営業部に戻る。聡はまだ帰ってきていない。

　私は最低限の仕事をして、すぐに会社を出た。

「お待たせしてすみません」

　慌ててカフェに駆け込むと、彼女は優雅に紅茶を口にしていた。

「突然お邪魔して、すみません」

　きちんと立って丁寧に腰を折り頭を下げてくれる彼女から、育ちのよさを感じる。

「いえ」

　私が店員にコーヒーを頼むと、華さんは早速口を開いた。

「先日は驚きました。まさか聡さんにあなたのような方がいたなんて。いつからのお付き合いなんですか？」

　彼女の口から『聡さん』と飛び出すと、胸がチクチク痛む。かわいらしい顔をしているのに、質問は鋭い。

「まだ、最近です」

　私は正直に答えた。

「そうなんですか」

　すると華さんは、失笑とも思えるような笑みを漏らし、余裕の顔。

「私と聡さんは、もう五年になります。彼が社会人になった年に出会いました」

　聞いてもいないのに話を始めた彼女は、再び紅茶を口にした。

「彼は自分の立場をよくわかっていて、私との将来を考えてくれるようになりました。もちろん私も優しい彼に惹かれ、そのつもりでした。でも、彼……お父様の言いなりになるのがイヤみたいなんですよね。それで、ちょっと反抗してみたくなっちゃったみたい。誰しもそういうことってありますでしょ？」

　華さんはカップを片手に持ち、満面の笑みを浮かべる。

　その言い方では、『自分に気があるのに』と聞こえる。なにが言いたいの？

「それで、私になにか？」

　やっと運ばれてきたコーヒーを口にすると、いつもより苦く感じる。

「もしかしたら、彼があなたを傷つけちゃうかもしれないと思って、先に謝りに来たの。ごめんなさいね」

　まるで『聡は私のモノ』というような口ぶりの彼女は、とんでもないことを言い放った。あまりに勝手な言い草に、怒りが湧いてきたけれど……。

「彼はあなたを選べない。あなたもわかっているんでしょ？」

　そのひと言に、頭を殴られた気がした。

「失礼、します」

　私はテーブルにコーヒー代を置き、カフェを飛び出してしまった。結局、なにも反論できなかった。その通りかもしれないと思ってしまったからだ。

　聡は私を好きというけれど、自分を思い通りに操ろうとするお父様への反発心が強すぎて、そう勘違いしているだけかもしれない。華さんでなければ、誰でもよかったんじゃ……。

　聡に限ってそんなはずはないと思おうとしても、華さんの『彼はあなたを選べない』という言葉に打ちのめされて、悪いほうにしか考えられなくなってしまった。

　それに……彼が本当に私を愛してくれているとしても、『選べない』かもしれない。

　少し離れた場所から、プレッスルの本社ビルを眺める。

　聡は、あの何倍も大きなものを背負っている。責任ある立場の彼が結婚相手を選べないとしても、少しも不思議ではなかった。

　そのまま家に帰ると、聡からメールが入った。

【今日はずいぶん早い帰りだな。どうかした？】

　残業をしない日はあまりないから、心配してくれているようだ。

【ちょっと体調が悪くて】

【大丈夫か？　すぐに行く】

　彼がそう言ってくれるのがうれしくてたまらない。でも、今は会いたくない。

【女の子の日なだけだから、平気。もう寝る】

　まだ十九時なのに寝るというのも嘘っぽいと思ったけれど、聡は【わかった。ゆっくり休んで】と返してくれた。

　スーツのままベッドに寝そべり、天井をボーッと見つめる。

「聡……。私、どうしたらいい？」

　もうあなたのこと、こんなに好きになっちゃったのに。

　目尻からこぼれる涙がシーツに吸い込まれる。この涙をいつも拭ってくれる、彼の大きな手が恋しい。

「聡……」

　ひとりで静かに流す涙は、しばらく止まることがなかった。




　次の日、会社に行くと、聡はもう出勤していた。いつものように隣に座ると、「我妻さん、おはよう」と会社用の顔で私に挨拶をしてくれる。

「おはよ」

　少し素っ気なくなってしまったと思いつつも、平然とした顔でパソコンを立ち上げる。すると、彼は私のデスクに付箋を貼った。

【まだ調子悪そうだな】

【平気だよ。ありがと】

　私がそう返すと、彼はしぶしぶという感じで納得したようだ。

　余計なことを考えないように、いつもよりたくさんの得意先を走り回る。聡に『辛いときは仕事に逃げる』と指摘されたことがあったけど、その通りだった。

「ただいま帰りました。お疲れさまです」

　十分すぎるほどの売り上げを確保して会社に戻ったのは、十九時を越えていた。私が最後の帰社だと思ったのに、聡がいない。彼のデスクを見ると、いつもの位置にバッグが見当たらない。

　ということは、帰ったの？

　珍しい……と思ったけれど、ハッとした。

　もしかして、華さん？　勘は鋭いほうだけど、今日ははずれてほしい。

　悶もん々もんとした気持ちで売り上げを確認しても、なにも頭に入ってこなかった。

　聡にメールを打とうとしたけれど、やめてしまった。

　華さんと一緒だったら、知りたくない。いや、知りたい？

　揺れ動く自分の気持ちをコントロールできない。鉄の女のはずなのに、簡単に心が悲鳴を上げる。

　華さんから誘われて、無理やり、かもしれない。いや、そもそも華さんに会っているかどうかすらわからない。彼も体調を崩して早く帰っただけ、かも……。

　恋をすると臆病になる。大切な人を失いたくないあまり、余計なことばかり考えて、勝手に不安になる。

　真相を確かめる勇気すらなく、その日はそのまま会社を出た。

　なにもする気になれなくて、コンビニで弁当を買って家に戻ると、郵便受けに差出人の書かれていない封筒を見つけた。なにかの広告かしら？と中を覗くと……。

「なに、これ……」

　そこには、数枚の写真が入っていた。

　慌てて部屋に入り、すべての写真をテーブルに出すと、満面の笑みの華さんと聡が写っていた。

「このネクタイ……」

　私がプレゼントしたものだ。彼は今日、これをしていた。それに濃紺のスーツも同じ。やっぱり華さんと一緒なんだ……。

　この写真を誰が郵便受けに投げ込んだのかと不思議に思ったけれど、今は聡と華さんのことで頭がいっぱい。賢に裏切られた経験のある私は、怖くてたまらなくなってしまった。

　聡は賢とは違う。どれだけそう思おうとしても、過去の苦い経験は私を臆病にする。

「イヤ……」

　聡……私のそばにいて。私に近づいたのは、お父様に反発したかったからなの？

「やっぱり華さんを選ぶの？」

　思わず声が出てしまうと、ますます惨めになり、胸が苦しくなった。

　その日は、ほとんど眠れなかった。聡が華さんを選んだと決まったわけではないのに、自分が華さんに勝てる要素がひとつもないことに、落胆していた。




　翌朝、重い体を引きずるようにして出勤すると、聡はもう仕事を始めていた。

「我妻さん、おはよう」

　いつものスマイル、いつもの声のトーン。仮面を被った彼が私に挨拶をしてくれたけど、笑えない。

「おはよ」

　目を合わすことなく挨拶をして、すぐに席に着いた。そして、ヨクイ堂に提出する資料作りに取りかかった。

「我妻さん、この資料違ってますよ？」

　作成した資料を聡に渡すと、納入価格を一桁間違えるという大失態をしていた。彼が気づいてくれなければ大変なことになるところだった。

「ごめん。すぐにやり直す」

　聡に資料を返してもらおうとしたけれど、彼は返してくれない。

「我妻さん、まだ調子悪いですか？　顔が真っ青です」

　彼は心配げに私の顔を覗き込んだ。

「そう、かな……。でも大丈夫」

「ダメです。これは僕がやります。今日は早退してください」

　聡は親切心で言ってくれるけど、私は首を振る。

「平気よ。返して」

「いえ、僕が」

「返してって言ってるじゃない！」

　イライラして大きな声が出てしまい、ハッとした。

「ごめん」

　目を見開き驚いている聡に謝ると、彼はじっと私を見つめている。

「これは僕がやります。冷静でない人に大切な仕事は任せられません」

「そうよね。ごめん」

　彼の言う通りだ。グループ全部を背負う覚悟で必死に働いている彼に、失礼なことをしてしまった。華さんのことと仕事は、関係ない。

「我妻さん、コーヒーをお願いできませんか？」

　聡は私に『冷静になれ』と言っているに違いない。

「わかった」

　私は立ち上がり、営業部を出た。

　給湯室で頭を抱える。どれだけ打ち消しても、あの写真が頭にチラチラ浮かぶ。

　私への気持ちはお父様への反発心からのもので、本当の愛ではなかったと、彼が気づいてしまったんじゃないかと不安でたまらない。

　とはいえ、今は仕事中。聡に叱られたばかりなのに、こんなことじゃダメだ。

　大きく深呼吸をしてから気合いを入れ、コーヒーを持ってフロアに戻った。

　聡にコーヒーを差し出すと、「ありがとうございます、我妻さん」と、いつもの顔。だけど一瞬、眉間にシワを寄せた。

「出てきます」

　このまま聡の隣にいるのが辛くて、すぐに営業に出た。すると、スーパーの駐車場に着いたとき、スマホが震えているのに気がついた。聡からの電話だ。

　迷ったけれど、出ることにした。出なければ、何度でもかけてくるだろう。

「もしもし」

『もしもし、志穂？　ホントに体が辛いんじゃないのか？』

　体の調子が悪いなんて嘘なのに、こんなに心配されると心が痛む。

「ううん。もう大丈夫。ちょっと昨日眠れなかっただけ。さっきはごめん」

『いや、いいんだ。眠れなかったって……そんなにひどかったのか？』

「あっ、ちょっと……ね」

　私は曖昧にごまかした。

『そんなに辛いなら、どうして俺を呼ばないんだ。なにもできないかもしれないけど、志穂の手を握っていてやることくらいはできるぞ』

　どうしてって……。華さんを選んだのなら、もう優しい言葉なんてかけないで。苦しくなるだけ。

　泣きたくなかったのに、涙がポロポロあふれてきて止まらない。

『志穂、泣いてる？』

　なにも言えないでいると、泣いていることがバレてしまった。

「ううん、違う。ごめん、アポがある」

　本当はアポイントなんてなかった。でも、これ以上話しているのが辛かった。

　私は聡の返事を聞くことなく、一方的に電話を切った。




　そんな状態でも、聡がどれだけ会社を大切に思っているのかを知っているから、仕事はきちんとこなした。だけど、会社のことを常に考えている彼は、やっぱり華さんを選ぶのではないかと思えてしまう。

「フー」

　会社の駐車場に着いたのは、十八時を過ぎた頃だった。聡の顔を見ても取り乱さないように、車から降りる前に深呼吸する。それなのに……。

　――トントン。

　車の窓を叩かれ顔を向けると、聡がいたから慌てて車を降りた。

「お疲れさま。今、戻り？」

「うん。体調は？」

　待っていてくれたのだろう。真顔の彼が、私を心配してくれているのだとわかる。

「ありがと。もう平気」

　でも、泣いたことはバレている。気まずくて視線を合わせられないでいると、彼は「志穂」と私を下の名で呼んだ。

「昨日、なにがあった」

　なにかあったと確信を持ったような聞き方をする彼。体調が悪かったわけではないと完全に感づかれてしまっているようだ。

「なにも……」

　そう言いながらも、目が泳ぐ。

「今日の志穂はおかしいぞ」

「ごめん。疲れてるだけ。伝票整理しなくちゃ」

『別れよう』と言われるのが怖くて、あの写真のことは言えない。

　早足で営業部に向かう途中、帰宅する福井さんとすれ違った。彼女は、少しうしろからやってくる聡を見つけて目を輝かせている。

「宮城さん！　お疲れさまです」

「あー、福井さん、お帰りですか？　お疲れさまでした」

　瞬時に顔を変えた聡は、福井さんと話を始めた。

「まだお仕事ですか？　私、手伝いましょうか？」

「いえいえ、大丈夫ですよ。今日は早く帰るつもりですし」

　聡が私のことを好きだとカミングアウトしたにも係わらず、福井さんはまだあきらめていないようだ。

　私にもそれくらいのバイタリティがあれば……。でも、私はただの平社員。華さんのように頭取の娘には、どう頑張ったってなれない。

　ふたりの会話を聞きながら、先に営業部に戻った。

　伝票整理をしながら売り上げを確認していると、聡はすぐにやってきた。どうやら福井さんを振りきれたらしい。

　でも私は黙々と仕事に励み、彼と会話を交わすことはなかった。

「お先に失礼します」

　寝不足のせいで、本当に体もだるい。まだしなければならないことはあったものの、明日に回して帰ることにした。

　今日は、今にも雪が降ってきそうなほど寒い。聡にもらった手袋は、毎日愛用している。でも、彼のポケットが恋しい。

「我妻さん」

　駅が見えてきたところで、誰かに呼び止められ振り向くと、華さんがいた。

　一番会いたくない人に出会ってしまったと気持ちが沈んだものの、笑顔を作った。

「こんばんは」

「こんばんは。今、お帰りですか？　私はこれからデートなの」

『デート』という言葉に胸が痛む。ここにいるということは、聡を待っているということだろう。

「そう、ですか。失礼します」

　華さんと話すことはなにもない。昨日聡と一緒だったことはわかっている。どうせ自慢げにそれを話されるだけだ。

　小さく頭を下げ、その場を離れようとした。けれど、彼女が許してくれなかった。

「待ってください。どうして急ぐの？　暗い顔して、聡さんとなにかあったんですか？」

　きっと昨日の写真は、彼女が誰かに撮らせたんだ。

　勝ち誇ったような笑みを浮かべて言う彼女を見て、確信した。

「なにもありません」

「そう。あなたが聡さんにふさわしくないと気づいて、別れたのかと思いましたけど、違うんですね」

　そうしろと言わんばかりの彼女は、フワフワに巻かれた長い髪をかき上げる。

「失礼します」

　とにかく離れたくて、彼女の前から足早に去り、ちょうどやってきた電車に飛び乗った。

　家に帰ると、ベッドの上で膝を抱えて、泣きそうになるのをこらえる。また会う約束をしているということは、ふたりはうまくいき始めたのかもしれない。そんなことばかり考えながら、唇を噛みしめた。すると……。

　――ピンポーン。

　チャイムが鳴り、ビクッと震える。ドアホンで確認すると……。

「聡」

　なんだかいつもより険しい顔をしている聡が映し出された。

　どうして？　今頃、華さんとデートじゃないの？

　ドアホンを取ることなく玄関に行き、恐る恐る鍵を開ける。すると、すごい勢いでドアが開いて、聡が入ってきた。

「志穂」

「どうして、いるの？」

「どうしてって、志穂が心配だからに決まってるだろ」

　彼は平然と言ってのけるけど、優しくされると余計に辛い。

「華さんと、デートじゃないの？」

　我慢しきれなくなって尋ねると、彼は私の肩をガッシリと掴む。

「彼女に会ったのか？」

　私は聡の質問に、コクリとうなずく。

「たしかに彼女とは、さっき会ったよ。でも約束もしてないし、誘われたけど断った。志穂、やっぱりなにかあったんだな。ちゃんと話してくれ」

　彼はそう言うと、勝手に部屋に上がってきた。

「なんだ、これ……」

「あっ……」

　テーブルの上にあの写真を置きっぱなしにしていたことを忘れていた。彼は写真に気がつくと、それを一枚手に取り、顔をしかめる。

「これを見て、苦しんでたのか」

　聡は真っ直ぐな視線を私に送り、決して逸らそうとしない。

「聡。別れたいなら早く言って。あなたにふさわしくないことくらいわかってるから」

　気の迷いだったなら、少しでも傷が浅いうちに早く。

　いたたまれなくなってうつむくと、彼は私の腕を引き、腕の中に閉じ込めた。

「イヤ、離して！」

　勘違いしてしまうから、抱きしめたりなんかしないで。私はあなたが思っているほど器用じゃないの。恋愛の駆け引きなんて、できないの。

「誰が別れたいなんて言った。志穂と幸せになるって言っただろ。それに、ふさわしくないってなんだよ。そんなこと、誰が決めたんだよ」

　怒ったような口調の彼は、私が拒否しても手の力を緩めようとしない。

「聡……」

　私、まだ彼のそばにいても、いいの？

「それに、フラれるんじゃないかって、ビクビクしてるのは俺のほうだ。こんな面倒な男と一緒にいたくないって、いつ言われるかって……」

「そんな……」

　私からフるなんてこと、絶対にないのに。

「この写真だってそうだ。昨日、突然華さんから連絡があって呼び出されただけだ」

　昨日のことについて語り始めた彼は、私を抱き寄せる手に力を込める。

「縁談を断るつもりだったからちょうどいい機会だと思って、会いに行った。この写真は、そのときのものだろう。それにしてもこのアングル、あらかじめ仕組まれていたような写真だな」

　私が感じていたことを彼も口にした。

「黙って会いに行ったことで、志穂を不安にさせたのなら謝る。でも、俺は志穂と生きていくとはっきり伝えてきた。それなのに、彼女は引き下がらなくて……。『いずれ私と結婚することが正しいとわかるから』と言うんだ」

　やっと力を緩めた彼は、苦しげに唇を噛みしめる。

　結婚って、〝正しい〟とか〝正しくない〟という問題なの？　でも、福井さんが未だあきらめず聡にぶつかってくるように、華さんも聡をつなぎ止めたくて必死なんだ。それなのに私、あっさり身を引こうとしていたなんて……。

「聡……私、あなたのそばにいたいの」

　彼のジャケットを握りしめ、やっとのことで声を絞り出す。

『別れたいなら早く言って』なんて言ったけど、ホントはそんな覚悟、少しもなかった。別れるなんて言われたら、立ち上がれなかったかもしれない。

「お前が望むなら、俺はずっとそばにいる。いや、そばにいてくれ」

　彼のひと言ひと言が鼓膜を揺らすたび、ポロポロと涙がこぼれる。

「ひとつだけ、聞いていい？」

「あぁ、なんでも答えてやる」

「聡が私を好きになってくれたのは、お父様への反発心から？」

　いくら違うと思っても、はっきりと彼の口から聞きたい。

「バカだな。二年も片思いしたんだぞ？　そんなことで誰かと付き合うなら、こんなに落ちない女を選んだりしない」

　そう言われると、説得力があるような、ないような……。

「それじゃあ、俺からも質問。志穂は、俺と一緒にいて苦しくないか？」

「えっ？」

　思わぬ質問にハッとして彼の顔を見つめると、視線が絡まってほどけなくなった。

「大変だろ？　親父が余計なことを言うし、注目されちまうし、こんな手の込んだ嫌がらせまでされる。俺が志穂のことを好きにならなければ、そんなイヤな思いをしなくて済んだはずだ」

　彼はそう言って、眉をひそめる。

　聡の言う通りかもしれない。でも……。

「正直言って面倒だよ？　でも、聡がそれ以上の愛をくれたら我慢する」

　彼が御曹司なんかじゃなければよかったのに、と何度も思った。でも、将来会社を背負おうと必死に頑張っている彼が愛おしい。そうやって輝いているから、彼に惹かれたのだ。

「そんなの、お安い御用だ」

　彼がすごくうれしそうに微笑むので、私も口元が緩んだ。

「俺、もし志穂と別れたら、独身を貫く」

「やめてよ。責任重大じゃない」

「でも、本気だから」

　彼は再び私の腰に手を回し、抱き寄せた。

　彼は私の不安をすべて解消してくれた。華さんの腕を掴んでいるような写真もあったけれど、それは彼女が道端でよろけそうになってとっさに助けただけだと知った。

　私、十分すぎるほどの愛をもらえている。聡を信じていればよかったのに、それができなかったのは、自分に自信がないからだ。華さんのようなうしろ盾もなく、ただバカみたいに彼のことが好きなだけ。でも、それでもいいのかもしれないと思い始めたのは、聡が私に注いでくれる愛が本物だと確信を持てたから。

　それから彼は、狭すぎるベッドで私を抱きしめながら眠った。

　私はそれがうれしかった。やっぱり彼の腕の中は、心地いい。




　翌朝は、清々しい気持ちで目覚めることができた。着替えがない彼は一旦帰ってしまったけれど、会社でまた会える。

「おはようございます」

　大きな声で挨拶をして営業部に入ると、聡が視線を合わせてくれた。

「おはよう。我妻さん、今日は元気ですね。なにかいいことでもありましたか？」

　あぁ、またいらないひと言を……。なんとなーく背中に福井さんの視線が突き刺さっているような気がするけれど、気のせい、だよね……。

「いえ、特に」

「へー、特に、ですか。へー」

　素知らぬ顔をして言うくせして、目が笑っている。

　すごくいいことあったわよ！

　聡は時々こうやって私をからかって遊ぶから困る。

「そんなことより、はい、これ。昨日のヨクイ堂の実績。ちゃんと確認しておいて」

　昨日は私が叱られたのに、今日は形勢逆転。もっと頑張って、彼の隣を歩くのにふさわしい女にならないと。

　気持ちが上向くと、仕事もうまくいく。営業に出ると、新規がふたつも取れた。

　意気揚々と会社に帰ると、聡もすぐに帰ってきた。そして、彼の帰りを待っていた福井さんの挨拶を王子スマイルでかわしたあと、私にメモを差し出した。

【十九時に駅で】

　時計を見ると、もうすぐ十八時。あと一時間あればひと通りの仕事は終わりそうだけど、こんなふうに約束をしたのは初めてで戸惑ってしまう。

　デートのお誘いだろうか。

　とにかく、十九時に間に合うように必死に仕事を片付けて、聡よりひと足早く会社を飛び出した。

　聡はすぐに追いかけてきた。駅に着く前に私の隣を歩き始めた彼は、「お疲れ」と同僚の会話をする。

「お疲れ。ねぇ、どこか行くの？」

「うん。決着をつけようと思って」

「決着って？」

　不思議に思い彼を見上げると、「華さんと待ち合わせをしている」と言うから、目を見開いた。

「え……私も行くの？」

「だって、そばにいてくれるんだろ？」

　それは言葉のあやってもので、そんなところに私が行ったら修羅場になるでしょ？

「待ってよ。そんな……」

「あれ？　もしかして怖おじ気けづいてる、とか？」

　ニヤリと笑う彼は、私が素直に『うん』と言えないことを知っているのだろう。

「そんなこと、ない」

　おそらく彼の期待通りの言葉を口にすると、彼は満足そうに微笑む。

　腹黒王子の微笑みは、ゾクッとするほど美しいけど、同時に恐ろしくもある。なにをたくらんでいるのだろう。

　聡は私を促し、電車に乗った。どこで待ち合わせなのだろうと思っていると、三駅先で電車を降り、大通りを渡った。

　あれ、ここ、どこかで見たことが……。

「あっ！」

　あの写真に写っていた場所だ。

「一昨日、そこのレストランで待ち合わせたんだ。今日もここで待ち合わせ」

　彼が視線を送った先には、聞いたことがある名前のフレンチレストランがある。

「ここって、三ツ星じゃない？」

「うん、そう」

　彼は〝当然〟といったような顔をしているけれど、私には敷居が高すぎる。

「ホントはドレスアップさせてあげたかったけど、今日はスーツで我慢して。今度また連れてくるから」

　そういう問題じゃなくて……。

「待って。マナーとかあるでしょ。あのっ、自信がないというか……」

　なんとなくは知っているけど、完璧ではない。でもここは、完璧にテーブルマナーを理解しているような人たちが来る場所だ。

「俺の真似をすればいい。それに、少しくらい間違えたって構わないよ。おいしくいただくのが一番のマナーさ」

　彼は私に笑いかけてくれるものの、不安は拭えない。

「そう、だけど……」

　ためらう私の手を引く彼は、堂々と店内に入った。

「宮城様、いらっしゃいませ。お連れ様はもうお待ちになっていらっしゃいます」

　店内に入るとすぐに、店員に声をかけられた。

　格式高い店の雰囲気も手伝って、緊張がピークに達する。

「今日は無理を言いましてすみません」

　聡は少し頭を下げながら言った。

「とんでもございません。常にひと部屋は空けておりますので、いつでもお声かけください」

　三ツ星レストランとなれば、予約でいっぱいなのだろう。あの丘の上のレストランより、予約は取りづらいはずだ。でも、どうやら顔が利く人だけのための特別な部屋がここにもあるらしい。

「こちらです」

　背筋をピンと伸ばした店員に続くと、奥は仕切られた個室のようになっていて、その一角に通された。

「お連れ様がいらっしゃいました」

　店員が声をかけると、うつむいてスマホを操っていた華さんが顔を上げた。鮮やかなピンクのワンピースは、かわいらしい彼女の顔を引き立てている。

　それに違べて、今の私はいつも仕事のときに着ている紺のスーツ姿。聡に魔法をかけてもらえなければ、いつもこう。到底敵わない。

「聡さん、今日は誘っていただい――」

　彼女の言葉が続かなかったのは、聡のうしろにいた私の姿を見つけたから。

「どうして、彼女が？」

　聡はその質問には答えず華さんの向かいに座ると、私も隣に座らせた。

「なにを飲まれますか？」

　聡は落ち着き払った態度で華さんに尋ねる。でも彼女は目を丸くして固まっていて、メニューを見ようともしない。

　その様子を見た聡は、メニューを置き、話を始めた。

「今日は、確認に参りました。先日お伝えしました通り、私は志穂を愛しています。父が反対しようとも、彼女を手放す気はありません」

「で、でも……」

　華さんはあきらかに動揺した様子で、声を震わせる。

「今日のあなたはとても美しい。ですが、どんなに着飾っても内面が美しくなければ、私の心は動きません。志穂を傷つけたこと、謝っていただきたい」

　聡の目は、仕事をしているときのように鋭い。

「聡、いいから」

　私は慌てて聡を止めた。

　もういいから……。あなたが華さんに私を選ぶと言ってくれただけで、もう……。

　私が制したにも係わらず、聡は追及の手を緩めない。

「華さん。私は上に立つ者ほど、間違ったときはすぐに謝らなければならないと思っています。つまらない意地でそれを怠ると、その傷はどんどん大きくなり、やがて会社を滅ぼしかねない」

「そんな、大げさです」

　華さんは反論するけれど、聡は首を振った。

「大げさではありません。私たちの仕事は信用で成り立っています。信用が失われれば、なにもかもうまくいかなくなる。仕事だけではありません。友人関係も、家族関係も、そして……恋人関係も、です。私は今、私の大切な人を故意に傷つけたあなたを、信用できません」

　聡がそう言うと、華さんはうつむいて黙ってしまった。

　すると聡は、スーツの内ポケットからあの写真を取り出し、テーブルに置いた。

「あなたなら、誰かを使って写真を撮らせることも、志穂の家の住所を調べることも、造作もないことでしょう」

　華さんは聡の言葉に目を泳がせ、落ち着きをなくしている。

「私、知りません」

　それでも彼女は否定した。だけど聡は視線を尖らせ、彼女を突き刺す。

「私も、あなたが誰を使ったのかを調べることは難しくありませんでした。こちらのオーナーに店の前で盗撮されたことをお話しして、防犯カメラの映像を見せていただいたところ、頭取の秘書の方が映っていらっしゃいました」

　聡の言葉に目を見開いた華さんは、「失礼します」と慌てた様子でスクッと立ち上がり、出ていってしまった。

「謝ってもらえなかったな」

　聡はボソッとつぶやくけれど、そんなことはどうでもいい。

「ううん。聡、カッコよかった……」

　すごくカッコよかった。いつものフニャッとした雰囲気は微塵も感じられず、大きな会社の後継者としての資質を十分すぎるほど感じた。

「そんなこと、ここで言うなよ」

　すると彼は隣に座る私の顎に手をかけ、自分のほうに向けさせる。

「コホン」

「あ……」

　そのままキスされる勢いだったけれど、さっきの店員に見られてしまった。

「申し訳ございません」

　そんなふうに謝られると、かえってバツが悪い。でも聡は気にする様子もなく、「飲み物ですね」と答える。

「はい。あの、お連れ様が先ほど出ていかれましたが……」

「すみません。急用だそうで。私たちはいただきます」

「かしこまりました」

　それから聡は慣れた様子で、私にワインを選んでくれた。

　さっきまで華さんが座っていたところに彼が移動すると、すぐにワインと前菜が出てきた。三種類の前菜は見た目も美しく、食べるのがもったいないほどだ。

「おいしい」

　それでも口に入れると、幸せな気分になる。

　聡の頼んでくれたワインも口当たりがよく、続けて出てくる数々の料理は、私の舌を楽しませてくれた。

　テーブルマナーも聡が「次はこれ」と教えてくれたし、個室だったからリラックスして食べることができた。

　最後にコーヒーが出てきた頃にはお腹が満タン。そして、心も満タンだった。

　ここに来るまでは、どうして私まで連れていくの？と思っていたけれど、今ならわかる。彼は目の前で自分の意志を華さんに伝えて、私を安心させようとしてくれたに違いない。

「すごくおいしかった」

「ああ。この店はさすがだよ。今度はドレスアップしてだな」

「うん」

　店を出ると、空には無数の星が瞬いていた。いつもより輝いて見えるのは、隣に聡がいてくれるからだ。

「志穂、行こうか」

　彼はいつものように私の手を握ると、自分のポケットに入れた。




　それから二週間。私たちは、楽しい日々を過ごした。会社では相変わらずの聡は、福井さんの強烈なアピールにも負けることなく、王子スマイルでやり過ごしている。

　ヨクイ堂も、新規採用には至っていないものの、既存の商品が活発に動き始めた。

「我妻さん、また売り上げがドーンと上がってましたよ」

　後輩の戸川くんが、私に売り上げの一覧表を持ってきてくれた。

「ありがと」

「さすがですね。宮城さんと組んでから、おふたりはますます営業成績が伸びてます。相性抜群ですね」

　戸川くんは愛くるしい笑顔を見せる。

「えっと……」

　フロア中の女子社員の視線が思いっきり突き刺さっている気がするけど、彼はなにも知らないから罪はない。でも……。

「我妻さんと一緒に仕事ができるのは、最高に気持ちいいよ」

　聡まで……。絶対にわざとだ。わざと私を困らせて喜んでいる。この、ドＳ！

「宮城くんも確認して。はい、これ」

　売り上げ一覧に【余計なこと言わないで】と付箋をつけて渡すと……。

「こっちのチェックもお願いしますね」とニッコリ微笑む彼は、【俺が守ってやるから心配するな】という付箋を貼りつけた書類を私によこした。

　自分が爆弾を投げ込んでいるくせに。でも、俺が守ってやるとか……女がなにを言われたらハートを射抜かれるのか知ってるな、この男。いや、騙されちゃいけない。窮地に追い込まれてアタフタしている私の姿を楽しんでいるだけなんだから。

　とはいえ、仕事は順風満帆。プライベートも、華さんの影がなくなってからは気持ちも落ち着いてきた。だけど……。

　その日の帰り、会社を出るとすぐに聡から電話が入った。

『親父が呼んでる』

　私の話に違いない。

「そう。行ってくるの？」

『うん、志穂も一緒に』

「えっ！　私も？」

　だけど、これはふたりの問題だ。私は仕方なく駅前で彼を待つことにした。すると彼はすぐに走ってきた。

「待たせてごめん。行こうか」

　彼はすぐにタクシーに私を押し込む。

「ねぇ、私……どうしてたらいい？」

「普通にしてればいいよ」

「でも……」

　おそらく彼がうまくやってくれるだろう。でも、またあの緊張を味わうのかと思うと、身震いする。

　彼の実家に着くと、お手伝いの広田さんが私たちを迎えてくれた。

「聡さん、お帰りなさいませ。旦那様が奥の和室でお待ちです」

「ありがとう」

　私も聡に続き広田さんに頭を下げると、「どうか頑張ってください」と声をかけられ、驚いた。

「……はい」

　もしかして広田さんは、私たちの味方なの？

「聡です。失礼します」

　廊下に正座をして、障しょう子じの向こうのお父様にきちんと挨拶をする聡。やっぱり普通の家庭とは違う。私なら、『お父さん、ただいま』と顔を出すだけで済んでしまう。

「入りなさい」

　障子を開けた聡に続いて、私も頭を下げた。

「君も、どうぞ」

「はい」

　お父様に促され、私も和室に足を踏み入れる。

　立派な座卓の向こう側に、お父様。用意されていた座布団に座ると、もう一度頭を下げた。もうこれだけで、手に汗がびっしょりだ。

「華さんとの話はどうなっている」

　聡に問いかけているのに、鋭い視線は私に向けられている。

「もうご存じなのでは？」

　聡は少し呆れたような顔で返事をした。

　断りを入れたと知っているから、私たちを呼んだのだろう。

「まったくお前は……言うことを聞いておけばいいものを」

　まだ華さんとの縁談を壊したくない様子のお父様は、あからさまに顔をしかめる。

「私の気持ちは決まっております」

「我妻さんと一緒になるということか」

「はい。私たちはまだ付き合い始めたばかりです。でも、そのつもりで付き合っております」

　聡の重すぎるほどの愛が私の胸に届く。でも、私もそうなれたらいいなと思う。

「我妻さんは、仕事を辞めて聡と一緒になるつもりはあるのかね」

　突然振られた会話に驚いていると、聡が「仕事を辞めさせるつもりはありません」ときっぱり言い返した。

　仕事を辞めることまで考えていなかった。でも聡が取締役になれば、その妻が平社員というわけにはいかないのかもしれない。

「まさか。そんなわけにはいかないだろう。半歩うしろをついてくるような妻でなければ、話にならん」

　お父様は少し声を荒らげた。

　おそらくお母様はそんな人だったのだろう。華さんも。でも私は……。

「私は……聡さんの隣を歩きます」

　思わず口からこぼれた言葉に、お父様は目を見開いている。

「半歩うしろではなく、隣を。聡さんがそれを望んでいらっしゃるからです」

　聡は、自分のために誰かを犠牲にしたいなんて少しも思っていない。彼はあくまで対等に話せるパートナーを望んでいる。

「その通りです。私が彼女に好意を持ったのは、私を特別扱いせず、同じ目線で話してくれたからです」

　聡は私に視線を送り、さらに続ける。

「私は、母を苦しめたあなたが憎かった。だから、会社をメチャクチャにしてやろうと思っていました。でも彼女がいてくれたから、私の気持ちは変わりました。彼女のように必死にプレッスルを支えている従業員がいることを知ったとき、私はなんてバカだったんだろうと思いました」

　聡の凛りんとした声は、私の胸にスーッと入ってくる。

「それに、母は跡継ぎを生むために宮城に来たんです。だから跡を継ぐことが母への弔とむらいになると思いました。彼女は、そんな義務感で頑かたくなになっていた私の心をほぐしてくれました。彼女と話していると、ホッとします。跡継ぎではなく息子として愛してくれた母のことを思い出すんです」

　聡の目は少し悲しげだった。

　彼の告白は、ギュッと力を入れていなければ涙がこぼれそうだった。

「母は最期まであなたのことを悪くは言いませんでした。最期まであなたを愛していたんです」

　彼がそう言うと、お父様の顔色が変わった。

　どうにもこらえきれなくなった涙が、膝の上で握りしめた手にポタリとこぼれた。

　すると聡が不意に私の手を握る。

「私は母のように生きたい。大切な人を愛し続けたい。私は志穂を守ります。でも、私に跡を継がせたいというあなたの希望も、母の夢も叶えます」

　彼はキリリとした顔をお父様に向ける。

「聡……」

　ようやく口を開いたお父様は、視線を宙に舞わせた。

「頼より子このことは、すまなかった」

　頼子というのは、お母様の名前だろうか。

「私ではなく、母に謝ってください」

　聡は唇を噛みしめ、声を震わせる。

「私は、志穂と歩いていきます。このことについては、あなたの意見を聞くつもりはありません。ただ、できるなら、祝福されたい」

　どうしよう。涙が止まらない。

　私の手を握ったままの聡の手に、何粒も何粒も涙がこぼれる。

「今日は失礼します。志穂、行こうか」

　聡に促され立ち上がり、お父様に頭を下げて部屋を出た。

「志穂。ごめんな」

　彼の言葉に首を振る。謝られるようなことはなにもなかった。ただ、彼の愛を感じられた幸せなひとときだった。

「広田さん、お邪魔しました」

　私たちが玄関に向かうと、広田さんは正座して出迎えてくれた。

「聡さん、どうか奥様の分も……」

　聡にそう懇願するかのような広田さんは、苦しげな顔を見せる。

「わかっております。彼女を幸せにします」

「ありがとうございます」

　深々と頭を下げる広田さんに驚いて、聡を見上げる。すると彼は跪ひざまずき、広田さんの肩に手をかけ体を起こした。

「広田さんには感謝しています。あのまま別の会社で一生をまっとうすれば、志穂には会えなかった」

「とんでもございません。どうかお幸せに」

　広田さんの声が涙声に変わった。

「ありがとう」

　感謝を述べる聡と一緒に私も広田さんに一礼して、彼の実家をあとにした。

　聡は玄関を出て歩き始めると、すぐにハンカチを渡してくれた。

「俺、志穂を泣かせてばかりだな」

「辛いからじゃないの。だから、平気」

　聡の覚悟の大きさに心が震えただけ。

「さっき親父に言ったこと、全部広田さんに教えられた。絶対に跡なんて継がないと突っぱねていた俺に、お袋が命をかけて俺という跡継ぎを生んだのだから、無駄にしないでほしいと言われた」

　お母さんは、別に跡継ぎが欲しかったわけではないだろう。さっき聡が言ったように、血を分けた息子がかわいくてたまらなかっただけ。でも、たとえ愛されなくても、跡継ぎを生むという責任を立派に果たしたお母さんを、広田さんは苦しくも誇りに思っていたのかもしれない。

「俺にとっては憎しみしかなかった親父のことを、お袋がずっと愛していたのだということも……。正直、最初は理解できなかった。でも、俺も志穂に出会って、誰かを愛することは理屈じゃないんだとわかった」

　彼の瞳が潤む。こんなに打ちひしがれた姿を初めて見た。

「聡……」

「やっぱり、志穂がいないとダメだな、俺」

　彼の瞳が優しさを取り戻した。

　そんなことはない。すごく立派だった。『できるなら、祝福されたい』と言った彼は、亡くなったお母様のためにも、最大限お父様に歩み寄っているのだと思う。

「私ね、聡が仕事を辞めろというなら、それでもいいよ」

　さっきまで、辞めるつもりなんて少しもなかった。しかも、彼と結婚に向かって歩いていければいいと漠然と思っていただけ。なのに今では、私はこの人とずっと一緒だと確信している。

「そんな妥協はしなくていい」

「ううん。私、聡が一番大切なの」

　必死に頑張ってきた仕事を辞めるのはちょっと寂しい。でも、聡とは比べられない。

　私の言葉を聞いて、彼は私の手を強く握った。

「ありがとう、志穂。でも俺は望んでない。志穂の人生の一部になりたいだけなんだ」

「それじゃあ、私も聡の人生の一部になれるように努力する」

「もう、なってるよ」

　やっと彼に笑顔が戻った。

　もう彼の人生に私を加えてもらえているのなら、とてもうれしい。もちろん彼も、既に私の人生の一部だ。

　彼と一緒になら、絶対に幸せを掴める。泣いているより笑おう。

「ねぇ、緊張したからお腹ペコペコ」

　私は笑顔を作り、彼にそう言った。

「そうか。なに食う？」

「んー、シーチキンマヨネーズ」

「なんだよ。おにぎりか」

　聡はすごくおかしそうに笑い、「ま、あれもうまいけど」と御曹司らしからぬ言葉を吐いた。そして私の手を自分のポケットに入れると、再び歩き始めた。










不意打ちのプロポーズ




　それから、仕事はいっそう忙しくなった。

　ヨクイ堂の営業も、聡と一緒に積極的に仕掛け始めた。初めてのプレゼンも、彼の提案で商品開発部の緒方さんに同行してもらい、より専門的な知識を付け加えることで、ヨクイ堂の幹部を納得させた。

「やったな」

　プレゼンが終わり、その場で新商品の注文を受けると、駐車場で聡が満面の笑みを浮かべる。

「うん。宮城くん、お疲れさま。緒方さんも、ありがとうございました」

「いや、俺は知ってることをしゃべっただけだから。それにしてもふたりは、息がぴったりだ」

　私たちの交際を知っている緒方さんにそう言われると、照れくさい。

「当たり前です」

　聡がドヤ顔をするのを見て、緒方さんが吹き出す。つられて、私も笑ってしまった。

　この時間がずっと続いてほしいと思うほど、幸せだった。でも聡には、あと一年しか時間がない。そしてそのあと、私がどうしているのかもわからなかった。

　駐車場を出ると、三人で遅めの昼食を取ることにした。いつもは牛丼でも食べて終わりだけど、今日は新規獲得のお祝いも兼ねて、おいしいと評判のイタリアンのランチに向かった。

「なんか俺、邪魔だな」

「そうですね」

　緒方さんに遠慮ないひと言を食らわせる聡に焦る。

「ちょっと、宮城くん！」

　ふたりは本当に仲がいい。兄弟のようにじゃれ合っている。でも、聡を御曹司として扱わない緒方さんの存在はありがたかった。聡にはそういう人がもっと必要だ。

「緒方さん、結婚は？」

「そろそろしようかと思ってる」

　聡の質問にそう答えた緒方さんは、照れくさいのか視線を泳がせる。

「おめでとうございます！」

　私がそう言うと、「ありがとう」と頬を赤らめた。

「ふたりは？」

「しますよ。一生かかっても、します」

　緒方さんの問いかけに、聡は迷いもなく答える。すると緒方さんは苦笑して、「そんなに我妻さんは待てないぞ？」とつぶやく。

　続けて、聡のお家事情も理解している緒方さんが「絶対に離すなよ」と聡に真顔で告げ、「もちろんです」と聡が答えるから、今度は私の頬が赤らんだ。

　ランチを終えた私たちは、一旦会社に帰った。部長に新規採用を報告すると、飛び上がって喜んでくれた。

「よくやった。ヨクイ堂もこれで軌道に乗るな」

「はい。今後は商品のよさを前面に押し出して勝負します」

　聡がそう言うのは、緒方さんの開発を信じているから。

「頼んだぞ。なぁ、宮城。本当にあと一年なのか？」

　部長はすこぶる残念そうだ。

「そうですね。私もここの仕事は楽しいですし、やりがいもありますが、あえて挑戦していきたいと」

　聡は自信に満ちあふれた顔をしていた。

「しかしなぁ。ヨクイ堂の仕事を引き継ぐのだって、簡単じゃないだろう」

「我妻さんがいます」

　迷うことなく言い放つ聡に驚いた。私ひとりで太刀打ちできるような得意先ではない。聡がいるからこそなのに。

「今の窓口の大林さんは、権力に屈するお方。でも、その下の人たちは違います。私はあと一年で、他のパイプを作ります。商品の価値をわかる人間を育てます」

　得意先の人まで『育てる』と言ってみせる聡は、やはりここで終わる器ではない。

「そうか。期待してるぞ」

「はい」

　私たちは頭を下げ、それぞれの席に戻った。

「宮城さん」

　いつもの高い声は、福井さん。

「はい。お疲れさまです」

　きちんと手を止め、福井さんの顔を見て返事をする彼は、パーフェクトな王子様。

「コーヒー、いかがです？」

「お願いしようかなぁ。ね、我妻さん」

　また私を巻き込む！

「あっ、大丈夫。私、淹れてきます」

　返事も聞かずに立ち上がり、フロアを脱出する。

　福井さんに『もっと頑張ってみます』なんて言った彼にしてみれば、頑張っている最中なのだろうけど、私は反応に困る。とっくに心まで奪われているんだもの。

　それにしても、福井さんのバイタリティにはあっぱれだ。あきらめる素振りもない。

「はー」

　聡との付き合いは、前途多難。お家騒動も女子社員の冷たい目もクリアしなければ、最終的に結婚にはたどり着けない。

　聡の分だけでなく、営業部全員分のコーヒーをお盆に載せフロアを回る。営業部は基本、飲みたい人が自分で淹れるスタイル。だからこんなこと、まだ仕事の少なかった新人のとき以来だけど、たまにはいいかもしれない。もちろん、福井さんにも。

「新しく淹れたのでどうぞ」

「ありがとうございます」

　もう空になっていたカップと引き換えに渡すと、彼女は驚いていた。『どうぞ、お手柔らかに』と心の中でつぶやいたことは、秘密だ。

　最後に聡のデスクにも置くと、「ありがと」と王子スマイル。腹黒なくせに……。

　だけど、それを私しか知らないと思うと、なんとなくうれしかった。




　それからヨクイ堂では新規採用が立て続けにあり、他社の商品で埋め尽くされていた棚が、プレッスルの商品に置き換わりつつあった。

　だけど棚が埋まっていくたび、聡と一緒に仕事ができる時間が減っていくのだと思うと、胸が苦しい。私がプレッスルに残るにしろ辞めるにしろ、彼と肩を並べて仕事をすることは、もうないのだから。

　とはいえ、私たちの交際は順調だった。お父様からの呼び出しは、あれからない。もしかしたら聡が私の知らないところでコンタクトを取っているのかもしれないけれど、彼のほうから言いだすまでは聞かないでおくことにした。

　聡は私のことを考えて動いてくれる。それなら信じて待つだけだ。




　春の足音が聞こえてきた三月三日は、ひな祭り……でもあるけれど、聡の誕生日。

　それを知っている福井さんたちが朝から彼にまとわりついていたものの、アポイントがあるからと、なんとか食事の約束はかわしたようだ。それでも、ひっきりなしにプレゼントは届いていた。

　今日は、聡は直帰になっていた。私たち営業は、遅くなると直帰をすることもある。とはいえ、翌朝の伝票整理が大変だから帰ってくることが多い。

　どこかに食事に行こうと話していたのに、急な仕事が入ってしまったのかもしれないと落胆していると、バッグの中のスマホが震えた。聡からのメールだ。

「はっ？」

　メールの内容を見て思わず大きな声が出てしまい、慌てて口を手で押さえる。

【予定があるから、早くね】って……。サボったな。まぁ、普段は人並み以上の仕事をこなしている彼が、たまに残業をしないくらいどうってことはないけれど。

　私は、福井さんたち女子社員が全員帰った瞬間に席を立った。

【今、出た】

　会社を出るとすぐに聡にメールを送る。すると、目の前にＢＭＷが滑り込んできた。

「聡……」

「早く乗って。サボりがバレる」

　サボりと言っても、きちんと終業時間までは働いているはずだ。

　慌てて車に乗り込むと、彼はすぐに車を発進させた。

「聡、お誕生日おめでとう。食事、どこがいい？」

　彼の食べたいものを、と思って聞くと、彼はうれしそうに微笑み、チラッと私に視線を送った。

「ありがと。でも、レストランはもう予約してあるから」

「そうなの？」

　今日決めればいいと思っていた私とは違って、用意周到だ。

　ただレストランに行くのだとばかり思っていたら、なぜか彼は私をブティックに連れていった。

　入口に警備員まで立っているそのブティックは、きれいに磨かれたガラスのショーケースに、数点の洋服やバッグといった商品が品よく飾られている。いかにも高級そうな店だった。

「いらっしゃいませ。お待ちしておりました」

　店に入るとすぐに店員が寄ってきて、頭を下げた。

『お待ちしておりました』って、ここも予約してあったということ？

　店内には、客が数人。どの人も高級ブランドのバッグを持っていて、どこから見てもお金持ちだ。

「よろしくお願いします」

　聡が店員にそう告げると、店員は「こちらへ」と私を促す。

　なにが始まるんだろうと首を傾げながらついていくと、奥のフィッティングルームでサイズ測定が始まった。

「失礼しますね。すぐに終わらせますので」

「えっ!?」

　私の戸惑いなどお構いなしに、店員は慣れた手つきで全身のサイズを測っていく。ブラのサイズを測ってもらったことはあるけれど、全身は初めてだった。

「ありがとうございました。データは保管しておきますので、いつでもお好きなデザインでお作りできます」

　好きなデザインって……オートクチュール？

　サイズ測定が終わった頃、聡が一枚のドレスを持ってやってきた。

「今日は間に合わないから、あるものから選んだぞ」

　彼が私の体にあてたのは、黒いドレス。首のうしろでリボンを結ぶホルターネックタイプのドレスは、この前のかわいらしいドレスとは打って変わって体にピッタリとしたライン。スカートにはスリットまで入っていて、すごくセクシーだ。

　でも、こんなふうに体のラインがばっちり出てしまうドレスを着こなせる自信はない。

「こんなの、無理だよ」

　私は思いっきり拒否をした。なのに聡は「志穂の魅力は俺が一番知ってるから」と、恥ずかしいことを平然とした顔で言いながら、私にドレスを持たせる。

「きっとお似合いになりますよ。とりあえず試着されてみては？」

　店員にも促され、私はしぶしぶドレスを着ることにした。

「どう、かな……」

　着替えて出ていくと、聡が待ち構えていた。フーッと大きな溜め息をついた彼は、なにも言わず腕を組むだけ。

　こんなにセクシーなドレスは、やっぱり私には着こなせない。

「あのっ、あのね……」

　私に近づいてきた聡に、期待に沿えなかったことを謝ろうとすると、「失敗だった」と先に言われて胸がズキンと痛む。

「ごめん……」

「そうじゃなくて。志穂のこんな姿、他のヤツに見せたくない」

「えっ？」

「今すぐ、抱きたい」

「ええっ！」

　私の耳元に口を寄せて囁く彼に、目を丸くする。すると彼は、「もうちょっと我慢だな」とつぶやいた。そして私の腰に手を回して、スマートにエスコートしてくれる。

「今日はこれをいただきます」

　聡はあっという間に支払いを済ませ、私を連れて店を出た。

　それから彼は、新年のパーティーが行われたあのホテルに向かった。

「えっ？　またパーティー？」

「今日は違うから安心しろ」

　そう言う彼が玄関に車を横付けすると、すぐにドアマンがドアを開けてくれる。

「ありがとう、ございます」

　こんな扱いをされたのは、もちろん初めて。ドギマギしながら車を降りると、聡がやってきて私の手を取った。

「宮城様、ようこそいらっしゃいました」

　パーティーのときも私たちを案内してくれたホテルマンが、出迎えてくれた。彼のネームプレートをよく見ると【支配人】と書いてあり、驚いてしまう。そんなに偉い人だったとは知らなかった。

「少し早かったでしょうか」

「いえ。ご用意できております」

　なにがなんだかわからないうちにエレベーターに乗せられ、最上階まで行くと、扉の先は別世界だった。フカフカの絨じゅう毯たんが敷かれた床に、大きなシャンデリア。エレベーターホールだけでも、他とは違う。

　聡は私を連れて、その一角のレストランに入っていく。

「いらっしゃいませ。お待ちしておりました」

　丁寧に頭を下げられ、なんだか恐縮してしまう。

　それでも聡は余裕の顔で、私をエスコートして店の奥へ向かった。店内には客の姿が見えない。

「お客さん、いないね。平日だからかな？」

　不思議に思い、何気なく聡に漏らすと……。

「あぁ、貸し切ったから」

「貸し切ったって！」

　御曹司のやることは桁違いだ。

　驚きつつも、ウエイターがスッと引いてくれた椅子に座った途端、窓の外に広がる街のネオンに目を奪われる。

「きれい……」

「志穂は夜景が好きみたいだからな。俺の家に来れば、毎日見られるのに」

　聡は優しい笑みを見せる。

　そういえば、彼の部屋のロケーションも最高だった。

「ごめんね。私が予約しなくちゃいけなかった」

　貸し切りなんて到底無理だけど……今日は聡の誕生日なのに。

　私はすぐに謝った。

「そんなこと気にするな。料理はもう頼んであるけど、いい？」

「うん。ありがと」

　こんなに素敵なドレスを着て、私たちだけのために用意された空間で食事ができるなんて、本当にシンデレラになった気分。

「聡、お誕生日おめでとう。あの、これ」

　いきなりの演出に舞い上がりすぎて、肝心なことを忘れていた。私はバッグの中からプレゼントを取り出し、彼に渡した。

「ありがとう、志穂！　開けていい？」

　彼は大喜びで受け取ってくれる。

「うん。あんまり期待しないで」

　彼に選んだのは、ネームを入れた万年筆。これから仕事をしていく上で長く使えそうだと思ったからだ。

　私にしては奮発したけど、こんなもので大丈夫かな……。どう考えても、このドレスのほうが高い。

「おっ！　名前入りだ。志穂にこうして祝ってもらえて、本当にうれしい」

　彼が大げさなほどに喜んでくれてホッとした。

　それからすぐに、前菜が運ばれてきた。アボカドとホタテのサラダは、盛りつけが美しくフォークを入れるのがもったいないくらい。

「乾杯」

　グラスを合わせて乾杯したあと、ワインを口にする。

「甘口でおいしい」

　アルコールの類は、甘口が好き。いつも彼はさっとワインを選んでくれるけど、私の好みを全部知ってくれていることがうれしい。

　次々と運ばれてくる料理に舌鼓を打ちながら、彼との会話を弾ませた。そして、デザートを食べ終わり、コーヒーを口にしていると……。

「志穂」

　彼は突然神妙な面持ちになり、私をじっと見つめる。

「ん？」

「俺と、結婚してほしい」

　一瞬、なにを言われたのかわからなくて、呆然とする。体中をザワザワとした感覚が走り抜ける。

　唐突すぎて言葉をなくしていると、彼は私の手を取り、ポケットから出した指輪を左手薬指にはめた。

「今日は、左手」

「さと、し……」

　指輪の中央には、二カラット近くはありそうな存在感のあるダイヤ。その横にはメレダイヤがいくつも配置されていて、キラキラと光を反射させている。

　ダイヤのあまりの大きさに驚き、まじまじと見つめてしまう。。

「志穂に苦労させることはわかってる。でも、全力で守るから」

　聡はいつになく真剣な眼差しを私に向ける。

　彼の強い思いに胸を打たれ、ポロリと涙がひと粒こぼれた。

「……はい」

　私が返事をすると、私の頬に伝う涙をそっと手で拭った彼が優しく微笑む。

「ありがとう。一生、大切にする」

「うん」

　まだお父様の承諾を得ていない私たちの未来がどうなるのか、予測もつかない。でも、この先彼とずっと一緒にいたいということだけは、決して揺るがない自信がある。まさかこんな短期間で、人生の大きな決断をするとは思っていなかったけど、間違ってはいないはず。

　不意打ちの感動的なプロポーズは、一生忘れられないものとなった。

　驚くことに、聡はスイートルームまで予約していた。レストランのすぐ下の階にある客室はもちろん広く、ベッドルームがふたつもあった。

「うわー、広い！　見て見て、ここからも夜景が見える」

　スイートなんて当然初めての私は、子供のようにはしゃいでしまう。それを見た聡にフッと笑われてしまったけれど、興奮は収まらない。

　大きな窓に張りついて外を眺めていると、聡が近寄ってきた。そして……。

「夜景もいいけど……俺も見ろよ」

　彼が私をうしろからギューッと抱き寄せるから、胸がドクドクと音を立て始める。

「聡……」

「俺、十月の株主総会で認められれば、取締役に就任する」

「うん」

　おそらく認められる。反対勢力もあるようだけど、社長派のほうがずっと多い。

「そうしたら、婚約も発表したい」

　今はまだ三月。彼がこんなに早くプロポーズしてくれたのは、私に心の準備をする時間をくれたのだと思う。でも、お父様は認めてくれるだろうか。

「うん。でも、お父様が……」

「必ず祝福してもらう」

　そう囁く彼は、いっそう強く私を抱きしめた。

「うん」

　勝手に結婚するのではなく、説得しようとしている彼に任せたい。

「一生、俺のそばにいろ」

　そんな彼の言葉に感動して、涙腺が崩壊するのに時間はかからなかった。

「志穂。こっち向いて」

　彼は私の耳元に甘い吐息を吹きかける。

　恥ずかしかったけれどゆっくり振り向くと、すぐに唇が重なった。

　次第に激しくなるキスに必死に応える。すると、彼は私の首のうしろのリボンをスルスルと解いた。

「志穂が欲しい」

「聡……」

　私も、欲しい。彼のすべてが、欲しい。

　スカートのスリットから手を差し入れてきた彼は、私の太ももを撫でながら、首筋に舌を這わせる。

「ん……」

　思わず甘い溜め息が漏れると、彼は私を抱き上げてベッドに運んだ。そして、あっという間にドレスを脱がせ、自分もシャツを脱ぎ捨てた。

　彼の鍛えられた体に視線が釘くぎ付づけになる。だけど、彼のゴツゴツした男の指がブラを取り去り胸の先端に触れたとき、頭が真っ白になってギュッと目を閉じた。

「志穂」

　彼は何度も私の名前を呼びながら、全身にくまなく舌を這わせていく。

　彼が敏感な部分に触れるたび、体がビクンと震えてしまう。つい声が出そうになって必死にこらえていると……。

「声、聞かせて」

　彼はそう言いながら、色気のある瞳で私を見下ろす。

　でも私は恥ずかしくて、首を振った。

「そんなに困った顔されると、余計にいじめたくなるだろ。声を出さないなら、出させるけど？」

　どこまでもドＳらしい彼は、大きな手で太ももを撫で上げる。

「あっ……」

　容赦なく繰り返される愛撫に思わず声が漏れると、彼は満足そうに微笑み、さらに手の動きを加速させる。

「あぁっ、ダメ……」

　それからは、声を隠すこともできなくなった。何度も自分から彼の唇を求め、しがみつき、悶もだえる。

「愛してるよ、志穂……」

　ゆっくり私の中に入ってきた彼は、艶めかしい溜め息を吐き出す。

「もっと、もっと感じろ」

「イヤッ。おかしくなっちゃう……」

「ダメだ。俺が感じてるくらい、もっと……」

　彼に悩ましげに言われ、少しだけ残っていた理性も吹っ飛んでいく。乱れてしまうのが恥ずかしくて目を閉じると、彼は一旦動きを止め……。

「目を開けろ」

「イヤ」

「お前の瞳で、俺を縛れ」

　命令口調の彼は、私の手を強く握った。

「聡……」

　ゆっくり目を開けると、真っ直ぐに私を見つめる彼の顔が目の前にある。

「俺もお前を縛ってやる」

　もう、彼からは絶対に逃れられない。

　自分から唇を求めると、彼は私を強く抱き寄せた。

　もうなにがなんだかわからない。次から次へと襲ってくる快楽に溺れ、ただひたすらに彼を求める。すると彼も苦しげな顔をして、激しく腰を打ちつけてきた。

　いつもとは違う余裕のない様子に、胸がギュッと締めつけられる。こんなにも求められていることがうれしくてたまらない。

「あぁっ……」

　思わず出てしまった私の溜め息と共に彼が果てると、乱れに乱れた互いの呼吸がシンクロして、広い部屋に響き渡る。

「志穂……」

　肩で大きく息をする彼は、やっとのことで私の名前を口にした。そして、もう一度唇を重ねたあと、腕の中に私を誘う。

　彼の鼓動の激しさに驚きながら肌のぬくもりを感じていると、彼が口を開いた。

「俺……必死になりすぎて、ちょっと激しくしちまった」

　ちょっと、だったかどうかは別として、私を気遣っていてくれたのはよくわかった。

　彼は主導権を握りつつも、私が体を震わせるたび、丁寧に愛撫を繰り返してくれた。そして何度もくれる優しいキスが、私の心をとろとろに溶かしていった。

　こんなに心が震えるセックスは、初めてだった。

「はぁ、志穂の体、最高」

　彼が恍こう惚こつの表情でそう口にするから、顔から火が噴き出しそうになる。

「そんな感想いらないの！」

　赤く染まった顔を見られるのかイヤで、ますます彼にくっつく。そのまま離れないでいると、彼は私の腰に手を回し、いっそう強く抱き寄せた。

　これからの未来に不安がない、と言えば嘘になる。でも、このたくましい腕が私を守ってくれる。私はそう確信した。




　それからの私たちの関係は、会社ではまるで変わらなかった。お父様の賛成が得られていない今は、まだ婚約を公表できない。

　その日、珍しく早く仕事が片付いた私は、聡より早く会社を出た。会社を出たところで、彼とあとで食事にでも行けるといいなと思いつつ、スマホを出しメールを打ち始めると……。

「我妻さん」

　突然呼び止められ、足を止めた。

「あっ、お久しぶりです」

　私を呼び止めたのは、お父様の秘書の高畑さんだった。

「社長がお呼びです」

「私を、ですか？」

　大きくうなずいた高畑さんは、近くに停まっている黒い大きな車を指差した。

「ああああ、あの……さ、さ、聡さん、呼びますから」

　動揺しすぎて舌がうまく回らない。

「いえ、我妻さんにお話があるそうです」

　そう言って向けられた威圧的な視線は、私を震え上がらせる。でも、聡と一緒になりたいのなら、いつかは通る道だと腹をくくった。

　高畑さんが車のドアを開けると、お父様が真っ直ぐ前を見据えて座っていた。

「乗りなさい」

「はい」

　車内は沈黙が流れ、実に居心地が悪い。あまり接点のないお父様と、なにを話したらいいのかもわからず、ただ視線を落として黙っていた。

　やがて車は、宮城家に着いた。

「入りなさい」

「はい。お邪魔します」

　まさかひとりで訪ねることになるとは。

　前回と同じ和室に通されると、すぐに広田さんが料理を運び始めた。

「あの、すぐにお暇いとましますので」

　いやむしろ、今すぐ帰りたい。

「いいから、食べていきなさい」

　お父様は有無を言わせぬ口調で私に言いながら、腕を組んだ。

「……はい」

　広田さんが料理を運び終えると、一緒にいた高畑さんも出ていってしまう。

「今日は突然すまなかったね。食べなさい」

「ありがとうございます。いただきます」

　お父様の食事は、お母様が亡くなってから本宅に戻ってきた広田さんが作っていると聞いている。所狭しと並ぶ料理は、品数も多く豪華だった。炊き込みご飯に、ぶりの照り焼きをはじめとした和食が並んでいる。

　ご飯をひと口、口に入れたものの、それ以上は箸が進まない。こんなにおいしそうな食事を前にしてもったいないけれど、緊張でそれどころではない。

「聡が先日訪ねてきてね」

　箸を動かし続けるお父様は、私には視線を合わせてくれない。

「はい」

　箸を置いて聞く姿勢を作ると、「食べながらで構わない」と言われ、なんとか煮豆を口にする。

「プロポーズをして承諾されたと言っておった」

「はい」

　やっぱり食べながらなんて聞けない。箸を置くと、お父様は再び口を開いた。

「本気、かね」

　涼しい顔でぶりを口に運びながら、尖った発言。まるで『バカかね、君は』と言われているようで、背筋に悪寒が走る。

「本気、です」

　それでもこう答えるしかない。聡も私もいい加減な気持ちではない。

　しかしお父様は、黙々と箸を口に運ぶだけ。私の答えが気に入らないに違いないと思った。そのとき……。

「私は頼子が嫌いだったわけではないし、他の女性が好きだったわけでもない。ただ、不自由な境遇に反抗したくて、無茶をした。我ながら青かったと思っている」

　突然の告白に目を見開く。

　お父様はお父様で、聡と同じように苦しんだことがあるのかもしれない。でも……。

「聡さんも、同じように悩んでいます。でも、間違った道は歩きません」

　これではまるで、『あなたのしてきたことは間違っています』とお父様に言ってしまったようなもの。だけど、聡は王子スマイルを振りまくことはあっても、自分の境遇を言い訳に浮気をするなんてことは、絶対にない。

「それはわからんだろう？　アイツも男だ」

　それは、浮気を覚悟できるかと問いかけられているかのようだった。

「聡さんは絶対に私を裏切りません。でも、もしそんなことがあればひっぱたきます。私は我慢しません」

　聡と生きていけるのだとしたら、対等でありたい。同じ視線で同じものを見て、同じように心を震わせられる関係でありたい。

　必死に平然とした顔を作っていると、「志穂！」という聡の大きな声が聞こえて、バタバタと足音が近づいてきた。そして、障子が一気に開いた。

「もっと静かに入ってこんか」

　怒った口調のお父様は、一旦箸を置いた。

「あなたが志穂を連れ去ったのが悪いんです」

　息を切らせた聡は私を見つめて、ホッとしたような顔を見せる。

「どうして、わかったの？」

「会社の前で、黒塗りの車を見つけてね。電話もつながらないから、怪しいと思って」

　聡の鋭い洞察力にはあっぱれだ。

「勝手に彼女を呼び出さないでください」

　聡は私の隣に座ると、お父様に向かってきっぱりと口にした。

「嫁になるなら、構わんだろう？」

「彼女を嫁として認めていただいたのなら、構いませんが？」

　認めていないことなんてお見通しとでも言うように、聡は硬い表情を崩さない。

「志穂と一緒になっても社会的に損得はありません。それがお気に召さないのかもしれませんが、私は自分の生活が豊かになれば、それ以上の働きをする自信があります」

　聡の目は鋭く、自信に満ちあふれている。

　彼自身、これから未知の世界に飛び込むことに不安はあるに違いない。それでも、コツコツと積み上げてきた努力は、この先彼を助けるだろう。

「お前が考えているほど、甘くはないわ！」

　お父様は声を荒らげるけれど、聡は動じない。

「望むところです。志穂を手に入れるためなら、なんでもします。あなたが会社を大きくするために母を手に入れたように」

　お母様が最期までお父様を愛していたことは理解していても、やはり息子としては、完全に父を許せないのだろう。聡の言葉には棘があった。

「聡……」

　私は慌てて彼を制し、首を振る。するとハッと我に返った聡は、「言いすぎました」と謝ってくれた。

　そんな彼が立派すぎて、本当に私が妻でいいのか少し不安になる。でも努力して、彼にふさわしい人間になってみせる。聡も努力して、今があるのだから。

「失礼します」

　そのとき、広田さんの声がして、障子が開いた。

「広田、今は席を外してくれ。用があれば呼ぶ」

　不機嫌なお父様がそう言ったけれど、広田さんは正座して深く頭を下げた。

「僭せん越えつではございますが、旦那様。どうか私の話も聞いてください」

「あとだ。下がれ！」

　広田さんはそう命令されても動こうとしない。

「これを機にお暇を出されても構いません。ただ、奥様の最期のお言葉だけはお伝えしたくて参りました」

　お母様の最期の言葉？

　隣の聡が目を見開き、広田さんを見つめる。お父様も同様に、驚いたような顔をして黙ってしまった。

「奥様は、旦那様を大変愛しておられました。それは嫁がれてからお亡くなりになるまで、ずっと変わることはありませんでした」

　それは、聡が言っていた通りだ。

「あの日――奥様が亡くなられたあの日は、朝から冷たい雨が降っていて、奥様の体調もよくありませんでした。『お医者様を呼びましょうか』と問いかけましたら、『いらない』と。ただ、旦那様に会いたいと、珍しくワガママをおっしゃいました」

　広田さんの声が震える。

「『お仕事中ですから、秘書の方に連絡を取っておきます』と申しましたら、『しなくていい』と。『私は片思いをしているの。でも、素敵な恋なのよ』と私に漏らされました」

「頼子が？」

　お父様は目を見開き、声を絞り出した。

「はい。もうご自分の命が尽きてしまうことを察しておられたのでしょう。『あの人もようやく肩の荷が下りますね。私が妻では辛かったでしょう』と、はっきりと」

　その瞬間、聡の体が小刻みに震えだしたのがわかった。必死に泣くのをこらえているようだ。

「そして、聡さんのことを案じておられました。自分のせいで旦那様を憎んでしまうのではないか、と。だから、『幸せだったと伝えてほしい』とおっしゃいました」

　聡は唇を噛みしめ、苦しげな顔をする。

　自分の死の間際に、他人をいたわれるお母様は、素敵な女性だったに違いない。

　涙声の広田さんは、さらに続ける。

「旦那様、お願いです。惹かれ合っているおふたりを引き離さないでください。奥様のように苦しんでほしくないんです。どうか……おふたりの結婚をお許しください」

　使用人がこんなに重大な発言をすることは、通常許されるはずがない。でも、広田さんの発言には、お母様の発言と同じ重みがあった。

　そのとき、障子がさらに開き、広田さんの隣に秘書の高畑さんも座った。

「社長。私からもお願いです。社長に申し付けられました通り、聡さんの仕事ぶりについてずっと調査してまいりました」

　聡がハッとした顔をする。

「聡さんは、ご自分の実績のみならず営業部全体を見る目をお持ちでしたし、部内の円滑な人間関係もうまく築いておられました。開発のほうにも積極的に意見を述べられ、プレッスルの成長に確実にひと役買われています」

　高畑さんの聡に対する評価にはうなずける。こうして、見えない努力を見ていてくれた人がいるのは、聡にとってもうれしいはず。

「ですが、聡さんの原動力は我妻さんでした。おふたりで切せっ磋さ琢たく磨まされ、若いのに営業部を引っ張ってこられた。それに、聡さんが唯一ホッとした顔を見せるのは、我妻さんの前だけだったと聞いております。おふたりは、幸せになられますよ」

　怖いと思っていた高畑さんまで味方になってくれるなんて、信じられない。

　一瞬、静寂が私たちを包み込んだ。そして、それを破ったのはお父様だった。

「広田。聡にも食事を。私は自分の部屋で食べるから運んでくれ」

「承知しました」

　そしてお父様は立ち上がり、部屋を出ていく。でも……。

「頼子に、手を合わせてくるよ。聡、今度墓参りをして、結婚を報告してきなさい」

　廊下に出たところで立ち止まり、振り返ることなく言った。

「ありがとう、ございます」

　聡が深く頭を下げるのを見て、我慢していた涙があふれ出てきてしまう。

　許して、もらえた……。

　立ち去るお父様に、全員で頭を下げる。

　少し頑固なところもあるけれど、宮城グループの全責任を背負ってきたお父様の苦労は計り知れない。お母様への仕打ちは、女としては許せない。でも、今度こそ穏やかに、お母様とゆっくり話してほしい。

「広田さん、高畑さん、ありがとうございました」

　聡が改めてふたりに頭を下げると、「とんでもございません。ありがとうございます」と広田さんは涙をこぼす。

「高畑さん、まさか見られていたとは知りませんでしたよ」

「申し訳ありません。営業部の戸川は、以前私の下で秘書をしておりました」

　ポーカーフェイスの高畑さんが、初めて笑みを漏らした。

「戸川くん？」

　思わぬ名前が出たことに驚いて大きな声が出てしまい、慌てて口をつぐむ。

　まさか、戸川くんに見られていたなんて……。

「ですから、聡さんが大変おモテになるのも存じております。でも、我妻さんに一途だったことも」

　そう指摘され、頬が赤くなったのは、聡も同じ。

「でも、まさか高畑さんに応援していただけるとは」

　聡は苦笑しながら口を開いた。

「仕方ないですよね。こんなに大きな会社の御曹司が、二年も振り回されているのを見ていたら、応援しないことには」

　高畑さんがそう言うと、広田さんにもようやく笑顔が戻った。

「それでは、食事のご用意をいたしますね。よろしければ高畑さんも食べていってください」

「ありがとうございます」

　広田さんが立ち上がるのに合わせ、私も立った。

「私に手伝わせてください」

「いえ、お客様ですから」

「お母様の味を、私に教えてください」

　さほど料理が得意とは言えない私が、どこまでできるかわからない。でも、ひとつでもいい。聡にお母様の味を作ってあげたい。

「それでは、こちらにどうぞ」

　そのときの広田さんのうれしそうな顔は、お母様が喜んでいてくれるかのように思えて、私まで頬が緩んだ。

　結局その日は、もう出来上がっていた料理を温め直しただけで終わってしまった。それでも、お母様は甘めの煮物が好きだとか、しょうがの漬物が大好物だったとか、いろいろ話が聞けて幸せだった。それに、また料理を教えてもらう約束も取りつけた。

　聡の提案で広田さんも一緒に取った夕食は、それはそれは楽しかった。ラーメンや牛丼ばかり食べていることを広田さんに叱られ、「すみません」としょげる聡の姿が新鮮だった。

　帰りは、高畑さんが聡の家まで送ってくれた。

「本当にありがとうございました」

　聡がお礼を言うのに合わせ、私も頭を下げる。

「いえ。これからが正念場です。私も全力でサポートさせていただきます」

「お願いします。あの、父にもお礼を……」

「承知しております。今日のところは私から。でもまたぜひ、ご実家に足をお運びください」

　高畑さんは、ほんの少し口角を上げて言った。

　怖い人だとばかり思っていたけど、優しい人だった。彼は将来、聡の右腕になってくれる人。そんな気がする。

　それから高畑さんはすぐに帰っていった。

「さて、今日は抱き合いたい気分だな」

「もう、そればっかり……」

　クスクス笑う彼は、私の手を取り部屋に入ると、そのまま玄関で強く抱き寄せる。

「志穂。俺……」

　背中に回す手に力を込めた彼は、大きく息を吸い込むと……。

「すごく、幸せだ」

　心から、というような感じで言葉を吐き出した。

「聡……」

　彼はお母様が亡くなり、お父様といがみ合ってきた。本当はそんな関係が辛かったのかもしれない。だけど、彼を心配して見守ってくれていた人たちがいて、私たちのことも理解してくれた。そして壊れかけていた聡とお父様の関係も、修復へと傾いている。私たちは最高に幸せだ。

「ずっとこの幸せを志穂とわかち合いたい」

「……うん」

　聡と付き合い始めてから、感動の涙が止まらない。

　彼の周りには素敵な人がいっぱいだ。これから先、困難にぶち当たっても、皆が手を貸してくれる。彼はそういう星の下に生まれたに違いない。

「私ね、広田さんにお料理を習うことにしたの」

「それは楽しみだ。でも今日は、志穂を味わう」

「えっ！　あっ……」

　彼はすぐさま私を壁に押しつけると、唇を塞いだ。










腹黒御曹司をひとりじめ




　聡との結婚が許されてから、私はますます仕事に励んだ。彼のパートナーとして恥じない人間にならなくてはと張り切っていた。そして聡も、高畑さんの力を借り、グループ全体の経営状態を把握するため、他の事業部の勉強も始めたようだ。

　彼が高畑さんと勉強している間、私は広田さんのところに通った。お父様も私が通っていることを知っていたようだけど、なにも言わなかった。

　いつかお父様にも私の作った食事を食べてもらいたい。お母様の味を。

　そうして、やっといくつかの料理をひとりで作れるようになった夏のある日、ヨクイ堂の棚がひとつ、プレッスルの商品で埋まった。

「やったな」

「……うん」

　聡と一緒にスーパーに行き、プレッスルの商品で埋め尽くされた棚を見て、泣きそうになる。

　予定よりずっと早く、目標を達成した。この仕事に関しては、私も聡も努力を惜しむことなく走り回った。プレゼンの資料は専門的な視点から緒方さんにチェックしてもらい、商品について知り尽くしている彼の前で、恥を忍んでロールプレイングもした。そして鋭い突っ込みにもすべて答えられるようにして、本番に挑んだ。

　こうした小さな積み重ねが花を開き、達成感でいっぱいだった。

「聡と一緒に仕事ができて、よかった。ありがとう」

　ヨクイ堂をあとにして車に乗り込むと、彼にお礼を言った。

　数字に囚われ、淡々と商品を押し込んでノルマを達成していた頃は、こんなにワクワクしなかった。でも今は仕事がすごく楽しいし、自分に自信もできた。

「俺もだよ。志穂、ありがとな」

　差し出された大きな手を握ると、彼はとても優しく微笑んだ。




　ヨクイ堂の仕事がひと段落すると、私の心は激しく揺れ動いた。

　聡がプレッスルから去ったあと――取締役に就任したあと、私はどうしたらいいのだろう。聡はそのことについてなにも言わない。

　私は、しばらく忙しくて会えないでいた千佳を呼び出して、相談することにした。

　彼女には、聡との交際をお父様に認められた時点で、電話で報告をした。すると彼女はしばらく言葉を失くし、『今日はエイプリルフールなの？』とつぶやくから笑ってしまった。

　千佳とは、気取らず居酒屋で。ビールで乾杯したあと、おつまみを適当に頼んだ。

「それで？　御曹司くんとは順調なの？」

「うん、まぁね」

「それなのに、どうして沈んでるの？」

　彼女がそう言うのも無理はない。『皆の憧れの王子様と結婚するのに、なんの不満があるの？』と思っているのだろう。

「うん……」

　なにから話したらいいのかと悩んでいると、千佳は驚くことを言いだした。

「そういえば志穂の元カレ、会社を辞めたって知ってる？」

「賢、辞めたの？」

　そんなこと、ちっとも知らなかった。というか、もう興味もない。

「うん。総務のあの子、結局二股かけられてたみたい」

　千佳は、運ばれてきた焼き鳥を大きな口で頬張った。

「また二股って、懲りない男ね」

「うん。女癖は治らなかったみたいね。それで、その浮気相手が得意先の女で、仕事にも影響が出ちゃって、結局解雇に近い感じよ」

　そんな人のためにひたすら我慢を重ねていたのかと思うと、我ながら情けない。

「なんか、コメントすら思いつかないわ」

「それでいいのよ。志穂は幸せになるんだから」

　そっか。私は幸せになるために聡と結婚するんだ。

　当たり前のことだけど、目の前のモヤモヤしていた霧がなんとなく晴れた気がした。

「千佳に相談してよかった」

「は？　まだなにも相談されてないけど。もう酔った？」

　今度は枝豆に手を伸ばしながら笑う千佳だけど、おかげで私の気持ちは決まった。




　翌日、私は仕事帰りに、広田さんに料理を習いに出かけた。もう何度も作っている味噌汁は、合わせ味噌を使う。お父様が好きな具は、シンプルに豆腐と油揚げ。丁寧に出だ汁しを取るこの味噌汁は、私も大好きになった。

「広田さん私、ちょっと悩んでいることがあって……」

　いつの間にか、広田さんは信頼できるお母さんのような存在になっていた。

「仕事をどうするか、でしょうか？」

　広田さんは私の目を見て、そう口にした。

「どうしてわかったんですか？」

　驚いて問いかけると、「昨日、聡さんも来て、同じことを言っていらしたから」と言われ、さらにびっくりした。

「聡は、なんと言ってましたか？」

　彼の本音が知りたい。広田さんには話しているような気がした。

「志穂さんにはなんておっしゃったんですか？」

「なにも言わないんです。私の好きなようにさせてくれるつもりだと思います」

　聡の取締役就任の是非が問われる株主総会は、もう目前まで迫っている。早く結論を出さなければならないのに、彼はなにも言ってはこない。

「そうですね。その通りです」

　広田さんが筑ちく前ぜん煮にの鍋の火を止めた。

「私……聡のためなら仕事を辞めてもいいと思っていました。でも、彼と一緒に仕事をしていて、楽しいと思うようになって……やっぱり辞めたくないなって」

　私が器を出すと、広田さんは筑前煮を盛りつけ始める。

「聡さんは、志穂さんがそう思ってること、わかっていますよ。だから、仕事を続けることを前提に相談に来られたんです」

「そうだったんですか？」

　思わず大きな声が出た私に、広田さんはうなずいてみせた。

「だって、取締役の妻が働いているなんてみっともないとかいう、くだらない世間体だけが問題なんですよね？」

「そう、ですね」

　そう言われると、その通りだ。夫婦で出なければならないパーティーのようなものはあるようだけど、仕事の面は高畑さんたち秘書がサポートしてくれる。だから、私が働いていても、聡の仕事に影響はない。

「だから聡さんは、志穂さんが働き続けることにはまったく反対していらっしゃいませんでした。旦那様にもそう伝えてあるのでは？　でも聡さんは、自分が今までしてきた苦労を志穂さんにさせないといけなくなることが苦しそうでしたけど」

　広田さんは手を止め、私を見つめた。

「苦労？」

「これから志穂さんには、〝取締役の妻〟という冠がついて回りますよね」

　そうか。〝宮城グループの御曹司〟の〝宮城 聡〟と同じ扱いになるわけだ。彼が一番嫌がっていたことだ。

「聡はそんなことを……」

「はい。でも私、『そんなの、聡さんが守ってさしあげればいいのではありませんか？』と言っておきました」

　広田さんは優しい目をしてニッコリ微笑んだ。

「ありがとうございます。完全に悩みが解決しました。私、やっぱり幸せになるために聡と結婚します」

　清々しい気持ちで言うと、広田さんがうなずいてくれ、自然と笑顔になる。

〝我慢するため〟ではなく、〝幸せになるため〟に。亡くなったお母様もそうしなさいと言ってくれる気がする。

「そうですね。私も、宮城家に家族が増えるのを楽しみにしています」

　広田さんが本当の母親のように優しく私を見つめてくれたので、胸がいっぱいになった。

　そのあと、お父様のところに夕食を運ぶのを初めて手伝わせてもらった。

「旦那様、あれから毎日、奥様の仏壇に手を合わせていらっしゃるんです」

　廊下をふたり並んで歩いていると、広田さんがそう教えてくれた。

「本当ですか？」

　遅すぎたとはいえ、お母様の片思いが実った気がして、感慨深い。

「失礼します」

　私がお父様の部屋に顔を出すと驚かれたけれど、「上達してきたね」と声をかけられ、今度は私がハッとした。ちゃんと私のことを意識してくれていたようだ。

「頼子の味を思い出すよ」

　お父様は筑前煮を見つけ、少し口角を上げた。

「ありがとう、ございます」

「今度、聡と一緒に食べに来なさい。私もひとりでは寂しい」

「はい」

　なによりもうれしい言葉に、思わず泣きそうになってうつむく。すると……。

「広田。聡に、仕事ばかりしていると志穂さんに逃げられるぞと言っておきなさい」

「承知いたしました、旦那様」

　そんなふたりの会話が耳に入ってくる。

　お父様に初めて『志穂さん』と呼んでもらえた。本当に嫁として認めてもらえた気がして、胸が熱くなる。

「ありがとうございます」

　精いっぱいの感謝の気持ちをその言葉に乗せ、その日は家をあとにした。




　その週の週末は、久しぶりに聡と彼の部屋でゆっくりできた。

「ねぇ、聡」

　コーヒーを淹れ、緒方さんが開発したクッキーをつまみながら私は口を開いた。

「ん？」

「お父様が、ご飯食べに来いって」

　私が報告すると、彼はすごくうれしそうに微笑む。

「志穂と付き合いだして、いいことしかない」

「私はそうでもないけど？　皆の王子様のせいで、毎日背中に視線が突き刺さって痛すぎる」

「それはそれは」

　私の苦情に、聡は声を上げて笑った。

「でも、そろそろ慣れてきたの」

「慣れたって？　その視線ビームに？」

　彼はコーヒーをテーブルに戻すと、クッキーを取って私の口に入れた。

「うん。腹黒王子をひとりじめしてるんだから、仕方ないかなって」

「その『腹黒』ってくだり、いるのか？」

　彼は自分の口にもクッキーを入れながらクスッと笑った。

「当然いるでしょ。でも、これからもその視線は背負ってもいいかなと思ってる」

　私がそう言うと、彼は私の顔を覗き込む。

「それって、仕事を続けるってことか？」

「うん。いい？」

　私の問いかけに、聡は大きくうなずいて抱き寄せてくれた。

「もちろんさ。でも、視線がもっと尖るかもしれないぞ？」

「ちょっと、怖いこと言わないでよ。でも、傷だらけになったら聡が治してくれる？」

　彼が今まで背負ってきたものを、私も一緒に背負うだけ。疲れたら、彼が癒やしてくれればいい。

「当たり前だ」

　目を細めて微笑む聡は、私の額にキスを落とした。




　そして、聡の取締役就任の是非が問われる株主総会が、あと二カ月に迫った頃……。

「志穂。行こうか」

「うん」

　私たちはふたりで部長の前に立った。

「部長、お話が」

　口火を切ったのは、聡。

「どうした。ヨクイ堂の話か？」

「いえ。私事ですが、我妻さんと結婚という運びになりました」

　部長は聡の発言を聞き、あんぐりと口を開いて固まっている。鉄の女が皆の王子様を射止めるなんて、寝耳に水だったのかもしれない。

　同時に、フロア中に響いていたキーボードを打つ音もピタリと止んだ。

　痛いんですけど。背中にすごく強い念を感じるんですけど……。

「そ、うなのか。それは、おめでとう」

「ありがとうございます」

　やっと部長が口を開くと、私たちはふたりで頭を下げた。

「待てよ。それじゃあ、我妻も来月で辞めるのか？」

　状況を少しずつ呑み込み始めた部長は、今度は焦りだした。

「いえ、私は続けさせていただきます」

「本当か？　ツートップがいなくなるのは困る。だから私としてはうれしいが……」

　部長は不安げに聡を見上げる。

「社長にも了承を得ております。これからも変わらず我妻をご指導いただければと思います」

　聡がそう言ってくれたとき、私はもう彼の身内なんだと感じられて、胸がキュンと疼いた。

「部長。今までと変わりなく鍛えていただけるとうれしいです」

　部長に訴えると、小さくうなずいてくれる。とはいえ、気を遣わせるかもしれない。でも、聡の妻になったからといって、なにも変わらない。

「わかった。ヨクイ堂は我妻に引き継いでもらうつもりだったから、頼んだよ」

「はい」

　そして自分の席に戻ると……。

「おめでとう」という川村課長の大きな声と拍手が聞こえ、それが部署中に広がった。

　部長への報告が皆に聞こえていることはわかっていた。けれど、こんなに祝福してもらえるとは思っていなくて、瞳が潤む。聡と一緒に周りの人たちに深く頭を下げると、さらに拍手が強くなって、涙がひと粒、床にこぼれていった。

　だけど顔を上げた瞬間、泣きそうな福井さんと目が合って慌てた。軽く一礼すると、彼女はフロアを出ていく。

　福井さんは怒っているかもしれない。でも、どうしても聡は渡せない。

　それから気持ちを入れ替え実績の集計をしていると、コーヒーを持った福井さんが帰ってきた。そして……。

「宮城さん、あの……」

　聡のデスクにコーヒーを置いた。

　聡はいつものようにきちんと福井さんと視線を合わせ、優しい笑顔を見せる。

「僕、福井さんの励ましのおかげで、彼女と結婚できることになりました。彼女はこれからもここで頑張りますので、どうか支えてやってください。福井さんの淹れたコーヒーが恋しくなったら、また飲みに来ますね」

「……はい」

　福井さんの顔が一瞬ゆがんだけれど、聡はそれに気づかないフリをして、やっぱりニッコリ笑った。

　聡は、最後まで波風を立てるようなことはしなかった。それを『ずるい』と言う人もいるかもしれない。でもこれが、一番しこりの残らない方法なのかもしれない。




　いよいよ株主総会がやってきた。

　私は朝からソワソワしながら、聡から引き継いだヨクイ堂の見積書を作成していた。そして、営業に出ようとしたとき……。

「我妻」

「はい」

　部長に引き止められ、立ち止まる。

「どうやら、承認されたようだよ」

　それは、聡の取締役就任が決定したという報告だった。

　承認されるのは間違いないとわかっていたのに、朝から緊張していたせいか、ホッと気が抜けて泣きそうになった。

「はい。ありがとうございます。では、行ってまいります」

「おぉ、頼んだぞ」

　部長もいつもより上機嫌だ。

　それから私は、聡から引き継いだ数店に向かった。あの小さな駄菓子屋へも。

「宮城さん、そんなに偉い人だったなんてね。ここの仕事もたくさん手伝ってもらって、申し訳なかったよ」

　店主のおばあさんも、聡の取締役就任を喜んでくれた。

「いえ。宮城はとても楽しかったと言っておりました。私も、そう思います」

　大きな数字を上げるだけが仕事ではない。これからの聡は、こうした細かな仕事はもうできないだろう。それなら、私が彼の意志を継げばいい。

　駄菓子屋を出ると、スマホが震えているのに気がついた。

「もしもし」

『俺』

「聡、おめでとう」

『ありがと。でも始まったばかりだ』

　顔は見えなくても、彼の笑顔が頭に浮かぶ。彼は今、未来への希望でワクワクしているはずだ。

「そうだね。頑張ろうね」

『おぉ。今日は遅くなりそうだ。でも明日は久しぶりに休める。迎えに行くから待ってて』

「うん」

　プレッスル食品を退職したものの、今日の準備で忙しかった彼は、退職の翌日からグループ本社に出勤し、休日も返上して走り回っていた。だから、彼とゆっくり過ごしたのはもう二週間も前になる。そのときは、彼の実家でお父様と一緒に私の作った料理を食べてもらった。

　夕食の間、ふたりは会社の話をしていた。私にはわからないことだらけだったけど、真剣に話し合っている姿を見て、親子の絆きずなが修復したんだと目頭が熱くなった。




　次の日は、聡に会える喜びで早く目覚めてしまった。ソワソワしながら待っていると、彼は約束の九時より早くやってきた。

「おはよう、志穂」

　ドアを開けると、彼は待ちきれないとばかりに私を抱き寄せる。

「おはよう」

　あぁ、彼の匂いだ。やっと、会えた。

　もう離れたくなくて彼の胸に顔をうずめると、彼は私の髪を優しく撫でた。

「会えなくて、寂しかった？」

「そんなこと、ないわよ……」

　そう強がりつつも、本当はすごく寂しかった。とんでもない発言にハラハラさせられながらも、毎日隣にいた彼がいなくなると、ポカンと心に穴が空いたようだった。

「志穂は嘘が下手だな」

　そう言いながら、彼は私の体をゆっくり離した。そして顎に手を伸ばしたかと思うと……。

「本当は、欲しかったんだろ？」

　甘く痺れるような声で囁いた。

「えっ？」

　艶っぽい彼の瞳に見つめられると、金縛りにあったかのように動けなくなる。

「欲しかったって、言えよ」

　口調はイジワルでも、透き通るような彼の目は真っ直ぐに私を捉える。彼の瞳に自分が映っていることがわかると、たちまち心臓が暴れだした。

「……欲し、かった」

　私がそう漏らした瞬間、唇が重なった。私の腕を掴んで壁に押しつけた彼は、激しいキスを続ける。私も会えなかった時間を埋めるかのように、彼のキスに酔いしれた。

　そして、朝からこのままベッドに行ってしまう勢いだったけど……。

「ヤバイ。遅れる」

「は？」

　唇を解放した彼がそんなことを言いだすので、首をかしげる。

「志穂、出かけるぞ」

「う、うん」

　急かされた私は、火照ったままの体を持て余しつつ、彼の車に乗り込んだ。

「続きは夜な。うーんとかわいがってやるから、今は我慢しておけ」

「それは聡でしょ!?」

　まるで胸の中を見透かされたような発言に焦り、言い返してみたものの、彼はニヤリと笑うだけ。

「で、どこに行くの？」

　赤く染まる頬を隠すために窓の外を見ながら聞くと、「内緒」と返ってきた。

　プロポーズのときのように、なにかサプライズでも仕込んであるのだろうか。でも、サプライズはうれしいけど、けっこう緊張するんだから。

　私を乗せた彼の車は軽快に街中を走り抜け、海のほうに向かう。

「今日は、あそこ」

　彼の視線の先には、大きなホテル。

「実は俺、あのホテルの御曹司と友達なんだ。匠と同じで学生時代からの腐れ縁だけど、アイツも俺みたいにやさぐれてて」

「やさぐれるって……」

　彼の言い方がおかしくて思わず吹き出したけど、聡みたいに跡継ぎの重圧に嫌気がさして、跡を継ぐことに反発したということだろうか。

「まぁ、アイツも最近はおとなしくしてるみたいだけどな」

　聡は涼しい顔で口にする。

「ふふ。なによ、偉そうに。その友達から聡もそう言われてるわよ。それで今日は、その友達に会わせてくれるってこと？」

「まぁ、そんなとこ。でもアイツは、今日はどちらかというとゲストだな」

「ゲスト？　ホテルの跡継ぎなのに？」

　未だ状況を呑み込めないままホテルの玄関に車が滑り込むと、すぐに黒いスーツを着こなした、もしかしたら聡以上かもしれないイケメンのホテルマンが私たちに頭を下げた。

「いらっしゃいませ、我妻様」

「えっ？」

　私の名前をどうして知ってるの？

「大たい成せい、俺は無視か」

　私の隣にやってきた聡は、少し不貞腐れている。

「レディファーストですから」

　表情を崩すことなく言う彼が、どうやら友達の御曹司らしい。聡と同じくらい背が高い彼は、高畑さんに似てクールな表情を浮かべている。

「はじめまして、八や坂さかです。よくぞ聡を拾っていただけて……」

　私に一礼する八坂さんは、表情を崩さないものの、目が笑っている気がした。

「つくづく失礼な男だな」

　聡は不満そうに言っているけれど、本気で怒っているわけではない。ふたりの遠慮ない会話を聞いていると、聡の安らげる場所がここにもあったと安堵した。

「それでは、我妻様は早速こちらへ」

「えっ、聡は？」

　思わず聡の顔を見上げると「行ってこい」と素知らぬ顔。

　いったいなにが始まるの？

　また腹黒王子の策略にはまっているんじゃないかと身構えたけど、八坂さんが「こちらです」とスマートにエスコートしてくれるので、ドキドキしながらもついていった。

　八坂さんは二階の奥の部屋に私を誘導する。

「お入りください」

「はい」

　ドアの向こうには、大きな鏡。そして、なんとアクアの渡会さんが待ち構えていた。

「あの……」

「今日もお任せでよろしいですか？」

　戸惑う私を、渡会さんが席に誘導してくれる。それを見届けた八坂さんは頭を下げ、部屋を出ていった。

「あの……お任せって、またアレンジしていただけるんですか？」

「はい」

「今日はなにがあるんでしょう」

　渡会さんなら知っているかもしれないと思ったけれど……。

「あれ、聞いてないんですか？　それじゃあ言えません」

　渡会さんは教えてくれなかった。でも、鏡越しに真っ白なドレスを見つけて、一瞬心臓が止まりそうになる。

「あのドレスって、もしかして……」

「もうバレちゃいましたね。聡が今日のために用意したようですよ」

　あれはどう見ても……。

「ウエディングドレス、ですよね？」

　確認するように尋ねると、渡会さんはニッコリ笑った。

「はい。今日はおふたりの結婚式です」

　彼の言葉に唖然とする。サプライズにもほどがある。

「で、でも……」

　急に結婚式と言われても、心の準備がまるでできていない。

「ご安心ください。今日は友人だけを集めた式になります。本番はそうはいきませんから」

　渡会さんは私を安心させるかのように優しく微笑むと、すぐに手を動かし始めた。

　聡との式は、会社をあげてのものになるはずだ。友達とはしゃいだりはできない。……だから？　だから聡は、私に気を遣って？

　我慢しようと思ったのに、ポロポロと涙があふれだして止まらない。

「ごめんなさい」

「まったく、こんな演出をして花嫁泣かせるなんて、キザな男ですね。でも、聡を信じてください。アイツはあなたを絶対に幸せにします」

　渡会さんは私にティッシュを差し出すと、笑顔でうなずいた。

「……はい」

　聡は友達にも愛されていると感じた瞬間だった。

　渡会さんは、さすがカリスマ美容師。編み込みをしたりピンを使って髪を散らせたりして、あっという間にヘアアレンジを仕上げていく。最後に淡いピンクのバラやかすみ草で髪を飾ると、メイクをいつもより華やかに施してくれた。

「さ、できましたよ。ドレスを着てみてください」

　渡会さんに促されドレスに近づくと、胸が熱くなり、また涙がこぼれた。

　オフショルダーの純白ドレスはウエストがかなり絞られていて、そこからフワッと広がるスカートのシルエットがかわいらしい。でも……。

「サイズ、合うでしょうか……」

「ピッタリなはずです。このドレスは我妻さんのために作られたものです。どこかでサイズを測られていませんか？」

「あっ！」

　渡会さんに言われて思い出した。

　ブティックに行ったときだ。もしかして、あのときからこのサプライズを考えていたの？

　次々と発覚する事実に、感動の涙はまだまだ止められない。

　驚くことにドレス用の下着までそろっていて、しかもサイズはぴったりだった。

　下着をつけてドレスを身に纏まとうと、聡と結婚式を挙げる実感がわいてきて一気に緊張が襲う。でも聡と一緒にバージンロードを歩けると思うと、喜びで胸がいっぱいだった。

「本当におきれいですね」

　ベールをつけ、もう一度髪を整えてくれた渡会さんがそう言った瞬間、ドアをノックする音がして、黒いタキシードに着替えた聡が入ってきた。

「匠。人の嫁をナンパするな」

「あれ、聞こえた？　でもお前、ホントに変わったな」

　渡会さんが、聡のことをクスッと笑う。

「別に変わってないぞ」

「変わったさ。我妻さんと付き合う前は、女の子には興味ありませんって顔してたヤツが、こんなに嫉妬心丸出しにするなんて、信じられない」

　渡会さんに指摘され、聡は「余計なことを言うな」とバツの悪そうな顔をする。

　そうなんだ……。そういえば以前、聡はモテてたくせに彼女を作らなかったと言っていたっけ。そんな聡にこれほど愛してもらえる私は、幸せだ。

「それじゃ、邪魔者は消えるか」

「匠、ありがとな」

　聡が素直にお礼を言うと、渡会さんは「俺の貸し切りは高いぞ？」と冗談を言いながら、出ていってしまった。

「志穂、きれいだ」

　聡がじっと私を見つめてそう言うから、恥ずかしくて伏し目がちになってしまう。

「あの、こんなことまでしてもらって……」

「このくらい当たり前だろ。志穂は俺の大切な女なんだから」

　聡は私の腕を引き、優しく抱き寄せてくれた。

「ありがとう。私、すごく幸せ」

　感極まって声が震えてしまったけれど、彼の耳には届いたようだ。彼は私の顔を覗き込み、真剣な眼差しを向ける。

「絶対に苦労させない。必ず幸せにするから、一生俺についてこい」

「はい」

　それ以外の返事なんてできるわけがない。なにがあっても、彼についていく。

「行こうか」

　差し出された手を握り、ホテル内にある教会へ向かった。

　教会の扉の前でブーケを受け取ると、それだけで、また瞳が潤んでくる。

「泣くのはまだ早い。皆に幸せな姿を見てもらおう」

　聡は私が泣きそうなのに気がつき、笑ってみせた。

「うん」

　そういえば、渡会さんが『友人だけを集めた式』と言っていたけど、私は友達に連絡なんてしていない。

　そう思っているうちにパイプオルガンが鳴り始め、扉が開いてしまった。

「嘘……」

　教会の中に懐かしい友達の顔があるのを見つけ、思わず聡を見上げてしまう。

「志穂のお母さんに連絡を取ってもらったんだ」

　一瞬私に視線を合わせた彼が、小声で囁いた。

　そんなことまでしてくれたの……。私はこんなに優しい人と結婚できて、なんて幸せなんだろう。

　満面の笑みで拍手をくれる菜な那なと優ゆう奈なは、高校時代の親友だ。ふたりに会うのは、優奈の結婚式に行った二年前以来。そしてその隣には、既に泣いている千佳もいる。

　聡のほうの友達は、渡会さんと八坂さん、そして緒方さんと、最近入籍された奥様の四人。ごくごく少数ではあるものの、おそらく一生付き合っていくだろう〝親友〟と呼べる人たちばかりだった。

　大切な人たちに見守られて、私たちは幸せな一歩を踏み出す。

　聡とゆっくりバージンロードを進み、正面に掲げられている十字架を見つめると、スーッと涙がこぼれていった。

「誓いのキスを」

　式が進み、神父にそう促されると、聡がベールを上げてくれた。それなのに、滲にじむ涙のせいで彼の顔がよく見えない。

「もう離さない」

　顔を近づけてきた聡が、私にしか聞こえないような小さな声で囁く。それからすぐに唇が重なると、幸せすぎて、再び喜びの涙がこぼれた。

「聡、愛してる」

　バージンロードを戻り、教会の扉が閉まった瞬間、どうしても言いたくなった。すると彼は、フーッと大きな溜め息をつく。

「こんなところで煽あおるなよ。そのドレス、すぐ脱がせられるぞ」

「な、なに言ってるの!?」

　ドＳな王子様のせいで、顔が真っ赤に染まる。

「まったく、罪作りな女」

　すぐに私の腰を引き寄せた彼は、「お前の前では、どうにも仮面が被れない」と私の耳元で囁き、顎に手を滑らせる。

「今日は寝かせないからな」

「私は寝るよ？」

「志穂が煽ったんだから、責任取れよ」

　仮面を外した俺様御曹司は、時々無茶を言うけれど……。

「俺の愛を、全部やる」

　そんな言葉に、やっぱりノックダウンだ。押しつけられる愛も、悪くない。だって私も、押しつけたいから。

「私の愛は？」

「今からいただきます」

　真顔の彼が顔を傾けて近づいてきたから目を閉じたのに……一向に唇が触れない。

「見るな」

　聡の声で目を開けると、今、出てきたばかりのドアから皆が覗いていた。

「お幸せに」

　八坂さんが苦笑しながら言うと、皆も一斉にクスクスと笑い始める。

　恥ずかしくてたまらない。それなのに……。

「もういいや。志穂、見せつけるぞ？」

　聡はそう言うと、ニヤリと笑う。

「えっ、なにを？」

　しかしその答えを聞くまでもなく、唇が重なった。




　――御曹司は、ちっとも楽じゃない。常に笑顔を振りまいて、辛いことも呑み込み、人知れず努力しなければ、務まらない。

　それでも、その運命に立ち向かうと決めた彼を、私は隣で支えたい。

　こんな策士な旦那様ですが、私はとびきり幸せになる予定です。





【ＥＮＤ】












あとがき




　腹黒策士な御曹司、聡と、意地っ張りのくせして本当はもろい志穂にお付き合いくださいまして、ありがとうございました。




　この作品を書きながら、幸せってどういうことだろうと自問自答していました。お金があることだろうか。将来が約束されていることだろうか。いや、温かい家庭があることだろうか……。おそらくどれも正解で、人それぞれに違うのだと思います。

　私の周りで、なにもかもうまくいかずどん底にいた人が、必死の努力で這い上がり、周囲から向けられていた「かわいそうな人」という視線を「すごい人」へと見事にひっくり返したことがありました。私はその人がコツコツ努力を重ねる姿を目の当たりにして、幸せってこうやって掴むものなのかもしれないなと感じました。

　自分にない物を持っている人は、うらやましく思えるものです。でもうらやんでいるだけでは、幸せは手に入りません。

　御曹司である聡は、羨望の眼差しで見られる一方、人知れずその重圧に苦しんでいました。でも、それをはねのけるためにとった彼の行動は、努力、でした。そしてそれに気がついたのが志穂だったんです。そしてふたりは、幸せに向けて努力し続け、これからも走り続けるに違いありません。

　幸せの基準は、人それぞれ。だから周りの人に「あなた幸せね」なんて言ってもらう必要はありません。

　ただ、幸せだなぁと思える人の裏には、必ず努力が潜んでいる気がします。

　とりあえず私は、必死に書いた作品を読んでいただける幸せを噛みしめながら、また次の作品の努力を始めたいと思います。小さな努力からコツコツと！




　最後になりましたが、この作品を世に出してくださいました担当の森上様、増子様。いつも足りない部分を埋めてくださるヨダ様。イラストレーターの緒花様。その他、この作品に係わってくださいましたすべての皆様に、感謝の気持ちでいっぱいです。

　そして、この作品を手に取ってくださった皆様。サイトで応援してくださいます皆様。本当にありがとうございました。





佐さ倉くら伊い織おり









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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